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１ 巻頭言 
 



巻頭言 

 

  災害科学国際研究所での３年目の活動について 

  － 国際社会への貢献を目指して － 

 

 災害科学国際研究所が発足し 3 年が経過致しました。甚大な被害を受けた直

後から復旧・復興のための支援を行う中で、学術的な調査研究を精力的に実施

し、多くの貴重な情報・データと成果および教訓を得ているところです。人類

がかつて経験したことのないような広域で複合的な大災害ですので、全貌をま

とめることは大変困難でありますが、１つに「東日本大震災を分析する」（明石

書店）を出版でき、その後も継続して総合的な調査研究を進めております。こ

の度、研究所での 3 年目の活動や成果をまとめましたので、是非ご覧頂き、忌

憚のない助言やアドバイスを頂ければ幸いです。 

 研究所の発足時から、地震・津波のメカニズム解明、東日本大震災の被災実

態の把握、構造物の耐震性強化、災害と人間社会の関係、復興地域づくり、災

害医療・医学研究の展開、震災アーカイブの構築など、各分野で先端的研究を

推進してきました。さらに、分野融合研究として「生きる力」プロジェクト、

市民運動プロジェクト（みんなの防災手帳）、フィリピン・ハイエン高潮被害調

査研究などを推進し、すばらしい学術的な成果があがっています。平成 26 年度

中の成果を数値として見ると、507 編の学術論文、著書 54 編、総説解説論文 63

編、学会における基調講演・招待講演 150 件、通常講演 634 件になります。こ

れらの成果は量だけでなく質的にも優れており、学会等における 27 件の受賞に

つながっています。 

 この中で、昨年の 9 月 1 日、青葉山新キャンパスに研究所棟が竣工し、最先

端の研究拠点が整ったことを受け、同年 11 月 10 日新棟多目的ホールにて落成

式を開催できました。式典は、政府・学術機関・企業関係者等約 200 名の方々

に御臨席頂きました。特長的な施設である「多次元可視化システム」、「MR シス

テム」、「光トポグラフィー・防音室」、「避難所支援ゲーミング」の見学、さら

には「減災結プロジェクト」、「災害医学研究部門の活動」、「研究紹介パネル」、

「サーバー室」「ライブラリ」の展示、「小型地震体験装置」の体験の機会を設

け、各会場で出席者に説明をさせていただきました。 
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また、今年 3 月 14 日から 5 日間にわたり、仙台市内を中心に第３回国連防災

世界会議が開催され、国連会議である本体会議に加えて、市民が参加出来る総

合フォーラムやパブリックフォーラムが企画されました。187 か国の首脳・閣僚

らを含む 6,500 名が本体会議へ出席したほか、5 日間で延べ 15 万人がパブリッ

クフォーラムなどに参加しました。会議の最終日には、2030 年までの国際的な

防災の行動指針「仙台防災枠組」（Sendai Framework of Disaster Risk Reduction: 

SFDRR）が採択されました。この SFDRR は 10 年前にまとめた「兵庫行動枠組」

（HFA）の後継となるもので、15 年間で災害による死亡率や経済損失を減少さ

せるなど世界共通の目標が設けられました。国連が具体的な期限を示して減災

目標を掲げるのはこれが初めてです。本研究所も、会場の提供だけではなく、

世界会議開催前から仙台市に協力し誘致活動や政策への提言をさせていただき

ました。特に、災害統計については、開催前から国連機関と連携して合計 2 回

のワークショップを大学で実施し、データ等の重要性と整備方針などについて

議論し、重要性の理解を得ました。また、東日本大震災での経験を踏まえて兵

庫行動枠組のレビューを行い、その結果をレポートにまとめ日本語と英語で出

版したことで、準備会合などでの議論を先導し、企画立案・運営においても中

心的な役割を担いました。 

 この他の国際的な活動としては、知のフォーラムへの参画、APRU（環太平洋

大学連合）でのサマースクールやシンポジウムの企画、ハーバード大学ライシ

ャワー日本研究所・福島高等専門学校・GNS・フィリピン大学・台湾大学等と

の部局間学術協定の締結のほか、既存の連携大学との共同研究も活発に行って

おります。一方で、国連防災世界会議中にもバヌアツでのサイクロン被害、ま

た、4 月 25 日にはネパールでの地震被害が生じ、残念ながら大きな災害が繰り

返されています。国内においても火山噴火、巨大地震（異常震源）など発生し

ています。災害科学国際研究所は、国内外の社会での防災・減災取組に対して

さらなる貢献が出来るよう、引き続き邁進してまいります。 

 

 

災害科学国際研究所 

所 長 今村 文彦 
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２ 研究所の概要 

 



（１）基本理念 

 

平成 24 年 4 月、東日本大震災という未曾有の災害を経験した東北大学は、新たな研究組織「災害科学国際

研究所」を設立した。東北大学の英知を結集して被災地の復興・再生に貢献するとともに、国内外の大学・研

究機関と協力しながら、自然災害科学に関する世界最先端の研究を推進することが、災害科学国際研究所に与

えられた使命である。 

本研究所の設立理念は、東日本大震災の経験と教訓を踏まえた上で、わが国の自然災害対策・災害対応策や

国民・社会の自然災害への処し方そのものを刷新し、巨大災害への新たな備えへのパラダイムを作り上げるこ

とにある。このことを通じて、国内外の巨大災害の被害軽減に向けて社会の具体的な問題解決を指向する実践

的防災学の礎を築くことを目標とする。 

本研究所が推進する自然災害科学研究とは、事前対策、災害の発生、被害の波及、緊急対応、復旧・復興、

将来への備えを一連の災害サイクルととらえ、それぞれのプロセスにおける事象を解明し、その教訓を一般

化・統合化することである。 

東日本大震災における調査研究、復興事業への取り組みから得られる知見や、世界をフィールドとした自然

災害科学研究の成果を社会に組み込み、複雑化する災害サイクルに対して人間・社会が賢く対応し、苦難を乗

り越え、教訓を活かしていく社会システムを構築するための学問を「実践的防災学」として体系化し、その学

術的価値を創成することを災害科学国際研究所のミッションとする。 

 

（２）沿革・設置目的 

 

沿 革 

 

  平成 24（2012 年）4 月 研究所設置（7 部門 36 分野） 

       災害リスク研究部門（7 分野） 

       人間・社会対応研究部門（7 分野） 

       地域・都市再生研究部門（5 分野） 

       災 害 理 学 研 究 部 門（7 分野） 

       災 害 医 学 研 究 部 門（7 分野） 

       情報管理・社会連携部門（3 分野） 

       寄 附 研 究 部 門 

  平成 25（2013 年）4 月 災害医学研究部門に災害口腔科学分野新設（7 部門 37 分野） 

 

設置目的 

災害科学国際研究所は、東日本大震災の経験と教訓を踏まえ、わが国の自然災害対策や国民・社会の自然災

害への処し方そのものを刷新し、巨大災害に備える新たなパラダイムを作り上げることを設立理念とし、国内

外の巨大災害の被害軽減に向けて社会の具体的な問題解決を指向する実践的防災学の礎を築くことを目的と

して設置された。 

 

（３）中期目標・中期計画 

 

災害科学国際研究所の理念に則り、研究活動、教育活動、社会貢献、国際展開について以下の中期目標を立

てた。 
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１）研究活動に関する中期目標 

東日本大震災の被災自治体等との連携を強化し、被災地の復興への具体的貢献を果たしながら、複雑化・多

様化する自然災害のリスクに対応できる社会の創成を目指し、新たな防災・減災技術の開発とその社会実装に

取り組む。災害という脅威を防ぎ止めるだけでなく、人間・社会が賢く備えて対応する、さらに災害による被

害や社会の不安定から回復しながら教訓を語り継ぐ災害文化を醸成し、社会システムにそれを織り込んでいく。 

 

・地球規模の自然災害発生とその波及機構の解明 

・東日本大震災の被害実態と教訓に基づく防災・減災技術の再構築 

・被災地支援学の創成と歴史的視点での災害サイクル・復興の再評価 

・地域・都市における耐災害性能の向上とその重層化 

・広域巨大災害対応型医学・医療の確立 

・新たな防災・減災社会のデザインと災害教訓の語り継ぎ 

 

２）教育内容及び教育の成果等に関する目標 

本研究所における学内の教育活動は、各教員が兼担している学部・学科および研究科における学部教育・大

学院教育が主たるものである。一方、教育活動を広い意味でとらえると、本学教員の全員が、災害に強い社会

を醸成するための市民力の向上に寄与するという責務を有している。中期目標・中期計画では、大学内での学

生および研究者の教育を「教育活動」とし、震災被災地復興への貢献や我が国の防災力等の向上に資する教育

活動は、「社会貢献活動」として位置づけることとする。本学における教育活動の中期目標は以下の通りであ

る。 

学部・大学院の学生に対して、災害科学に関する基礎的な知識を教育し、関心を高める教育を行う。そのた

めに、全学教育や学部・大学院における専門教育プログラムにおいて、災害科学に関する基礎的な知識を提供

する科目を提供する。 

災害科学に関する実践的研究の成果を基盤として、社会における防災・減災に携わる人材と、次代を担う災

害科学研究者を育成する。 

なお、本学の学生の活動支援は、学部生については教育機会および知識の提供を主とし、大学院生について

はそれに加え自身の問題意識に基づいて進める研究活動や成果発信を支援することとしている。すなわち、災

害科学に関する最新の研究発表・聴講ができる支援体制をつくるとともに、国内外の学会やワークショップに

おける参加・発表するための支援体制を検討し設置する。加えて、国際連携のための仕組みをつくり、大学院

の学生の海外における災害科学に関する研修を支援する。 

 

３）社会との連携や社会貢献に関する目標 

東日本大震災の被災地や世界をフィールドとする研究を進めると同時に、社会との防災・減災の連携強化を

図り、国内外の防災・減災戦略及び防災・減災教育に対して積極的に貢献する。東日本大震災の教訓や研究活

動により得られた研究成果の社会実装を行うため、産官学の戦略的な連携研究を推進する。 

そのために、社会連携オフィスを設置し、国内外に対しての防災・減災戦略の企画や展開を積極的に実施し、

防災・減災教育のための社会への情報発信と意識啓発活動を推進する。所内には、広報・情報担当者をおき、

広報活動の充実、公開講座、シンポジウム等を実施する。 

 

４）国際化に関する目標 

本研究所は、震災の教訓を国内外に広く発信することに加え、世界をフィールドとした防災・減災研究に取

り組み、その成果を社会に組み込むことを目標としているため、外国の大学や研究機関との連携・交流及び国

際協力事業を積極的に推進する。海外大学との共同研究や、大学間および部局間協定、人材交流等を継続的に
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推進するために、国際連携担当者をおく。また、海外からの留学生・研究者を積極的に支援する。 

 

５）組織運営活動に関する目標 

本研究所の教員は、本学内の多数の部局から異動してきており、平成 26年 8月末の本研究所棟竣工までは、

それぞれの居室は元部局にあるため、研究所構成員の全体会議を定期的に開催し、研究所を取り巻く状況や活

動、課題の共有化を図る。また、メーリングリストやビデオ会議を有効活用しながら効率的な組織運営を図る

こととし、部局間の情報・意見の交換や合意形成を効率的に行う体制を構築する。 

 

（４）組織運営活動 

 

本研究所の組織運営としては、本研究所の最高意志決定機関である運営会議の下に、予算委員会、研究企画

委員会、広報・出版・図書委員会、教務委員会、施設・環境委員会、ハラスメント防止対策委員会、国内・国

際連携委員会、総務委員会、倫理委員会を設置し、それぞれの所掌事項毎に所内ルールや制度・方針を策定し

て運営会議に諮った後に決定し、教授会や全体会議で周知するという仕組みを確立している（3章 E研究所内

会議・委員会構成を参照）。平成 26年 8月末に本研究所新棟が竣工したことに伴い、組織運営の今まで以上の

円滑化が可能となった。 

平成 26年度は、月 1回を基本に研究所教授会及び全体会議を開催した。全体会議の場を可能な限り効率的

な情報交換、課題の共有化の場として活用するため、(1)兼務教員、事務スタッフ、防災関係機関を含めた拡大

全体会議、(2)専任教員対象の全体会議、(3)専任の講師・准教授以上が対象の拡大教授会、(4)専任の教授によ

る教授会という 4つの会議を同一日に連続して開催した。さらに、本研究所のミッション達成に関連する情報

を共有化するため、拡大全体会議で、所外組織の講師による談話（東日本大震災ウォッチャー）と本研究所メ

ンバーによる最新の活動報告を行うという仕組みを構築している。 

平成 26年度の重点的な取り組みは以下である。 

 

１）広報室設置による社会発信機能の強化 

平成 26年 4月、所内に広報室を設置（専属の助教１、事務補佐１）し、広報・出版・図書委員会と緊密に

連携しながら活動を開始した。これにより社会発信の対外窓口・広報業務が広報室に集約され、効果的・戦略

的な社会発信・メディア対応等が可能となった。以下が主要な活動実績である。 

１．本研究所の全教員のアクティビティ（学会発表、受賞、取材、災害現地調査報告、重要な活動等）につい

てのウェブページを通じた発信（平成 26年度はトピックス 230件、報道 481件を掲載）。 

２．本研究所の設立理念やミッションを広く伝えるためのパンフレット制作（日本語版、英語版）、東日本大

震災への復興の貢献や教員の取り組み・研究成果を広く発信するためのニューズレター：IRIDeS Quarterly（日

本語版年 4回、英語版年 2回）刊行、本研究所の PR誌 IRIDeS Report（年 1回）刊行。災害研を紹介する広報

ビデオ（日本語版、英語版）作成。なお、ニューズレターでは毎回、女性研究者 1名以上の研究を、掲載・紹

介している。 

３．メディア関係として、記者会見（1 件）：東日本大震災メモリアル、プレスリリース（27 件）を行うとと

もに、所内教員向けにメディア対応講座（メディア基礎講座、メディア講座応用編、そして模擬対応訓練）、

女性研究者向けメディア講座（男女共同参画推進センターと共催）（1回）を開催。 

４．本研究所の全教員と特定プロジェクト研究の 1年間の活動を総括する年次活動報告書の編集と、災害研の

業績に関する統計データ算出と管理。 

 

２）コンプライアンス推進体制の整備と強化 

研究所として適切な研究が実施されるように、研究活動の不正防止や、個人情報の管理など、コンプライア
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ンスを推進するための体制を整備・強化した。 

１．研究費管理運用の適正化、研究活動の不正防止のための全学的体制構築の方針を全体会議時に全教員に説

明（計 3 回）するとともに、公正な研究活動推進担当組織、研究倫理推進責任者及び相談窓口を設置し、研究

倫理教育の実施体制と相談体制を整備した。さらに、緊急性のために公正な記録の保持や調査対象者への配慮

がおろそかになりがちな災害緊急調査に関しても、実施体制の整備を行った。さらに、研究費不正などの問題

発生時に社会から求められる情報の内容とその提供について、所内教員を対象に講習（3 回：上記メディア対

応講座）を実施し、不正予防のための留意点を確認した。 

２．平成 25 年度に設置した研究所倫理委員会が、人間を対象とする研究の内規、審査内規を検討し、全体会

議での説明と教授会での審議（3 回）を経て、平成 27 年度当初から倫理審査を開始した。また倫理委員会主

催講習会（２回）で、全教員に個人情報の取り扱いの基本的なルールを周知した。 

 

（５）研究活動 

 

本研究所の使命は、東日本大震災における調査研究、復興事業への取り組みから得られる知見や、世界をフ

ィールドとした災害科学研究の成果を社会に組み込み、複雑化する災害サイクルに対して人間・社会が賢く対

応し、苦難を乗り越え、教訓を活かしていく社会システムを構築するための「実践的防災学」の体系化とその

学術的価値の創成である。そのために、平成 26 年度では以下の主要４項目を研究目標に掲げ、研究活動を展

開した。 

1) 東日本大震災の被害実態と教訓に基づく国際研究の推進 

2) 文理連携および多様な学際連携による研究の推進 

3) 国内外研究機関および国際社会との連携強化 

4) 「実践的防災学」の体系化と産学官連携の強化 

上記の目標に対して、平成 26 年度の取り組みや達成状況の概要は以下の通りである。 

 

１）東日本大震災の被害実態と教訓に基づく国際研究の推進 

 地震・津波のメカニズム解明、東日本大震災の被災実態の把握、構造物の耐震性強化、災害と人間社会、復

興地域づくり、災害医療・医学研究の展開、震災アーカイブの構築など、分野ごとの先端的研究を推進した。

国内外の防災・減災研究の深化においては、東日本大震災での被害実態の研究成果を将来の予測技術に活かせ

る取組や、特に震災アーカイブ「みちのく震録伝」を活用した教訓の発信が、文部科学大臣賞を授与されるな

ど、社会から高く評価された。平成 26 年度中の成果として、507編の学術論文、著書 54編、総説解説論文 63

編、学会における基調講演・招待講演 150件、通常講演 634件を行った（表 1、p.13）。これらの成果は量だけ

でなく質的にも優れており、 27件の受賞につながっている（表 2、p.14）。 

 

２）文理連携および多様な学際連携による研究の推進 

社会が必要とする災害研究とその成果は、従来の学問の専門領域を越えて幅広く多様である。それに応える

分野横断的・学際融合的な研究を促進するため、学内外への特定研究プロジェクト（拠点研究 A、B および連

携研究）を公募し、拠点研究 A を 12件、拠点研究 B を 70件、国内外との連携研究を 5件採択した。また前

年度の成果発表会を一般公開で開催し、口頭発表とポスターセッションで報告した。さらに産学官と連携した

共同研究推進のため、緊急被ばく医療推進、Ｇ空間防災モデル構築、防災教育国際協働の 3 つのプロジェクト

連携研究センターを設置し、実践的防災技術の共同開発に取り組んでいる。 

 文理連携の代表例の１つとして、｢1611 年慶長奥州地震津波の総合的調査及びデータベース構築｣があり、新

しい古文書の発見と再検討により地震や津波の状況を現地調査と合わせて評価し、津波堆積物などの科学的な

根拠とともにデータベースとしてまとめ、津波の波源の再検討を行った。この成果は、NHK クローズアップ
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東北（平成 26 年 7 月 4 日放送）「慶長奥州地震津波 研究最前線」として特別番組で紹介され、社会的な注目

を集めた。 

 また、災害科学や行動心理学、脳科学、認知心理学などの連携により、｢生きる力の解明｣を精力的に実施し

ており、社会調査で得られた東日本大震災での経験や行動を認知科学的に分析し、８つの主要な｢生きる力｣

に集約が出来る結果を示した。この成果は、災害時での情報処理過程のモデルを今後実施しながら綿密な防

災・避難計画立案への貢献だけでなく非常時に人が適切に行動するという自助の向上に繋がるものと期待され

ている。  

 

３）国内外研究機関および国際社会との連携強化 

東北大学の英知を結集して被災地の復興・再生に貢献するとともに、国内外の大学・研究機関、さらには国

際機関（国連等）と協力しながら、自然災害科学に関する世界最先端の研究を推進するために共同研究を推進

している。 

ドイツ航空宇宙センター（災害リスク評価、リモートセンシング）、ロンドン大学（災害リスク評価、災害

医療）、ハワイ大学（自然災害科学、災害感染症）、インドネシア・パジャジャラン大学、ブラヴィジア大学（自

然災害科学、災害感染症）などの海外共同研究機関との連携研究活動を強化するとともに、ハーバード大学（震

災アーカイブ、災害医療）、フィリピン大学マニラ校（災害感染症、災害精神医学）、インドネシア・シャクア

ラ大学（復興モニタリング）、ニュージーランド地質・核科学研究所との協定を締結して連携の枠を広げてい

る。また、2013 年 11 月に発生したフィリピン台風ハイエン高潮災害において、フィリピンのカウンターパー

トとの共同調査チームを編成し、東北大学総長裁量経費の支援を受けて強風と高潮による被害実態調査、建

築・医療の脆弱性、避難行動や復興を調査した。報告書を刊行し、被災地への提言を行った結果、フィリピン

の学術機関との 3件の共同研究プロジェクト、部局間協定の締結に結びついた。 

さらに、災害対策技術の標準化に取り組む国際機関（国連等）や海外の研究機関との連携を通じて災害統計、

防災対策の国際標準化への提言を行った結果、国連開発計画（UNDP）の協力により「災害統計グローバルセ

ンター」を本研究所内のプロジェクト連携研究センターとして設置することが決定した。 

 

４）「実践的防災学」の体系化と産学官連携の強化 

第 3 回国連防災世界会議において採択された国際的な防災の行動指針「仙台防災枠組」では、支援する側か

らだけではなく、災害において特別な支援を必要とする人々が自ら防災活動に積極的に関与することが求めら

れている。震災以前から存在する地域社会やインフラ、人々の脆弱性を減少させることが災害リスクの減少に

つながるため、発災後に適切な避難と対応が可能になるような備えをすることをすべての分野で体系化し、実

践的防災学として発信している。 

東日本大震災において、被災地では病院や学校、行政などの公共の被害も相次いだことから、受援力や事業

継続計画に関しての研究成果を首都圏や南海トラフの被害想定地域に対して発信している。その結果、本研究

所の我が国の防災政策におけるプレゼンスが向上し、9 名の教員が国の重要な委員会での活動を 40 件行って

いる。 

産学官の連携研究活動としては、津波のリアルタイム浸水予測手法の実用化プロジェクト、津波避難訓練の

実装化に取り組む｢カケアガレ日本！｣などの活動を全国で展開している。また、利益相反には細心の注意を払

いながら、展示会や学会での技術展示などで企業との連携を図っている。仙台市で毎年開催される震災対策技

術展にも中心的に関与し、企業、行政、医療関係者に対するセミナーを開催している。また平成 26 年 4 月か

ら広報室を設置し、広報誌の作成やメディア対応・発信など、研究所のアウトリーチ活動を積極的に推進して

いる。フィリピン台風災害などの国内外で起きた災害に関する情報を災害特集として関係者が利用しやすいよ

うにウェブサイトで公開を行っている。 

 理工学、人文・社会学、医学、情報学など多数の分野を融合した学際的研究を推進するには、多くの課題が
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ある。そこで所内のみならず学内外・一般の方々と広く情報を共有し、研究の連携・融合を図ることを目的に、

定期的な発表・討論の場 IRIDeS金曜フォーラム（毎月開催）を開催している。平成 26 年度は、9 回のフォー

ラムを開催した。平成 27 年度には、宮城県内の産学官と報道機関、市民団体などの防災関係者および本研究

所が、防災啓発に関する研究や活動を共有する目的で設立した連携組織「みやぎ防災・減災円卓会議」との共

同開催も予定されている。また、所内では所長懇談会（部門単位で毎年開催）を設け、災害科学の深化と実践

的防災学の創成に関する現状と課題を整理し共有化している。 

 

（６）教育活動 

 

本研究所における学内の教育活動は、各教員が兼担している学部・学科および研究科での学部教育・大学院

教育が主たるものである。一方、教育活動を広い意味でとらえると、本学教員の全員が、防災知識を身につけ

た人材の育成を通し、災害に強い社会を醸成するための市民力の向上に寄与するという責務を有している。 

本研究所の理念と活動目標に基づいた平成 26 年度の教育目標は以下の通りである。 

 

1) 全学教育、関連部局の学部や大学院の科目での、災害科学に関する基礎的な知識の提供。 

2) 災害科学に関する実践的研究成果の大学院学生への公開。 

3) 大学院の学生が、国内外の学会やワークショップで参加・発表するための支援体制の整備。 

4) 国際連携の構築による、大学院学生の災害科学に関する国際的な研修への支援。 

上記の目標に対して、平成 26 年度の取り組みや達成状況は以下の通りである。 

 

１）災害科学に関する基礎的な知識の提供 

 兼務先の学部、大学院の専門科目に災害科学の内容を組み込むことに加え、災害科学に関する基礎的な

知識を提供する全学教育科目として「基礎ゼミ」2 科目と、カレントトピックス科目として「災害の科学」

2 科目、基幹科目として「経済と社会：東日本大震災等の災害と社会の対応」を提供し、平成 26 年度は合

計 262名の学生が受講した。さらにリーディング大学院グローバル安全学トップリーダー育成プログラム

（以下、グローバル安全学）の中核部局として実践的防災学の講義、リーダーシップ養成演習等を提供し

た。さらに、APRU（環太平洋大学協会）、あしなが育英会、フィリピン国アンヘレス大学の多国籍学生 150

名への講義を行った。ヒューマンセキュリティーコースでは留学生に災害科学の講義を行い、平成 26 年

度東北大学総長教育賞を受賞した。 

  

２）実践的研究成果の大学院学生への公開 

 実践的研究の成果発信と教育との関連については、本研究所主催の「金曜フォーラム」で、その機会を

提供している。災害科学に関する実践的研究の成果を紹介するフォーラムを９回開催し、大学院生と一般

市民に公開した。 

さらに、学都仙台コンソーシアムが仙台市内で開講している復興大学の「復興人材育成教育コース」で、所

属教員が講義を担当し、大学を超えた人材の育成に貢献している。(http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp) 

 

３）大学院学生の研究活動支援体制の整備 

 東北大学のすべての学生が東日本大震災の貴重な経験を共有し、巨大災害に対する人類の備えに関して主体

的な意見を表明できることが必要と考え、グローバル安全学のプログラムにおいて、実践的防災学の講義 6

科目及び C-Lab 研修を直接担当している他、多くの科目について外部講師の選定や内容の調整、具体的な講

義日程の設定などの協力を行っている。平成 26 年度は、優秀な大学院生が学会に参加・発表することを支援

した（国内派遣 167件、外国派遣 29件）。また、国外の学術機関と協力協定を締結し、経済的負担を下げると
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同時に研修先の情報を得やすくした。 

 

４）国際連携の構築による大学院学生への支援 

海外のすぐれた研究者を招聘する知のフォーラムを開催した。平成 26 年 7 月、11 月と平成 27 年 3 月の 3

回に分け、サマースクール、分科会形式のワークショップ、全体討論会を開催し、大学院生や若手研究者が分

野・部門を越えて卓越した知識を学ぶ機会を提供した。 

 

（７）社会貢献活動 

 

災害対策先進国として、これまでに特に地震・津波対策で国際貢献を果たしてきた我が国が、東日本大震災

後、どのように社会の安定を取り戻し、復興を果たしていくかは、世界的にも注目されている。事前対策、発

災時の緊急対応、被災後の復旧・復興の一連の災害サイクルにおいて、世界で最も緻密かつ徹底した総合調査・

研究を行い、その知見を普遍化して次世代への防災・減災技術構築への先導を果たすことが本研究所の責務で

ある。被災地にある総合大学としての特徴を最大限に活かし、災害における社会問題の具体的解決のための実

践的研究を指向するために、社会との連携や国際化は必須である。そのため、平成 26 年度は、以下の４つの

目標を挙げ、活動を実施した。 

１）東日本大震災の被災地の復興への具体的貢献 

２）防災教育の社会的展開 

３）産官および地域社会と連携した防災対策の強化 

４）第 3 回国連防災世界会議を通した「実践的防災学」の国際社会への発信 

上記の目標に対して、平成 26 年度の取り組みや達成状況は以下の通りである。 

 

１）東日本大震災の被災地の復興への具体的貢献 

実践的防災学の社会実装を図るためには、被災自治体との協働による成果の普及・展開が不可欠である。気

仙沼市や多賀城市をはじめとする被災自治体との間では、災害に関する包括的連携協定を積極的に締結し、自

治体の要請に対応した研究成果の展開と復興への支援に結びつけている。過疎化と人口減少が進行する地域社

会においては、行政や学校、医療を含めた都市計画の立案に関わり、市民とのワークショップやセミナーなど

の開催を通して災害に強い魅力ある街づくりを推進している。また被災地のメンタルヘルスに関する調査と悪

化防止のための支援を継続的に行うとともに「こころの防災市民セミナー」を開催し、被災者および行政職・

医療職など対応者のメンタルヘルスに関する啓発を行った。 

 

２）防災教育の社会的展開 

地域との連携の中で防災教育活動を展開している。気仙沼市ではサテライト（分室）を設置し、情報発信や

地域での防災講座、学校での防災教育の協力を行った。その成果として、3 回の文化講演会の実施、震災アー

カイブ活動、中学校における防災学習（総合的な学習の時間）への協力活動が実施できた。さらに、企業や行

政機関、病院の事業継続性計画や受援計画に関する研究成果を発信するとともに、企業や行政、保健所長など

に対して災害に対する備えについて教育を行った。この取り組みを強化するために、国立保健医療科学院との

連携協定を締結した。 

 学校教育を起点に、家庭や地域が防災への取り組みを進めることができるように小中高への出前教育を 44

件実施し、防災教育教材の開発を行うとともに、市民向けのセミナーやシンポジウム等を 290件開催して、防

災知識の普及を図った。また防災・減災についての取り組み「減災ポケット『結』プロジェクト」では中心的

な役割を担っている。宮城県内の小学 5 年生の全児童に対して『結』ハンカチを配布し、これを活用した出前

事業を展開している。ハンカチなどの教材には、「災害が発生した時にどう行動すればよいのか」、「日頃から
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何を準備しておけばよいのか」など、東北大学の防災・減災に関する研究成果が盛り込まれている。更に多賀

城高校の災害科学科設置における基本構想の策定にあたり、アドバイザー9名の内 4名が研究所の教員であり、

平成 28 年度開設に向けての活動を展開した。 

 

３）産官および地域社会と連携した防災対策の強化 

 産学官の連携研究活動として、津波のリアルタイム浸水予測手法の実用化プロジェクト、津波避難訓練の実

装化に取り組む｢カケアガレ日本！｣や、生きる力を強化させる｢みんなの防災手帳｣、｢防災キャンプ活動｣など

ユニークな活動を全国で展開している。｢みんなの防災手帳｣、｢防災キャンプ活動｣に対して、公益社団法人日

本パブリックリレーションズ協会 から「PRアワードグランプリ」ソーシャル・コミュニケーション部門優秀

賞が授与された。また、被災地の健康調査、特に小児ぜんそくや女性のストレス、七ヶ浜町を中心とした被災

地のメンタルヘルスを継続的に調査し、被災者の精神面への支援と悪化予防に努めている。福島県の歯科医師

会と協力して、乳歯による体内被ばく調査を行っている。 

 この他に、被災自治体との災害に関する包括的連携協定を活用しながら、自治体の要請に対応した研究成果

の展開に結びつけてきた結果、本研究所のプレゼンスが向上し、計 20 名の教員が地方自治体の重要な委員会

での活動を 79件行っている。 

 

４）第 3回国連防災世界会議を通した「実践的防災学」の国際社会への発信 

 平成 27 年 3 月に仙台市で開催された第 3 回国連防災世界会議において、大震災の経験と教訓から培われた

「実践的防災学」を、世界にむけて発信した。以下が概要である。 

１．東日本大震災での課題や産学官の役割等を整理し、政策等への提言を行った。具体的には、大震災の経験

を踏まえた研究成果に基づき、第 2 回国連防災世界会議の兵庫行動枠組（HFA）の評価を行い、日・英で出版

するとともに、アジア防災閣僚会議、国連での国連防災世界会議の準備委員会、ダボス国際災害リスクフォー

ラム、国際災害リスク東京会議、知のフォーラム等で発信し、国連関係者(UN-ISDR、WHO、UNESCO、ESCAP、

UNDP、World Bank など)や所内外の研究者に対して議論を先導した。またワシントン DC で国際シンポジウム

（厚生労働省後援）を主催し、保健医療の防災枠組への組み入れを提言した。 

２．市民向けに国連防災世界会議の意義を伝えるために仙台市との共催で市民公開講座を 3 回開催した。 

３．国連防災世界会議の会期中、パブリックフォーラムの開催や企画展示、視察ツアーなど 25 件の主催を含

む 68件の企画・運営を行い、延べ 8500 人以上の参加を得た（表３、pp.15-17）。本体会議でのワーキングセッ

ションでも研究成果を報告し、仙台防災枠組 2015-2030 の作成に貢献した。 

４．3 月 15 日「東北大学復興シンポジウム 東北大学からのメッセージ～震災の教訓を未来に紡ぐ～」にお

いて、潘基文 国連事務総長が講演し、本研究所を含む東北大学の一連の活動を高く評価した。 

５．仙台防災枠組で、防災対策推進の基盤としての統計データ収集の重要性が認識され、国連開発計画等と連

携した、本研究所への災害統計グローバルセンター設置が決定し、平成 27 年度より活動を開始した。 

 

（８）自己評価 

 

１）平成 26 年度活動の総括 

本研究所は歴史的・世界的な東日本大震災を経験した東北大学における新たな学際的研究組織として、平成

24 年 4 月に設置された。設立当初は、限られた人的資源と十分とは言えない施設環境の中で、組織としての

体制づくりを行いながら、研究活動を進めてきた。そして、所内外における学際研究の相互理解の場としての

「金曜フォーラム」（毎月開催）、所員の研究レベルを向上させるための「所長懇談会」（部門単位で毎年開催）、

被災地のステークホルダーや関係者との情報交換と社会的ニーズを研究に反映するための「震災ウォッチャー」

（拡大会議にて開催）などの場を設けて、研究活動を支援する機会を積極的に設けてきた。 
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 平成 26 年度は 3 年目にあたり、当初に構想した理学、工学、医学、社会科学、人文学にわたる 7 部門（災

害リスク研究部門、人間・社会対応研究部門、地域・都市再生研究部門、災害理学研究部門、災害医学研究部

門、情報管理・社会連携研究部門、寄付研究部門）37 分野のすべてに専任教員とスタッフが着任し一応の完

成を見た。さらに新研究所棟が平成 26 年 8 月末に竣工し、10 月には災害医学研究部門以外の 6 部門の移転が

終了し、一つの場所で交流を強化しつつ研究活動を推進できる状況が整った。 

 ここに至るまでの過程では、十分に整備されていたとは言えなかった研究環境の下で、物理的に離れた場所

にいることから生じる相互のコミュニケーションの制約を乗り越え、前節までに述べてきたような活動を遂行

し、着実に成果を上げてきた。研究実績と社会貢献活動に対しては、外部評価委員会からも「東日本大震災被

災地の中心都市に立地する大学の研究所として期待される役割に、十二分に応えている」、「次々と成果を挙げ、

様々な情報発信を日本国内のみならず、世界に対して行っていることを高く評価します」との評価を受けてい

る。 

 

２）第 3回国連防災世界会議への貢献 

平成 26 年度の最大のトピックスは、平成 27 年 3 月に仙台市で開催された第 3 回国連防災世界会議への取り

組みであった。本研究所は、大震災の経験と教訓を世界に発信し、防災・減災のあり方を考え直すことの必要

性から、平成 24 年度から仙台市に協力して会議の誘致を支援してきた。その後、同会議の仙台開催が決定し、

会議の成果として Sendai Framework for Disaster Risk Reduction（仙台防災枠組）が作成されるまでの期間の、本

研究所が行った数多くの活動・貢献の詳細については、前ページ４）を参照されたい。 

 仙台防災枠組では、災害リスクはハザード（外力）への曝露、社会・構造・人のもつ脆弱性と対応能力によ

って規定されることから、適切な防災・減災技術をあらゆる方面から研究し、わかりやすい政策として提言す

べきであることが示された。防災対策を科学的に推進していく基盤として統計データを収集することが大きな

課題であることが認識され、UNDP の協力を得て、本研究所に災害統計グローバルセンターを設置することを

決定した。本センターは、災害統計の国際基準を定め、各国のデータを集めて分析するという使命を有し、世

界中が注目することとなった。 

 

３）活動水準の向上度の評価 

設立からの 3 年間に様々な状況の変化があったことに対応して、研究成果の状況も年々変化している。平成

24 年度の設立以降 3 年間の研究成果の推移をみると、学術論文（403 編→579 編→507 編）、著書（37 冊→54

冊→54 冊）（単著、共著、分担執筆含む）、総説解説（65 編→79 編→63 編）、学会における招待講演（146 件

→132件→150件）、受賞（16件→16件→27件）、特許（1件→4件→5件）と年々実績をあげているのがわか

る。そして、学術論文の内訳も査読有論文の比率が、国際誌（33％→44％）および国内誌（24％→28％）とも

に増加している。 

このように、設立当初から年々、レベルの高い論文への掲載、個別の分野から学際的な論文への移行、海外

大学との連携、注目度（引用数）の向上、学会を超えた社会的重要な賞を含む各種受賞数の増加、メディア報

道の増加など、質的な向上が見られた。確実に研究成果は上がっており、平成 28 年度以降はさらなる研究実

績が期待できる。 

 

４）課題 

 国連防災世界会議では、本研究所のすべての教員が、広い分野にわたり国内外の関係者との調整を図りなが

ら、数多くの研究成果報告や議論の誘導を行い、会議の成功に向けての貢献を行った。世界の防災関係者に対

して、仙台防災枠組の中の Sendai とともに、IRIDeS という名前の知名度や期待度は高まり、今後の国際的な

研究交流活動の基礎を作ることができたと言える。その一方で、各教員がそれぞれの担当する行事の企画・準

備・調整に忙殺され、相互の情報交換や新しい融合研究への取り組みを行う余裕がなかったことも事実である。
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災害に関わる学際的な研究組織として、真に学際的、融合的な新しい研究を推進していくことが強く求められ

ている。 

 一方、財源の不安定性は大きな問題である。本研究所の専任教授、准教授の人件費は大学の一般経費により

賄われているが、一部の准教授、助教、特別研究教育教員や支援者の人件費と研究経費、設備費は文部科学省

の特別経費の財源に依存している。国立大学のミッションの明確化と予算の見直しという流れを受けて、一般

経費および特別経費の抜本的な見直しが予定されており、平成 28 年度以降の人件費の規模が不確定であり、

現在のスタッフの継続的な雇用を約束することができない状況にある。本研究所で顕著な成果を上げた人材が

できるだけ早い機会に次の就職先を決めて転出する一方で、年限の限られた枠に対する有能な人材の補充が困

難であるという問題に直面している。防災や災害研究は国や自治体などの公的セクターによって担われる部分

が大きく、民間企業からの財政的な支援が得られにくい分野であるが、民間企業のほか、国際機関、自治体へ

の学術的な貢献の在り方を明確にし、寄付金、寄付講座、共同研究などの充実によって、財政の安定化と人件

費の確保を進める必要が高まっている。 

 本研究所は、国内外の災害研究の中枢的拠点としての位置付けを明確に得るため、共同利用・共同研究拠点

の認定を受けることを一つの目標とし、平成 27 年度内の申請に向けて、公募型プロジェクトの提供、新研究

等整備に合わせての共同利用施設の整備、関連研究組織との意見交換などの準備を進めてきた。しかし、上述

した財源の不安定性の下で共同利用のために配分できる予算規模が確定できないことをかんがみ、国連防災世

界会議での成果と今後の方針を受け、本研究所は「災害統計グローバルセンター」等の活動を核として、国際

的な拠点としての活動に集中的に取り組むこととした。これにより、東北大学が目指すワールドクラスへの飛

躍とグローバルな研究発信に貢献できると考えているが、本研究所の使命を考えれば、引き続き共同利用・共

同研究拠点への申請準備を継続することが必要である。 
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表１ 災害科学国際研究所の研究成果（平成 26 年度）の概要 

 

学術論文 507編 

 単著・筆頭 135 

 共著 372 

著書 54冊 

 単著・筆頭 34 

 共著 20 

総説・解説 63編 

学会発表 784件 

 単独・筆頭 356 

 共同 428 

  うち基調講演・招待講演・特別講演 150 

特許 5件 

受賞 27件 

科研費（代表） 55件 

競争的資金 37件 

  

学術会議等の主催・共催・運営 90件 

学会・シンポジウム 60 

小中高・行政・企業との連携 2 

市民向け講演会・セミナー 18 

ボランティア活動・その他 10 

セミナー・講演等の主催・共催・運営 181件 

学会・シンポジウム 39 

小中高・行政・企業との連携 27 

市民向け講演会・セミナー 80 

ボランティア活動・その他 35 

セミナー・講演・講義等 340件 

公開講座・講演会・セミナー 276 

展示会 6 

 小中高との連携 44 

 ボランティア・その他 14 

 うち基調講演・招待講演・特別講演 28 
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表２ 平成 26 年度 研究成果への受賞リスト（27 件） 

（受賞者名は研究所所属教員のみ記載） 

受  賞  名 受 賞 者 授与日 

CyPos 賞受賞 千田 浩一 2014/4/10 

地域安全学会年間優秀論文賞（2013 年） 佐藤 翔輔 2014/5/16 

日本計算工学会論文賞「コンクリートの破壊力学に基づく等 寺田 賢二郎・加藤 準治 2014/5/20 

日本計算工学会川井メダル 寺田 賢二郎 2014/5/20 

日本都市計画学会論文賞 奥村 誠 2014/5/23 

日本建築学会賞 村尾 修 2014/5/30 

平成 25 年度建設工学研究奨励賞（個人） 呉 修一 2014/6/9 

ひらめき☆ときめき サイエンス推進賞 邑本 俊亮 2014/7/2 

日本災害食学会研究発表会最優秀賞 佐藤 翔輔 2014/7/12 

IACM Fellows Award 寺田 賢二郎 2014/7/21 

日本安全教育学会最優秀実践賞 桜井 愛子 2014/9/14 

若手優秀発表賞（都市計画部門） 杉安 和也 2014/10/6 

日本活断層学会若手優秀講演賞（一般研究発表の部） 岡田 真介 2014/10/18 

日本活断層学会若手優秀講演賞（ポスター発表の部） 石村 大輔 2014/10/18 

Excellence in Reviewing 三木 康宏 2014/11/00 

日本土木学会海岸工学論文奨励賞 福谷 陽 2014/11/13 

Outstanding Contribution in Reviewing サッパシー アナワット 2014/11/21 

国際 3D 先進映像協会ルミエール・ジャパン・アワード 2014
受賞で「作品賞ドキュメント/ライブ部門」 

今村 文彦・柴山 明寛 
サッパシー アナワット 
佐藤 翔輔 

2014/12/4 

2014 年度「PR アワードグランプリ」ソーシャル・コミュニ

ケーション部門優秀賞 
今村 文彦・佐藤 翔輔 
保田 真理 

2014/12/8 

地方創生に資する地域情報化大賞 「特別賞」 佐藤 翔輔 2015/1/27 

平成２６年度東北大学研究所連携プロジェクト研究成果 
報告会優秀ポスター発表賞 

佐藤 健・桜井 愛子 
2015/2/2 

BCAO アワード 2014  企業防災賞 佐藤 翔輔 2015/2/16 

BCAO アワード 2014  震災対応特別賞 佐藤 翔輔 2015/2/16 

En econocimento al trabajo cientifico desarrollado 奥村 誠 2015/2/26 

2014 年度日本地震学会論文賞 日野 亮太 2015/3/13 

Most Cited Paper Award 後藤 和久・菅原 大助 2014 

日本都市学会 論文賞 松本 行真ら 2014 
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表 3 IRIDeS による第３回国連防災世界会議関連活動 

 

１． パブリックフォーラム（会議形式） 

 タ イ ト ル （担当者、代表者） 
I RIDe S の 

関 与 形 態 

1 レジリエントな社会構築と防災教育・地域防災力の向上を目指して（桜井愛子） 主催 

2 
産学連携による最新の Virtual Reality 技術を活用した震災３Dアーカイブと防災教育（柴山

明寛） 
共催 

3 東日本大震災の災害ボランティア活動を振り返る（丸谷浩明） 後援、参加 

4 災害ロボットの社会実装（田所諭） 共同主催 

5 震災時のがん医療（伊藤潔） 協力、参加 

6 東南アジアにおける近年の大規模水災害から得られた教訓～命をいかに守るか～（呉修一） 主催 

7 東日本大震災の被災地域でのグローバル安全学リーダー人材の育成（地引泰人）  共催 

8 
住民主体の災害復興と大学の役割―東日本大震災の教訓と神戸・ アチェ・四川との比較（桜

井愛子） 
共催 

9 日本の災害への強さ―世界とその秘訣と挑戦に迫る―（今村文彦） 共催 

10 シミュレーション・センシング・G空間情報の融合による減災力の強化（越村俊一） 主催 

11 東北大学復興シンポジウム 東北大学からのメッセージ（今村文彦、奥村誠） 本部に参画 

12 災害時における支援調整の仕組みを考える（丸谷浩明） 参加 

13 ジオハザード軽減に向けた地球科学の人材育成： 防災国際ネットワーク構築（後藤和久） 主催 

14 
MORE (Resilience) for LESS (Risk): DRR Matters・上級パネルディスカッション（服部俊夫、

江川新一、サッパシーアナワット、保田真理） 
参加 

15 平成２６年度防災とボランティアのつどい（丸谷浩明） 後援、参加 

16 
気候変動による大規模自然災害～ビッグデータの活用によるリスクコミュニケーションへ

の展開～（イ ケリーン J.） 
主催 

17 台風・高潮・高波シミュレーション及びインフラ被害評価（ブリッカー ジェレミー） 主催 

18 
WMOマルチハザード早期警報システムとサービス提供に係る国際シンポジウム（奥村誠、

小野裕一、呉修一） 
後援、協力 

19 レジリエント・コミュニティ —私達の住まい，私達の地域，私達の復興—（村尾修） 主催 

20 
災害科学国際研究所地震津波リスク評価（東京海上日動）寄附研究部門－津波リスク研究

と防災啓発活動（福谷陽） 
主催 

21 
巨大災害におけるメンタルヘルスのしなやかさにむけた復興のありかた（富田博秋、江川

新一） 
共催 

22 
レジリエンス・ワークショップ～しなやかな防災・減災を実現する科学技術と社会実装～

（寺田賢二郎、奥村誠） 
主催 

23 「重層的な津波避難対策の展開」シンポジウム（安倍祥） 主催 

24 巨大災害からの復興 ～人、コミュニティと計画～（井内加奈子、マリ リズ） 主催 

25 企業と市民参加によるコミュニティ・レジリエンス構築（泉貴子）  主催 

26 巨大災害に対する保健医療の備え（江川新一、服部俊夫、浩日勒） 主催 
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27 日本の事業継続マネジメントの現状と今後～東日本大震災も踏まえて～（丸谷浩明） 共催 

28 風関連災害低減のための大規模施設の必要性と有効性（小野裕一） 後援、参加 

29 東北地域における産業・社会の復興（増田聡） 共催 

30 東日本大震災からの多重防御によるまちづくり 共催 

31 
東日本大震災 総合フォーラム 持続可能な開発のための教育を通じた防災・減災の展開～

より良い子どもたちの未来に向けて～（今村文彦） 
共催 

32 ESCAP/WMO 台風委員会セミナー（小野裕一） 参加 

33 災害教訓の伝承～アーカイブとメモリアルの役割とは～（柴山明寛・ボレー セバスチャン） 主催 

34 人々の健康を災害リスクから守る（江川新一） 参加 

35 第２回アジア太平洋地域における国連災害統計専門家会議（小野裕一） 参加 

36 東北内外の連携･相互協力による災害対応力強化に向けて（丸谷浩明） 後援、参加 

37 科学と実践的防災学〜防災における大学の役割とは〜（泉貴子） 主催 

38 被災地でのジオパークを考える〜大地の災いと恵み〜（久利美和、佐藤翔輔） 主催 

39 巨大化する自然災害に備える技術者の役割（サッパシー アナワット） 参加 

40 『生きる力』市民運動化プロジェクト推進のためのシンポジウム（今村文彦、佐藤翔輔） 主催 

41 災害とヒューマンセキュリティ（服部俊夫） 参加 

42 
平成 26 年度防災シンポジウム・第 10 回災害に強いコミュニティのための市民フォーラム

「災害に強いコミュニティを目指して」（佐藤健） 
共催 

 

 
２． パブリックフォーラム（展示形式） 

 タ イ ト ル （担当者、代表者） 関 与 形 態 

1 
3D ドキュメンタリー作品「大津波 3.11 未来への記憶」上映（サッパシー アナワット、智

片通博） 
主催 

2 
技術展示〜シミュレーション・センシング・G空間情報の融合による減災力の強化に向け

て〜（越村 俊一） 
主催 

3 
災害復興実践学の可能性：石巻市等における復興実践（小野田泰明、平野勝也、姥浦道生、

小林 徹平） 
主催 

4 世界における災害と被害軽減のための都市・建築空間（村尾修） 主催 

5 歴史遺産を未来へ〜災害から地域の歴史資料を守り伝える〜（佐藤大介） 主催 

6 地殻変動のリアルタイム検知で津波警報を高度化する（日野亮太、木戸元之） 主催 

7 東日本大震災 —過去と未来—（村尾修） 主催 

8 建築・空間・災害（村尾修） 本部に参画 

9 東北大学復興アクション～「東北復興・日本新生の先導」を目指して～ 本部に参画 

10 東北防災・復興パビリオン（小野田泰明、本江正茂る、柴山明寛） 本部に参画 

11 せんだい防災のひろば ―「結」プロジェクト 減災意識啓発活動紹介―（保田真理） 参加 
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３． パブリックフォーラム以外の活動（本体会議関連、公式／非公式関連イベント、連携等） 

 タ イ ト ル （担当者、代表者） 関 与 形 態 

1 多賀城市イベント「かたりつぎ」～朗読と音楽の夕べ～（柴山明寛） 主催 

2 
東日本大震災メモリアル 震災４周年シンポジウム＆3D映画「大津波 3.11 未来への記憶」

上映（今村文彦、越村俊一、伊藤潔） 
共同主催 

3 被災地イベント 福島沿岸スタディツアー 巡検、シンポジウム（松本行真）  共催 

4 Children & Youth Forum 共催 

5 
国連アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）事務局被災地訪問（小野裕一、サッパシーア

ナワット） 
協力 

6 
本体会議関連 Technical workshop on monitoring mechanism for Post-2015 Framework for 

DRR（小野裕一） 
参加 

7 防災シンポジウム in 仙台（佐藤翔輔） 参加 

8 災害統計グローバルセンター設置発表式（今村文彦、小野裕一）  共同主催 

9 
インドネシア国立シャークアラ大学総長招聘、神戸・アチェ・東日本大震災の教訓を共有

（桜井愛子）  
招聘、協力 

10 被災地イベント 陸前高田市シンポジウム（小野裕一） 協力 

11 
東北大学ディスカッションツアー③ 東北大学の貴重な歴史的資料を持つ付属図書館と世

界的災害科学拠点を巡る～世界的災害拠点の紹介～（村尾 修、森口 周二） 
主催 

12 第４回エコ・バイオフォーラム（服部俊夫、浩日勒） 主催 

13 
本体会議関連 国連防災世界会議ワーキングセッション「進捗の測定と報告～Measuring 

and Reporting Progress～」（小野裕一） 
参加 

14 国立台湾大学と部局間学術交流協定締結（今村文彦、小野裕一、呉修一） 主催 

15 被災地イベント 減災市民会議 見学会、ワークショップ（柴山明寛） 共催 

 

※上記リストは実施日時順。また、会議期間中だけでなく、直前・直後に実施された関連イベントも含む。 
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３ 組織運営活動 

 



（１）人員配置と業務分担 

A 教員等の配置・研究組織構成状況 

2015 年 3 月 31 日現在 

災害リスク研究部門 

分 野 名 職 名 氏    名 

地域地震災害研究分野 教 授 源栄 正人 

准 教 授 大野 晋 

助 教 王 欣 

技 術 補 佐 員 舩木 ひとみ 

津波工学研究分野 教 授 今村 文彦 

助 教 今井 健太郎 

助 手 保田 真理 

産学官連携研究員 山下 啓 

技 術 補 佐 員 佐藤 雅美 

技 術 補 佐 員 芳賀 弥生 

技 術 補 佐 員 橋本 茜 

災害ポテンシャル研究分野 教 授 真野 明 

准 教 授 有働 恵子 

准 教 授 坂巻 隆史 

助 教 呉 修一 

特別教育研究教員 武田 百合子 

技 術 補 佐 員 前橋 祐子 

技 術 補 佐 員 黒木 素子 

研 究 支 援 者 金沢 明子 

広域被害把握研究分野 教 授 越村 俊一 

教 授 佐藤 源之（兼務） 

助 教 MAS, Erick 

技 術 補 佐 員 豊田 和可子 

事 務 補 佐 員 萩生田 彩夏 

最適減災技術研究分野 教 授 五十子 幸樹 

助 教 鈴木 裕介 

技 術 補 佐 員 石野 友恵 

低頻度リスク評価研究分野 准 教 授 後藤 和久 

助 教 菅原 大助 

技 術 補 佐 員 本間 紫織 
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国際災害リスク研究分野 准 教 授 BRICKER, Jeremy David 

助 教 ROEBER, Volker 

技 術 補 佐 員 齋藤 緑 

 

人間・社会対応研究部門 

分 野 名 職 名 氏    名 

災害情報認知研究分野 教 授 邑本 俊亮 

准 教 授 杉浦 元亮（兼務） 

助 教 野内 類 

被災地支援研究分野 教 授 奥村 誠 

助 教 DAS, Rubel 

技 術 補 佐 員 平山 塔子 

歴史資料保存研究分野 准 教 授 佐藤 大介 

助 教 蝦名 裕一 

助 教 天野 真志 

特別教育研究教員 安田 容子 

防災社会システム研究分野 教 授 丸谷 浩明 

教 授 増田 聡（兼務） 

教 授 吉田 浩（兼務） 

准 教 授 馬奈木 俊介（兼務） 

技 術 補 佐 員 寅屋敷 哲也 

技 術 補 佐 員 五十嵐 綾子 

防災法制度研究分野 教 授 島田 明夫（兼務） 

災害文化研究分野 教 授 川島 秀一 

技 術 補 佐 員 今野 由美 

技 術 補 佐 員 鈴木 修 

技 術 補 佐 員 熊谷 成一 

防災社会国際比較研究分野 准 教 授 井内 加奈子 

助 教 MALY, Elizabeth Ann 

技 術 補 佐 員 今野 由美 

 

地域・都市再生研究部門 

分 野 名 職 名 氏    名 

都市再生計画技術分野 

 

教 授 石坂 公一 

准 教 授 姥浦 道生（兼務） 

助 教 花岡 和聖 

技 術 補 佐 員 須藤 靖子 
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除染科学研究分野 教 授 石井 慶造（兼務） 

教 授 高橋 信（兼務） 

地域安全工学研究分野 教 授 寺田 賢二郎 

准 教 授 森口 周二 

技 術 補 佐 員 芳賀 麻由美 

災害対応ロボティクス研究分野 教 授 田所 諭（兼務） 

国際防災戦略研究分野 教 授 村尾 修 

助 教 YI, Carine Joungyeon 

技 術 補 佐 員 加藤 園子 

技 術 補 佐 員 及川 由佳 

研 究 支 援 者 坂場 寛子 

 

災害理学研究部門 

分 野 名 職 名 氏    名 

海底地殻変動研究分野 

 

教 授 日野 亮太 

准 教 授 木戸 元之 

助 教 飯沼 卓史 

助 教 和田 育子 

地震ハザード研究分野 教 授 趙 大鵬（兼務） 

准 教 授 岡田 知己（兼務） 

助 教 内田 直希（兼務） 

火山ハザード研究分野 教 授 三浦 哲（兼務） 

准 教 授 山本 希（兼務） 

助 教 市來 雅啓（兼務） 

地盤災害研究分野 教 授 今泉 俊文（兼務） 

准 教 授 中村 教博（兼務） 

助 教 岡田 真介 

気象・海洋災害研究分野 教 授 岩崎 俊樹（兼務） 

准 教 授 山崎 剛（兼務） 

准 教 授 岩渕 弘信（兼務） 

宙空災害研究分野 教 授 小原 隆博（兼務） 

准 教 授 三澤 浩昭（兼務） 

助 教 土屋 史紀（兼務） 

国際巨大災害研究分野 教 授 遠田 晋次 

助 教 丹羽 雄一 

助 教 石村 大輔 

研 究 支 援 者 國分 園子 
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災害医学研究部門 

分 野 名 職 名 氏    名 

災害医療国際協力学分野 教 授 江川 新一 

助 教 佐々木 宏之 

技 術 補 佐 員 寺川 ひろえ 

災害感染症学分野 教 授 服部 俊夫 

准 教 授 芦野 有悟（兼務） 

助 教 浩 日勒 

派 遣 職 員 菊池 尚子 

派 遣 職 員 岩崎 紘子 

派 遣 職 員 千田 蓉 

災害放射線医学分野 教 授 千田 浩一 

教 授 細井 義夫（兼務） 

助 手 稲葉 洋平 

技 術 補 佐 員 鹿野 美紀 

災害精神医学分野 教 授 富田 博秋 

助 教 兪 志前 

助 教 笠原 好之 

特別教育研究教員 根本 晴美 

研 究 支 援 者 小野 千晶 

研 究 支 援 者 笘居 文葉 

研 究 支 援 者 菊地 淑恵 

研 究 支 援 者 中川 高 

研 究 支 援 者 岩間 智子 

災害産婦人科学分野 教 授 伊藤 潔 

講 師 三木 康宏 

助 教 齋藤 昌利（兼務） 

災害公衆衛生学分野 教 授 栗山 進一 

技 術 補 佐 員 佐々木 佳奈 

厚生科研費研究員 松原 博子 

事 務 補 佐 員 松岡 孝子 

事 務 補 佐 員 長谷川 紀子 

災害医療情報学分野 教 授 中山 雅晴 

技 術 補 佐 員 小林 幸恵 

技 術 補 佐 員 佐々木 燈子 

災害口腔科学分野 教 授 小坂 健（兼務） 

准 教 授 鈴木 敏彦（兼務） 
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情報管理・社会連携部門 

分 野 名 職 名 氏    名 

災害アーカイブ研究分野 教 授 今村 文彦（兼務） 

准 教 授 柴山 明寛 

助 教 佐藤 翔輔 

助 教 BORET, Sebastien 

技 術 補 佐 員 小野 円 

技 術 補 佐 員 佐々木 加代子 

技 術 補 佐 員 網田 早苗 

技 術 補 佐 員 後藤 さつき 

災害復興実践学分野 教 授 佐藤 健 

教 授 小野田 泰明（兼務） 

准 教 授 平野 勝也 

准 教 授 桜井 愛子 

准 教 授 本江 正茂（兼務） 

助 手 小林 徹平 

技 術 補 佐 員 笹木 和紀 

社会連携オフィス 教 授 小野 裕一 

特 任 准 教 授 泉 貴子 

助 教 池田 菜穂 

技 術 補 佐 員 山口 章子 

技 術 補 佐 員 阿部 智子 

技 術 補 佐 員 瀬戸 康子 

技 術 補 佐 員 佐藤 結子 

技 術 補 佐 員 荒川 美咲 

技 術 補 佐 員 佐野 緑 

技 術 補 佐 員 山田 亜紀子 

広報室 特 任 助 教 中鉢 奈津子 

技 術 補 佐 員 鈴木 通江 

 

寄附研究部門 

分 野 名 職 名 氏    名 

地震津波リスク評価 

（東京海上日動） 

寄附研究部門  

教 授 今村 文彦（兼務） 

准 教 授 SUPPASRI, Anawat 

助 手 安倍 祥 

助 手 福谷 陽 

助 手 保田 真理（兼務） 
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リーディング大学院   

 職 名 氏    名 

グローバル安全学トップリーダー

育成プログラム 

准 教 授 松本 行真 

講 師 久利 美和 

助 教 杉安 和也 

助 教 地引 泰人 

 

事務部 

係 名 職 名 氏    名 

事 務 長 阿部 昭 

総務係 係 長 菊地 綾子 

主 任 吉田 勇太 

事 務 補 佐 員 此原 奈緒 

事 務 補 佐 員 田中 菜津子 

事 務 補 佐 員 千葉 智子 

事 務 補 佐 員 伊藤 智栄子 

経理係 係 長 岡 裕一郎 

事 務 補 佐 員 木村 瑞希 

事 務 補 佐 員 井上 蓉子 

用度係 用 度 係 長 鈴木 祐利 

事 務 補 佐 員 玉手 理絵 

事 務 補 佐 員 郷古 昌代 

事 務 補 佐 員 竹林 茉由 

 専 門 職 員 滝沢 光拓 

事 務 補 佐 員 國分 美奈 
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課題番号 研究種目 研究課題名等 直接経費 間接経費 合計 部　　門　　名 分　　野　　名 職名 研究者

1 24116007 新学術領域研究
精神神経免疫相関が関与する精神疾患病
態のマイクロエンドフェノタイプの解明

11,600,000 3,480,000 15,080,000 災害医学研究部門 災害精神医学分野 教授 富 田 博 秋 H24 - H28

2 25242035 基盤研究(A)
リモートセンシングとソーシャルセンシング
の融合による被災地支援策の刷新

7,300,000 2,190,000 9,490,000 災害リスク研究部門 広域被害把握研究分野 教授 越 村 俊 一 H25 - H28

3 25242036 基盤研究(A)
東日本大震災復興システムのレジリアンス
と沿岸地域における津波に対する脆弱性

6,000,000 1,800,000 7,800,000 地域・都市再生研究部門 国際防災戦略研究分野 教授 村 尾 修 H25 - H29

4 25246043 基盤研究(A)
遡上津波と構造物の相互作用評価のため
のマルチスケール数値実験

12,000,000 3,600,000 15,600,000 地域・都市再生研究部門 地域安全工学研究分野 教授 寺 田 賢 二 郎 H25 - H27

5 26242033 基盤研究(A)
学際連携による三陸地方の古地震・古津
波の実態解明

11,500,000 3,450,000 14,950,000 災害リスク研究部門 津波工学研究分野 教授 今 村 文 彦 H26 - H28

6 26257506 基盤研究(A)
熱帯・災害感染症におけるマトリセルラー
蛋白質の臨床的意義に関する研究

8,500,000 2,550,000 11,050,000 災害医学研究部門 災害感染症学分野 教授 服 部 俊 夫 H26 - H29

7 23404019 基盤研究(B)
インド洋津波後の都市復興計画の検証と
地球温暖化によるアジア都市の津波リスク

2,100,000 630,000 2,730,000 地域・都市再生研究部門 国際防災戦略研究分野 教授 村 尾 修 H23 - H27

8 24300179 基盤研究(B)
患者放射線被曝情報の総合管理システム
の研究開発

1,900,000 570,000 2,470,000 災害医学研究部門 災害放射線医学分野 教授 千 田 浩 一 H24 - H27

9 24300226 基盤研究(B)
東日本大震災の経験に基づいた持続可能
なセーフ・スクールモデルの創造

2,800,000 840,000 3,640,000 情報管理・社会連携部門 災害復興実践学分野 教授 佐 藤 健 H24 - H27

10 24320114 基盤研究(B)
巨大災害に対応しうるネットワーク型歴史
資料保全システム構築のための実践的研

2,700,000 810,000 3,510,000 人間・社会対応研究部門 歴史資料保存研究分野 准教授 佐 藤 大 介 H24 - H28

11 24360220 基盤研究(B)
免震建築物制御用軸力制限機構付き回転
慣性マスダンパーの開発

4,500,000 1,350,000 5,850,000 災害リスク研究部門 最適減災技術研究分野 教授 五 十 子 幸 樹 H24 - H26

12 25289157 基盤研究(B)
人口減少下の持続的都市間交通ネット
ワーク計画論の確立

3,000,000 900,000 3,900,000 人間・社会対応研究部門 被災地支援研究分野 教授 奥 村 誠 H25 - H28

13 26289158 基盤研究(B)
2011年大津波による大規模侵食の機構解
明と効果的侵食対策の提案

4,600,000 1,380,000 5,980,000 災害リスク研究部門 災害ポテンシャル研究分野 教授 真 野 明 H26 - H28

14 26289187 基盤研究(B)
多点リアルタイム地震観測データを用いた
地震防災システムの実用化

6,100,000 1,830,000 7,930,000 災害リスク研究部門 地域地震災害研究分野 教授 源 栄 正 人 H26 - H28

15 26302007 基盤研究(B)
波源推定の高精度化に向けた島嶼部での
津波堆積物研究

4,600,000 1,380,000 5,980,000 災害リスク研究部門 低頻度リスク評価研究分野 准教授 後 藤 和 久 H26 - H28

16 24531171 基盤研究(C)
震災エピソードの教材化：認知心理学的ア
プローチ

700,000 210,000 910,000 人間・社会対応研究部門 災害情報認知研究分野 教授 邑 本 俊 亮 H24 - H27

17 24590442 基盤研究(C)
癌微小環境のおける間質線維細胞の組織
型による機能比較

1,100,000 330,000 1,430,000 災害医学研究部門 災害産婦人科学分野 講師 三 木 康 宏 H24 - H26

18 25350492 基盤研究(C)
津波痕跡高を用いた地震規模推定法の高
度化研究

1,000,000 300,000 1,300,000 災害リスク研究部門 津波工学研究分野 助教 今 井 健 太 郎 H25 - H27

19 25420515 基盤研究(C)
地形乱流場における飛砂メカニズムの解
明

1,300,000 390,000 1,690,000 災害リスク研究部門 災害ポテンシャル研究分野 准教授 有 働 恵 子 H25 - H27

20 25420621 基盤研究(C)
小地域データを活用した被災地支援方策
および想定大地震事前対策に関する研究

1,700,000 510,000 2,210,000 地域・都市再生研究部門 都市再生計画技術分野 教授 石 坂 公 一 H25 - H27

21 26420542 基盤研究(C)
超巨大地震に対応した次世代高精度地震
動評価式の開発

1,700,000 510,000 2,210,000 災害リスク研究部門 地域地震災害研究分野 准教授 大 野 晋 H26 - H28

22 26420597 基盤研究(C)
被災コミュニティの再定住政策と計画決定
過程の研究：アチェ・中部ジャワ地域事例

1,200,000 360,000 1,560,000 人間・社会対応研究部門 防災社会国際比較研究分野 准教授 井 内 加 奈 子 H26 - H28

23 26510002 基盤研究(C)
東日本大震災を踏まえた中小企業にも可
能な有効な災害時事業継続方策の研究

1,300,000 390,000 1,690,000 人間・社会対応研究部門 防災社会システム研究分野 教授 丸 谷 浩 明 H26 - H28

24 26510008 基盤研究(C)
持続発展可能な防災教育の推進に向けた
国際協力モデル構築に関する基礎的研究

1,300,000 390,000 1,690,000 情報管理・社会連携部門 災害復興実践学分野 准教授 櫻 井 愛 子 H26 - H28

25 24710176 若手研究(B)
被災自治体のおける防災・防犯コミュニティ
構築とローカルナレッジ形成に関する研究

900,000 270,000 1,170,000 リーディング大学院 准教授 松 本 行 真 H24 - H26

26 24710180 若手研究(B)
膨大なテキストデータを活用した被害対応
に資する小唄的な状況認識支援モデルの

1,200,000 360,000 1,560,000 情報管理・社会連携部門 災害アーカイブ研究分野 助教 佐 藤 翔 輔 H24 - H26

27 24720290 若手研究(B)
慶長十六年（一六一一）大地震・大津波の
新研究

800,000 240,000 1,040,000 人間・社会対応研究部門 歴史資料保存研究分野 助教 蝦 名 裕 一 H24 - H26

28 24791368 若手研究(B)
動物および外科標本を活用した消化器癌
の血管リンパ管新生と転位カスケードの解

1,000,000 300,000 1,300,000 災害医学研究部門 災害医療国際協力学分野 助教 佐 々 木 宏 之 H24 - H26

29 25820265 若手研究(B)
損傷を受けたコンクリート容器のγ線遮蔽
性能定量評価

1,300,000 390,000 1,690,000 災害リスク研究部門 最適減災技術研究分野 助教 鈴 木 裕 介 H25 - H26

30 25870062 若手研究(B)
津波堆積物を用いた日本海東縁の地震・
津波と日本海溝沿い巨大地震との関係の

1,800,000 540,000 2,340,000 災害リスク研究部門 低頻度リスク評価研究分野 助教 菅 原 大 助 H25 - H26

31 26750106 若手研究(B)
三陸海岸沿い沖積平野の掘削調査に基
づく第四紀地殻変動の復元と隆起・沈降要

2,000,000 600,000 2,600,000 災害理学研究部門 国際巨大災害研究分野 助教 丹 羽 雄 一 H26 - H27

32 26750112 若手研究(B)
災害警報と人間の主観的推定との相違性
に関する認知科学的研究

1,000,000 300,000 1,300,000 災害科学国際研究所 ＰＤ 行 場 絵 里 奈 H26 - H27

33 26750133 若手研究(B)
津波浸水域の建物被災度判定の自動化
に向けた被災度判定支援技術に関する研

1,200,000 360,000 1,560,000 情報管理・社会連携部門 災害アーカイブ研究分野 准教授 柴 山 明 寛 H26 - H28

34 26800230 若手研究(B)
沈み込み帯プレート境界の温度構造と滑り
様式：グローバル比較研究

1,300,000 390,000 1,690,000 災害理学研究部門 海底地殻変動研究分野 助教 和 田 育 子 H26 - H27

35 26820080 若手研究(B)
柔軟索状体の形状計測のための体内移動
型計測装置に関する研究

1,500,000 450,000 1,950,000 地域・都市再生研究部門 災害対応ロボテックス研究分野 助教 竹 内 栄 二 朗 H26 - H27

36 26820189 若手研究(B)
落石挙動予測解析の妥当性を保証する計
算条件の明示

1,200,000 360,000 1,560,000 地域・都市再生研究部門 地域安全工学研究分野 准教授 森 口 周 二 H26 - H28

37 26870044 若手研究(B)
ストレスに対する精神神経疾患発症脆弱性
におけるオキシトシンの機能的役割

1,500,000 450,000 1,950,000 災害医学研究部門 災害精神医学分野 助教 笠 原 好 之 H26 - H27

38 25871245 若手研究(B)
International Comparison of Post-Disaster
Transitional Housing

800,000 240,000 1,040,000 人間・社会対応研究部門 防災社会国際比較研究分野 助教 マリ・エリザベス H25 - H26

39 24650307 挑戦的萌芽研究
高磁場ＭＲＩによる心臓リハビリテーション
の心機能改善効果の非侵襲的定量評価

1,000,000 300,000 1,300,000 災害医学研究部門 災害放射線医学分野 教授 千 田 浩 一 H24 - H26

40 24651195 挑戦的萌芽研究
ＵＡＶによる大規模津波・洪水被災地の生
存者探索技術の開発

800,000 240,000 1,040,000 災害リスク研究部門 広域被害把握研究分野 教授 越 村 俊 一 H24 - H26

41 24656299 挑戦的萌芽研究
被災地支援額のための位置センシング
データ利用手法の開発

1,000,000 300,000 1,300,000 人間・社会対応研究部門 被災地支援研究分野 教授 奥 村 誠 H24 - H26

42 25630245 挑戦的萌芽研究
デジタルアースを用いた都市リスク変遷の
視覚化と災害対応建築空間アーカイブズ

900,000 270,000 1,170,000 地域・都市再生研究部門 国際防災戦略研究分野 教授 村 尾 修 H25 - H27

43 26630209 挑戦的萌芽研究
これからの材料開発に欠かせない材料ミク
ロ組織の仮想実験と最適化技術の新展開

1,400,000 420,000 1,820,000 地域・都市再生研究部門 地域安全工学研究分野 助教 加 藤 準 治 H26 - H28

44 26670711 挑戦的萌芽研究
閉経後の子宮体部類内膜腺癌はde novo
に発生し、周囲に内膜増殖症を形成す

1,200,000 360,000 1,560,000 災害医学研究部門 災害精神医学分野 教授 伊 藤 潔 H26 - H28

45 244610 特別研究員奨励費
認知情報処理特性を生かした新しい防災
教育法の提案と的確な災害対応能力の強

1,000,000 300,000 1,300,000 災害科学国際研究所 ＰＤ 行 場 絵 里 奈 H24 - H26
指導教員：
今村教授

46 245839 特別研究員奨励費
２０１１年東日本大震災の実態に基づいた
津波被災地の早期探索技術の開発

1,000,000 0 1,000,000 災害科学国際研究所 ＤＣ１ 郷 右 近 英 臣 H24 - H26
指導教員：
越村教授

47 256600 特別研究員奨励費 読みにおける潜在的音韻処理過程の検討 900,000 0 900,000 災害科学国際研究所 ＤＣ１ 新 国 佳 祐 H25 - H27
指導教員：
邑本教授

49 267122 特別研究員奨励費
広域津波被害の連鎖・複合性解明と国難
災害に備える減災策の立案

900,000 0 900,000 災害科学国際研究所 ＤＣ１ 林 里 美 H26 - H28
指導教員：
越村教授

50 268761 特別研究員奨励費
マルチスケール非線形破壊力学モデルと
多重化学物理連成解析手法の構築

1,000,000 0 1,000,000 災害科学国際研究所 ＤＣ２ 新 宅 勇 一 H26 - H27
指導教員：
寺田教授

51 265180 研究成果公開促進費 被災コミュニティの実相と変容 2,900,000 0 2,900,000 リーディング大学院 准教授 松 本 行 真 H26

52 26000002 特別推進研究
深海調査で迫るプレート境界浅部すべりの
謎～その過去・現在

150,500,000 45,150,000 195,650,000 災害理学研究部門 海底地殻変動研究分野 教授 日 野 亮 太 H26 - H30

53 26882001 研究活動スタート支援
三陸海岸の地形・地質情報に基づく第四
紀後期の地殻変動に関する情報の高精度

1,000,000 300,000 1,300,000 災害理学研究 国際巨大災害研究分野 助教 石 村 大 輔 H26

54 26・04370 特別研究員奨励費
ボリビア・アマゾンにおける将来の気候変
動と人為活動が洪水リスクに与える影響評
価

700,000 0 700,000 災害科学国際研究所 外国人特別研究員

（真野明)
Vladimir Moya
Quiroga
Gomez

H26

55 24・02702 特別研究員奨励費
東日本大震災復興における「死」を巡るポ
リティックス：記憶、宗教と国家

17,075 0 17,075 情報管理・社会連携部門 災害ｱｰｶｲﾌﾞ研究分野 助教
BORET

Sebastien
H24 - H26

284,217,075 83,040,000 367,257,075

C 平成26年度科学研究費補助金採択一覧表

平成27年3月末現在文科科研費

備　考

総　　　計
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(単位：千円）

区　分 研究課題名称 研究代表者 直接経費 間接経費 合計 備　　考

精神神経疾患のバイオマーカーの探索と臨床対応に関する研究 平成26年4月1日 ～ 平成26年3月31日 富 田 博 秋 1,000 0 1,000

気候変動と社会環境変化に対する水資源管理適応策の総合影響評価 平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日 奥 村 誠 2,200 660 2,860

ペルーにおける津波予測と被害軽減 平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日 越 村 俊 一 1,000 300 1,300

南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト 平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日 今 村 文 彦 15,364 1,536 16,900

地震・津波の予測精度の高度化に関する研究 平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日 今 村 文 彦 19,086 1,909 20,995

台風30号（ヨランダ）による強風・豪雨・高潮の複合災害の広域被
害把握とマッピング

平成26年4月9日 ～ 平成27年4月30日 越 村 俊 一 3,050 280 3,330

シールドトンネルの継手付近における腐食シミュレーションに関す
る研究

平成26年7月1日 ～ 平成27年3月20日 寺田賢二郎 385 115 500

津波痕跡データべースの高度化 平成26年7月17日 ～ 平成27年3月31日 今 村 文 彦 24,491 1,509 26,000

フィリピン台風30号の心理社会的側面への影響に関する実態調査 平成26年4月18日 ～ 平成27年3月31日 富 田 博 秋 2,800 200 3,000

津波堆積物データベースの整備 平成26年8月8日 ～ 平成27年3月20日 後 藤 和 久 15,463 1,160 16,623

構造物への作用波力評価手法の整備 平成26年9月30日 ～ 平成26年3月31日 越 村 俊 一 26,661 1,057 27,718

リアルタイム津波浸水・被害予測・災害情報配信による自治体の減
災力強化の実証事業

平成26年9月24日 ～ 平成26年3月31日 越 村 俊 一 144,436 14,444 158,880

大規模・高分解能数値シミュレーションの連携とデータ同化による
革新的地震・津波減災ビッグデータ解析基盤の創出

平成26年10月1日 ～ 平成28年3月31日 越 村 俊 一 3,500 1,050 4,550

レジリエントな防災・減災機能の強化 平成26年9月22日 ～ 平成27年3月31日 日 野 亮 太 49,000 7,350 56,350

レベルセット法を用いたトポロジー最適化の基礎技術の展開及びイ
ノベーションスタイルの実施体制構築と、設計技術、新構造技術の
最新動向の調査

平成26年10月2日 ～ 平成28年3月31日 寺田賢二郎 4,860 729 5,589

環境研究総合推進費　温暖化影響評価・適応政策に関する総合研究 平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日 有 働 恵 子 3,850 0 3,850

多剤耐性結核の分子疫学的解析、診断・治療法の開発に関する研究
多剤性結核に関るす研究

平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日 服 部 俊 夫 14,000 4,200 18,200

331,146 36,499 367,645

人獣共通感染症リサーチセンターにおける共同研究の推進 平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日 服 部 俊 夫 14,000 0 14,000

津波避難へ活用するための津波遡上の可視化 平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日 今 村 文 彦 860 122 982

Mg合金の双晶/転位相互作用の研究 平成23年3月1日 ～ 平成27年3月31日 寺田賢二郎 3,272 328 3,600

海底地殻変動観測技術の高度化に関する研究 平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日 日 野 亮 太 0 0 0 研究費を伴わない契約

東北沖海溝近傍での地殻変動、津波、地震共同観測 平成26年4月1日 ～ 平成31年3月31日 日 野 亮 太 0 0 0 研究費を伴わない契約

リアルタイム津波災害予測技術の研究開発 平成26年7月1日 ～ 平成27年3月31日 今 村 文 彦 1,785 215 2,000

環境省・子どもの健康環境に関する全国調査における血中アミノ酸
測定とその解析

平成23年9月1日 ～ 平成28年3月31日 栗 山 進 一 0 0 0 研究費を伴わない契約

国連防災世界会議のパブリックフォーラム及び防災復興に関する展
示内容の調査研究

平成26年10月1日 ～ 平成27年3月31日 小 野 裕 一 180 36 216

Wills Tsunami Risk Modeling 平成22年10月1日 ～ 平成27年9月30日 今 村 文 彦 6,104 646 6,750

津波・地殻変動観測ブイシステムの開発 平成24年11月5日 ～ 平成28年3月31日 木 戸 元 之 0 0 0 研究費を伴わない契約

26,201 1,347 27,548

論文博士号取得希望者に対する支援事業 平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日 越 村 俊 一 1,700 0 1,700

歴史的に繰り返す災害に対する都市の脆弱性と強靭化の日米比較研
究

平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日 ブリッカー
ジェレミー

3,235 324 3,559

外国人特別研究員（欧米短期） 平成26年3月28日 ～ 平成27年3月27日 石 坂 公 一 405 0 405

平成２６年度研究成果の社会還元・普及事業
（ことば・心・コミュニケーション）

平成26年5月16日 ～ 平成27年3月31日 邑 本 俊 亮 290 32 322

河北新報震災アーカイブシステム保守業務 平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日 柴 山 明 寛 1,000 0 1,000

東日本大震災アーカイブ（みちのく震録伝）を利活用した防災・減
災に係る社会技術開発

平成25年8月1日 ～ 平成27年3月31日 佐 藤 翔 輔 2,500 0 2,500

減災用品のストックに関するシステム・商品開発 平成26年4月1日 ～ 平成27年1月31日 保 田 真 理 180 20 200

みんなの防災手帳 平成26年11月28日 ～ 平成27年11月27日 今 村 文 彦 1,069 119 1,188

10,379 495 10,874

平成26年度研究大学強化促進事業 平成26年4月1日 ～ 平成27年3月31日 泉 貴 子 19,995 0 19,995

スーパーグローバル大学創成支援 平成26年10月1日 ～ 平成27年3月31日 今 村 文 彦 1,200 0 1,200

21,195 0 21,195

388,921 38,341 427,262

共同研究費

計

D 平成26年度外部資金受入状況

平成27年3月末現在

研究期間

受託研究費

計

受託事業費

計

その他補助金

計

                　合　　　　　計
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（単位:円）

No. 助成金名称 寄付者名 受入教員 備　考

1 放射線検査学研究助成金
東日本メディカルシステム株式会社
代表取締役　石井　喜幸

千田　浩一

1件

2 災害医学や災害感染症対策強化活動等への支援金
株式会社日本微生物研究所
代表取締役社長　　齋藤　哲郎

服部　俊夫

3 災害医学や災害感染症対策強化活動等への支援金
株式会社日本微生物研究所
代表取締役社長　　齋藤　哲郎

江川　新一

4 津波工学研究分野研究助成金
五洋建設株式会社
代表取締役社長　　村重　芳雄

今村　文彦

5 CAEに関する研究助成金
株式会社ブリヂストン
代表取締役CEO　　津谷　正明

寺田賢二郎

4件

6 CAEに関する研究助成金
Andre Edelhoff, Director(R&E Partnerships),
APRU Secretariat 泉　貴子

1件

7 平成26年度国土地理協会学術研究助成
公益財団法人国土地理協会
会長　　鶴田　定巳

丹羽　雄一

1件

8 漁港漁業漁村総合研究助成金
一般財団法人漁港漁場漁村総合研究所
理事長　影山智将

坂巻　隆史

9 シトリン欠損症の早期発見と対処に資する調査事業 栗山　進一 栗山　進一

2件

10 CAEに関する研究助成金
特定非営利活動法人非線形CAE協会
理事長　寺田賢二郎

寺田　賢二郎

11 津波工学研究分野研究助成金
株式会社東京建設コンサルタント
代表取締役　　大村　善雄

今村　文彦

12 シトリン欠損症の早期発見と対処に資する調査事業 栗山　進一 栗山　進一

13 津波工学研究分野研究助成金
東洋建設株式会社
代表取締役社長　　武澤　恭司

今村　文彦

4件

14 津波工学研究分野研究助成金
日本工営株式会社中央研究所
所長　田中　弘

今村　文彦

1件

15 津波工学研究分野研究助成金
日本データーサービス株式会社
代表取締役　石原　智樹

今村　文彦

16 免震・制振構造構造の最適設計研究助成
公益財団法人ＬＩＸＩＬ住生活財団
理事長　　潮田　洋一郎

五十子　幸樹

17 津波工学研究分野研究助成金
大成建設株式会社
執行役員技術センター長　松井　達彦

今村　文彦

3件

１０　月　計

１１　月　計

１２　月　計

７　月　計

８　月　計

受入総額：５０，６７６，８４６円

○研究助成金

E　平成２６年度　寄附金の受入状況について

４　月　計

５　月　計

６　月　計
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No. 助成金名称 寄付者名 受入教員 備　考

18 防災教育研究助成金
自然災害研究協議会東北地区部会
部会長　松澤暢

佐藤　健

19 学術研究集会助成金
一般財団法人青葉工学振興会
理事長　根元義章

村尾　修

20 応用水理学に関する研究助成金
八千代エンジニヤリング株式会社
代表取締役社長　　花岡　憲男

真野　明

21 災害アーカイブ研究助成金
積水ハウス株式会社
コーポレート・コミュニケーション部
CSR室長　　広瀬　雄樹

柴山　明寛

4件

22 防災教育の普及・推進・高度化に関わる研究・実践 桜井　愛子 桜井　愛子

23 建築物の減災技術開発に関する研究
東京鉄鋼株式会社
代表取締役社長　　吉原　毎文

鈴木　裕介

24 災害医療情報学研究助成金
武田薬品工業株式会社
コーポレート・コミュニケーション部
部長　　平手　晴彦

中山　雅晴

25 放射線検査学研究助成金
トーレック株式会社
代表取締役　　佐藤　公悦

千田　浩一

26 災害アーカイブ研究助成金
株式会社藤商事
代表取締役　藤﨑　敏夫

柴山　明寛

27 地域安全工学研究分野
クリスティ・デジタル・システムズ日本支社
支社長　　半澤　衛

寺田　賢二郎

28 CAEに関する研究助成金
株式会社メカニカルデザイン
代表取締役　小林　卓哉

寺田　賢二郎

7件

29 免震・制振構造構造の最適設計研究助成
公益財団法人大林財団
理事長　大林　剛郎

五十子　幸樹

30 防災キャンププログラム開発に関する研究助成
株式会社スノーピーク
代表取締役社長　　山井　太

村尾　修

31 防災教育研究助成金
一般社団法人防災教育普及協会
会長　平田直

佐藤　健

3件

31件

○寄附部門 （単位:円）

No. 助成金名称 寄付者名 件数 備　考

1 地震津波リスク評価（東京海上日動）
寄附研究部門

東京日動海上 １件
※本部で受入
H25年度分

３　月　計

総　　　　計

１　月　計

２　月　計
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４ 研究活動 

（１）研究部門・研究分野の研究活動 
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;G�H�E�$����: Tomography of source areas of 26 crustal earthquakes (M 6.0–7.2) in Tohoku during 

1894 to 2014 shows that prominent low-velocity and high Poisson’s ratio anomalies exist in the crust and mantle wedge 

under the source areas, indicating that earthquake generation is closely related to subduction dynamics and physical and 

chemical properties of rocks in the crust and mantle. Arc magma and fluids play an important role in the seismogenesis. 

 

���I���$JK: After the great 2011 Tohoku earthquake (Mw 9.0), the seismicity in the overriding plate 

changed. The seismicity appears to form distinct belts, and we observed temporal expansion of the focal areas, which is 

attributed to fluid diffusion. We could detect the area from which fluid migrates as a seismic low-velocity area. Our results 

suggest that fluid pressure changes are responsible for the belts of seismicity. 

 

�8�L���MNJK: We examined the temporal size variation of repeating earthquakes related to the 2011 Tohoku 

earthquake for the period from July 1984 to December 2011. The repeaters (M 2.5–6.1) show post-seismic magnitude 

increases for most sequences in and around the M9 source region, suggesting that an aseismic-to-seismic transition 

occurred in the region surrounding the pre-M9 repeaters and is most likely related to the fast loading of the repeaters. 
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４ 研究活動 

（２）特定プロジェクト研究 

 



2014年度 特定プロジェクト研究報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【研究の概要】地震・津波・風水害・土砂災害などの自然災害の発生直後に実施する調査や解析の結果を効果的

に可視化し、それを国内外に発信するための地図作成チーム（マッピングチーム）を創成し、災害科学国際研究

所の調査研究活動の発信力を高めることを目的とする。他機関が公開・運用しているマッピングシステムのレビ

ューを踏まえ、WMS（Web Mapping Service）配信を前提とした災害研独自のマッピングシステムを構築する。 

研究課題名 広域被害把握・調査・解析に基づく被災地状況マッピングチームの創成 種目 
拠点

A 

研究代表者 越村 俊一 職名 教授 

部   門 災害リスク研究部門 分野 広域被害把握研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

越村俊一・Erick Mas・広域被害把握研究分野、村尾 修・Carine Yi・国際防災戦略研究分野、江川新一・災害医

療国際協力学分野、花岡和聖・都市再生計画技術分野、佐藤翔輔・災害アーカイブ研究分野、呉 修一・災害ポ

テンシャル研究分野 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 4,250,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】フィリピンの高潮・強風被害のマッピングについて、ISI 登録の査読付き国際

ジャーナル掲載を含む 4 件を公表した。ドイツ航空宇宙センターとの共同研究で、合成開口レーダーを用いた津

波被災地の建物被害把握に関する論文が、IEEE Geoscience and Remote Sensing Society のトップジャーナルである

Geoscience and Remote Sensing Letters に掲載された。マッピングサーバの基本設計を完了し、3 月中にコンテンツ

を掲載することができた。2015 年 3 月の国連防災世界会議のパブリックフォーラムを開催した。 

【図表】 

 

合成開口レーダによる建物被害マッピングの評価．赤が流失、オレンジが大破、

青が中波以下（A：現地調査、B：推定）。ドイツ航空宇宙センターとの共同研

究により実施し、IEEEのトップジャーナルに掲載（Gokon et al., 2015）。 

 

タクロバンの建物被害マッピング結果 

（Mas et al., 2014） 
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【研究の概要】 

本研究は、東北地方および東南アジアにおける豪雨・台風災害に関して、実践防災学的観点から、文理融合の学

際的な調査・解析を実施することで、災害の詳細な情報を集め、災害をもたらした現象を数値計算や現地収集デー

タ・情報を用い学術的に高度な解析を行い、災害発生メカニズム・被害拡大要因を明確にすることである。対象は

東北地方およびタイ、インドネシア、フィリピンである。 

研究課題名 日本・東南アジアの豪雨・台風被害の減災に向けた実践防災学的アプローチ 種目 
拠点 

A 

研究代表者 呉 修一 職名 助教 

部   門 災害リスク研究部門 分野 災害ポテンシャル研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

呉修一（災害ポテンシャル）、越村俊一、エリック マス（広域被害把握研究）、ブリッカー ジェレミー、ボルカー ローバー（国際災害リス

ク研究分野）、サッパシー アナワット、福谷陽（地震津波リスク寄附研究部門）、久利美和（社会連携オフィス）、野内類（災害情報認知研究

分野）、イ ケリーン（国際防災戦略研究分野）、小森大輔（東北大学大学院環境科学研究科）、吉岡真由美（東北大学理学研究科）、手計太一

（富山県立大学工学部）、宮本守（土木研究所 ICHARM）、Mohammad Farid （バンドン工科大学）、Maritess Quimpo（DPWH） 

 

期    間 例) 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 4055000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

インドネシア・ジャカルタを対象とした洪水氾濫解析モデルを構築・適用し、洪水のメカニズムを明らかにした。

また、2015 年 2 月に発生した洪水に対しても迅速にモデルを適用し、その結果はジャカルタ政府に提供されてい

る。タイ・チャオプラヤ川流域を対象とした大ダム貯水池の操作ルールに関して治水・利水に最も適した操作方

法を開発した。本手法は国内外で高く評価されており、タイ王立灌漑局で導入が検討されている。 

【図表】 

    

タイ・プミポンダムで

の新しい貯水池操作

ルールを適用した場

合(Case3：緑色)，長期

にわたり渇水と洪水

を回避できる。 

インドネシア・ジャカルタを対象とした内

水・外水氾濫計算モデルを開発した。これに

より、洪水メカニズムの解明や今後の各種

対策の定量評価が可能となった。2015 年 2

月に発生した洪水は即時に計算されその結

果はジャカルタ政府に提供されている。 
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【研究の概要】3.11 震災被災者の意見から抽出した、災害における危機回避・困難克服に有利に働く性格・

考え方・習慣（生きる力）の８つの因子について、知覚・認知・判断過程のモデルを作成する。これを実証

するための計測技術・実験環境を開発し、脳活動計測実験を実施する。その上でこの成果を防災・減災・復

興のプロトコールに還元する研究計画を模索する。 

研究課題名 災害を生きる力とは？―８因子の認知脳科学的分析 種目 
拠点 

A 

研究代表者 杉浦元亮 職名 准教授（兼） 

部   門 人間・社会対応研究部門 分野 災害情報認知研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

杉浦元亮・邑本俊亮・野内類（災害情報認知研究分野）、佐藤翔輔（災害アーカイブ研究分野）、今村文彦（津波

工学研究分野）、阿部恒之（東北大学）、本多明生（山梨英和大学）、山口浩・佐々木誠（岩手大学） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 4,250,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】８つの生きる力因子についてメンバー・外部専門家の議論・調査を経て、

知覚・認知・判断過程の暫定モデルの提案に至った。これに基づいてその神経基盤を解明する機能的 MRI 実

験に着手し、「問題に対応する力」について予備的知見を得た。８つの生きる力質問紙を災害教育・災害対

応トレーニングの効果判定に活用する試みを３つの宿泊プログラム（各参加者 20-30 名程度、仙台１回・東

京２回）で実施し、好感触を得た。 

【図表】 
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【研究の概要】 

本研究計画は、1)様々な災害場面に関連するゲーム・ブックの開発、2)日本国内でのゲーム・ブックを用

いた災害教育の実践、3)ゲーム・ブックを用いた災害教育の国際応用を行い、【どこでも】・【だれでも】・【た

のしく】できる実践的防災学を展開することが目的である。 

研究課題名 
ゲームを用いた災害教育の開発とその国際応用 

－どこでも・だれでも・たのしくできる実践的防災学の展開－ 

種目 
拠点 

A 

研究代表者 野内類 職名 助教 

部   門 人間・社会対応部門 分野 災害情報認知研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

邑本俊亮、杉浦元亮 (災害情報認知研究)、今村文彦、 保田真理(津波工学)、 サッパシー・アナワット(地震津波

リスク評価) 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 3,120,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

H26 年度の特定研究プロジェクトを受け、1)新たに洪水版と地震版の災害教育ゲームを作成し(ゲーム・ブ

ックと災害行動イメージクイズ)、2)日本国内の小学生(約 300 人)・大学生(約 60 人)・高齢者(約 100 人)

を対象に実証研究を行った(図 1 左上)。さらに、3)タイとアメリカの 2 か国の約 300 人の小学生・中学生・

高校生を対象に災害教育の国際展開を行った。 

【図表】 

 

図 1：①作成したゲーム・ブック、②日本と海外での災害教育の様子(右上)、 

②ゲームを使った災害教育前後の災害対応力の変化(右下) 
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【研究の概要】 

ニュージーランド・ヒクランギ沈み込み帯のプレート境界断層浅部で繰り返し発生する非地震性すべりイベ
ント（SSE）の活動度の理解を目的として海底圧力計による海底上下変動連続観測を継続するとともに、SSE

で開放されるすべりと、常時蓄積されるすべり欠損との収支を明らかにするための GPS/音響結合式海底地
殻変動観測に着手した。 

 

研究課題名 ニュージーランド・ヒクランギ沈み込み帯のプレート間相対運動の収支 種目 
拠点

A 

研究代表者 日野亮太 職名 教授 

部   門 災害理学研究部門 分野 海底地殻変動研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

日野亮太・木戸元之・飯沼卓史・東龍介・和田育子（海底地殻変動研究分野）・岡田知己（地震ハザード研究分野）・

伊藤喜宏（京都大学）・望月公廣・小原一成（東京大学）・Laura Wallece（テキサス大）・Stuart Henrys・Stephern 

Banister・Bill Fry（GNS科学研究所） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 4,250,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

平成 25年度に設置した海底圧力計を回収し、得られた連続データを解析することによって、同年７月に発
生した SSEに伴う海底上下変動を捉えることに成功した。この SSEは共同研究者がニュージーランド北島
で展開している GNSS 観測網によっても捉えられており、併合解析することにより発生域を特定するため
の解析を継続して行っている。従来、同地域の SSE の発生域の解析は陸上観測データにのみ依存していた
が、今回は海底観測データを加えることにより、詳細な議論が可能になるものと期待できる。 

【図表】 
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【研究の概要】 

超巨大地震繰り返しモデル構築を目的として、東北地方太平洋沿岸域に分布する海成段丘や沖積平野において

地形・地質調査を実施し、段丘や潮間帯堆積物の分布高度と年代から長期間(過去数千～十万年間)の地殻変動を復

元する。得られた長期地殻変動データを測地観測で既知の短期(数十～百年間)の地殻変動と比較検討し、プレート

沈み込みに関係する地殻変動メカニズムの実態に迫る。 

研究課題名 
東北地方太平洋沿岸域における段丘・埋没地形の分布高度・編年に基づく 

長期地殻変動の復元と巨大海溝型地震にともなう歪みの蓄積・解放過程の解明 
種目 

拠点

A 

研究代表者 丹羽雄一 職名 助教 

部   門 災害理学研究部門 分野 国際巨大災害研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

丹羽雄一・遠田晋次・石村大輔(国際巨大災害研究分野) 

須貝俊彦(東京大学大学院新領域創成科学研究科) 

白井正明(首都大学東京都市環境科学研究科) 

期   間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 4,250,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

 三陸海岸南部に位置する陸前高田平野で行ったボーリング調査によって認定した約 1万年前の潮間帯堆積物の

高度から、当地域では過去 1万年間沈降が卓越していることを明らかにした。これは従来言われていた三陸海岸

一帯が長期的に隆起しているという見解とは異なる新知見であり、超巨大地震の繰り返しメカニズムを解明する

上で、三陸海岸南部を中心に長期地殻変動を見直す必要性を指摘することができた。 

【図表】 

 

テクトニックな変動を考慮

しない相対的海水準の

理論値との比較

↓

9,000年前の相対的海水準

の推定値は理論値よりも
低い

↓

過去1万年間、沈降卓越

陸上河川

潮汐河川～
干潟

内湾～デルタ

陸上泥湿地
RT1コア

陸前高田平野
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【研究の概要】 

本研究は①災害に強い医療・保健・福祉供給体制を確立するための兵庫行動枠組み見直しにむけたワシントン

国際シンポジウムの開催と世界防災会議への反映、②医療・保健対応者の標準化した行動対応を可能にするため

のマニュアル標準化、③病院受援力を含めた病院 BCP の開発と体制整備という３つの柱により、災害における保

健・医療・福祉の対応について国内外の防災枠組と他分野との連携を強化する。 

研究課題名 災害に強い保健・医療供給体制に関する連携研究 種目 
拠点

A 

研究代表者 江川新一 職名 教授 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害医療国際協力学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

江川新一、佐々木宏之（災害医療国際協力学）、伊藤潔（災害産婦人科学）、服部俊夫（災害感染症学）、富田博秋（災害精神医学）、細井義夫（災害放射線医学）、

中山雅晴（災害医療情報学）、栗山進一（災害公衆衛生学）、千田浩一（災害放射線医学）、小坂健（災害口腔科学）、石井正、中川敦寛、工藤大介、古川宗（東北

大学病院）、上原鳴夫、小井土雄一、甲斐達朗、大友康裕、中瀬克己、石井美恵子、坂元昇（日本集団災害医学会）、菅原 準一（東北メディカルメガバンク）、

Arturo Pesigan、Jonathan Abrahams (WHO)、Carmencita Banatin (DOH, Philippines)、Anthony Redmond (Manchester 大学)、Abdul Radjak (Thamlin 大学)、Terje Skavdal 
(UN OCHA)、Virginia Murray (UN-ISDR)、金谷泰宏（国立保健医療科学院）、高田洋介（人と防災未来センター） 

期間（西暦） 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経費 425 万円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

2014 年 5 月にワシントン DC で災害保健医療に関する国際シンポジウムを開催し、保健医療専門家のコンセンサ

スを形成。国内外に広く口頭や論文で発信し、WHO、UN-ISDR と協働して仙台防災枠組に健康を中心に据えた

防災の概念が盛り込まれた。知のフォーラムにおいて保健医療の分科会を主催し、保健医療に関する標準化ツー

ルの概念を醸成した。病院 BCP の作成とアクションプランに基づく総合防災訓練の実施が可能になった。 

【図表】兵庫行動枠組で健康がほとんど含まれていない現状を踏まえてワシントン DC で国際シンポジウム開催 

クラスター間の相互理解が不十分！ 

 

 

 

 

 

 

全てのハザードに対応できるように、全てのクラスターが

人々の精神と身体の健康を中心に協力する防災体制の構築

が必要：仙台防災枠組 2015-2030 に“健康”が 34 か所盛り込ま

れ、バイオハザードや、災害を生き延びたあとの保健・医療

ニーズが変化していることを的確にとらえ、早期に精神と身

体の健康を取り戻すための方策が求められている。持続可能

な開発や防災の枠組みに、地域社会において災害医療・病院

BCP を含む備えと教育、普段からの健康水準の向上が不可欠

であることが組み入れられた。 

すべての保健医療従事者

災害医療従事者

他のクラスター
関係者

?

???

???

メンタルヘルス
従事者

1. 災害時における保健・医療の行動枠組みや政策への提言 
2. 災害で特殊な支援を必要とする人々への備え 
3. メンタルヘルスと地域社会 
4. 保健医療のインフラとロジスティックス 
5. エビデンスに基づいた教育と訓練プログラム 
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【研究の概要】 

災害が、精神・認知・身体面の反応の各指標から災害ストレス反応の状態を客観的に評価するために有益な情報

の集積を行うとともに、被災住民を対象とする健康調査結果の解析や医療機関・行政機関を対象とする調査を行

い、精神医療保健機関の防災・減災・災害対応の体制向上に必要な要因の特定、復興行政がメンタルヘルス向上

に有効であるための要因の特定を行った。 

研究課題名 エビデンスに基づいた災害精神医学の確立 種目 
拠点

A 

研究代表者 富田 博秋 職名 教授 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害精神医学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

富田博秋、兪志前、笠原好之、根本晴美（災害精神医学分野）、今村 文彦、柴山 明寛、佐藤 翔輔（災害ｱｰｶｲﾌﾞ

研究分野）、村尾修、ｲ･ｹﾘｰﾝ･ﾁｮﾝﾖﾝ（国際防災戦略研究分野） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 5,000,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

従来客観的に捉えることができなかった災害ストレスの心身への反応を自律神経系評価指標で定量することの妥

当性を示すデータを集積するとともに、唾液・血液中の指標物質の候補となる指標物質を特定した。また、東日

本大震災による被災と復興過程に関する調査結果の分析から、精神医療保健機関、行政機関、市民が如何にメン

タルヘルスの観点から災害に備えるかについて有益な情報を抽出し、専門家や市民に向けた情報発信を行った。 

【図表】 
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【研究の概要】被災地の女性の健康維持のため、がん検診受診率の回復は急務である。だが震災後、被災地の子

宮がん検診受診率は大幅に低下した。この回復手段として最新の検査：HPV 併用検診を導入し、受診率の回復・

向上とがん発見率引き上げが可能かを検証する。また震災後、健康に影響する生活習慣や症状の変化を検証する。

さらに災害後にストレスや環境変化で起こり得る病気の性向を分子生物的に分析し、その予測と予防策を構築す

る

研究課題名 
被災地の女性が健康を維持するために：子宮がん検診受診率回復への方策と、災

害後起こり得る女性疾患の検証 
種目 

拠点 

A 

研究代表者 伊藤 潔 職名 教授 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害産婦人科学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

伊藤 潔、三木康宏（災害産婦人科）、鈴木 貴（東北大学医学部病理検査学分野）、笹野公伸（東北大学医学部病

理診断学分野）、田勢 亨（宮城県立がんセンター婦人科） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 4,250,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】被災地の一部の地域で、HPV (Human Papilloma Virus) 併用検診を導入するこ

とで、受診率の回復・向上とがん発見率の引き上げが可能であることが実証された。また、災害などによるスト

レスが子宮体がんに及ぼす影響を解析し、がん組織局所においてストレス関連ホルモン因子レセプター

(corticotropin-releasing hormone receptor 1:CRHR-1)が発現している方は、再発・死亡リスクが有意に高くなること

を明らかとし、論文として公表した(Int J Gynecol Cancer 2014)。 

【図表】 
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【研究の概要】 

みちのく震録伝では、震災後から約 35万点の震災記録の収集を行い、震災記録の整理・公開を目的としたアー

カイブシステムの構築を行ってきた。しかしながら、アーカイブシステムとの直接的な連携ができていない問題

があった。そこで、真の連携を実現するために新たな API 開発をし、35万点の震災記録を直接利用できる「震災

アーカイブ利活用基盤システムの構築」を実施する。 

研究課題名 「みちのく震録伝」の震災アーカイブ利活用基盤システムの構築と実践 種目 
拠点

A 

研究代表者 柴山明寛 職名 准教授 

部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害アーカイブ研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

佐藤 翔輔、今村 文彦（災害アーカイブ研究分野）、みちのく震録伝賛同協力機関 

（約 120 機関、例えば、JST、株式会社 DNP 東北、凸版印刷株式会社、ｷｬﾉﾝﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ、アジア航測株式

会社、国際興業株式会社、朝日システム株式会社、日本 IBM、日本総合システム等） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 4,500,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

 研究成果として、OpenSearch 開発をし、幅広い検索に対応及び記録の取得が可能になり、別事業で開発した

アプリとの連携も可能になった。震災記録の公開件数の 2万点強の拡充と「たがじょう見聞憶」の約 3万点が検

索可能になった。また、アーカイブシンポジウムの開催、国連防災世界会議でのパブリックフォーラムを開催し

た。本成果によって、震災記録の利活用の促進に繋がるとともに、今後の防災・減災活動の促進に繋がる。 

【図表】 
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2015 年 1 月 11 日東日本大震災アーカイブシンポジウム 

2015 年 3 月 16 日国連防災世界会議パブリックフォーラム 

 災害教訓の伝承～アーカイブとメモリアルの役割とは～ 
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【研究の概要】 

 東日本大震災は地域に壊滅的な被害を与えたが、研究のみならず復興のための実効的支援が求められてい

る。本研究は、石巻市全域において地域の復興・再構築実務に深く関わりながら、既往研究成果を反映した科

学的復興の実現、質の高い空間の再・創生のためのデザインとその執行方法の開発、効果的事業・規制・誘導

の実現における課題の発見と対応策の提示、そしてそれら知見の研究への還元を目的としている。 

研究課題名 石巻市(市街地部)の再・創生のための研究及び実践活動 種目 
拠点

A 

研究代表者 小野田泰明 職名 教授 

部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害復興実践学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

小野田泰明、佐藤健、平野勝也、本江正茂、今井健太郎、小林徹平(災害復興実践学分野) 

姥浦道生(都市再生計画技術分野) 

佃悠(東北大学)、北原啓司(弘前大学)、野原卓(横浜国立大学) 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 4,250,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

発災以降、画期的な本プロジェクトの継続により、フィールドである石巻市の復興行政の中に中核的に位

置付けられ、かなりの影響力を及ぼすことが出来ている。具体的事業が立上る H26-28 年度は非常に重要な時

期と言える。中心市街地での再開発計画、新橋梁、新公共施設に関する行政案に代替案を作成し、重要な部

分で実装されている。これまで蓄積した知見を基に計画した石巻市復興まちづくり情報交流館は、国連防災

世界会議に合わせて竣工し、期間内に 1000 名以上の来場を得るなど大きな成果をあげている。 

【図表】 
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【研究の概要】 

国連を中心とした国際機関におけるマルチの防災政策と活動を把握し、研究所の実践的防災学の成果（特

に東日本大震災から得た教訓に基づいて）をブレンドし、日本政府や関連の研究機関と連携しながら、国連

などの国際機関が行う国際防災政策に積極的に反映させ、世界の防災・減災活動に寄与・貢献することを目

指す。特に今年度は、２０１５年３月に仙台開催の国連防災世界会議に照準を合わせて戦略を練る。 

研究課題名 研究所の実践的防災学の知見を国際防災政策に反映させるための研究 種目 
拠点 

A 

研究代表者 小野 裕一 職名 教授 

部   門 情報管理・社会連携部門 分野 社会連携オフィス 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

村尾 修・イ ケリーン（国際防災戦略研究分野）、江川 新一（災害医療国際協力学分野）、井内 加奈子（防災社

会国際比較研究分野）、泉 貴子・池田 菜穂（社会連携オフィス）、サッパシー アナワット・福谷 陽（地震津波

リスク（東京海上日動）寄附研究部門）、保田 真理（津波工学研究分野） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 4,250,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

国連防災世界会議のプロセスを通して、１）東日本大震災の教訓からの提言の発信、２）仙台防災枠組交渉

へのインプット、３）会議期間中のシンポジウムや展示を通しての実践的防災学の成果の発信の支援、４）

会議後を見据えた「災害統計国際センターの発足」・「世界防災フォーラム構想の発表」を行い、日本政府や

関連の研究機関と連携しながら、世界の防災・減災活動の枠組み作りに寄与・貢献することができた。 

【図表】 
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【研究の概要】 

東日本大震災で大破となり、東北大学青葉山キャンパスで新設された免震建物に対して、平成 25 年に導入され

た機動的弱震・強震観測装置を用いて常時微動観測および人力加振を行い、竣工時の振動特性（固有振動数、減

衰定数、立体振動モード、地盤から建物基礎への入力損失、建物内増幅特性など）を把握した。 

研究課題名 微動観測による青葉山免震新設建物群の地盤－構造物振動特性評価 種目 
拠点

B 

研究代表者 大野 晋 職名 准教授 

部   門 災害リスク研究部門 分野 地域地震災害研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

大野晋、源栄正人、王欣（地域地震災害）、古川幸（工学研究科）、三辻和弥（山形大学地域教育学部） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

東北大学工学部マテリアル・開発系総合研究棟、電子情報システム・応物系 1 号館、災害科学国際研究所棟を

対象に計測を行った。建物卓越振動数、減衰定数を把握するとともに、L字平面である災害研新棟て� はねじれも

卓越すること、入力損失は地盤が比較的良好な災害研に比べて、工学部２棟の方が大きいことが分かった。これ

らの結果は別途導入する地震ヘルスモニタリングシステムへの応用を予定している。 

【図表】                  振動モード（東西並進１次） 

 

                                    振動モード（ねじれ１次） 
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                         周波数(Hz) 

     計測点と振動波形の例    常時微動から求めた建物内増幅率    測定機器 

災害科学国際研究所棟での測定例 
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【研究の概要】 

本研究では、超高層ビルの各層における残存耐震性能を適切に評価するため、波動干渉理論に基づく逆重畳

法により振動モードがせん断モードだけではなく、曲げ振動やねじれ振動も著しく、より複雑な振動モード

を有する超高層ビルへの適用性を明確し、曲げ振動とねじれ振動はせん断波速度の抽出への影響も定量評価

する。 

研究課題名 超高層ビルの層間せん断波速度の抽出及びヘルスモニタリングへの適用 種目 
拠点

B 

研究代表者 王欣  職名 助教 

部   門 災害リスク研究部門 分野 地域地震災害研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

源栄正人・地域地震災害研究分野                       久田嘉章・工学院大学 

正木和明・愛知工業大学 

入倉孝次郎・愛知工業大学地域防災研究センター 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

常時微動観測により逆重畳法を超高層ビルへ応用する時に曲げ振動とねじれ振動はせん断波伝播速度の抽

出への影響および適用条件を明確した。また、高次振動モードも卓越する超高層ビルの層間せん断波速度を

抽出する時に基本モードと高次モードの卓越周期に対する周波数解析範囲の選択規則を明らかにした。 

【図表】 

建物内でせん断波（逆重畳波）の伝播  せん断波の伝播時間     層間せん断波分布 
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【研究の概要】 

延宝三陸地震・房総地震に関する新たな資料発掘を試み、資料記載情報から地震活動状況や津波痕跡情報

を抽出し、得られた各種情報や最新の知見に基づいて震源域・波源域の推定を行い、地震規模の再評価を試

みる。歴史学・理学・工学的視点から、これらの地震と 1611 年慶長奥州地震との関連性を明らかにするこ

とで、東北地方における地震・津波リスク評価に貢献する。 

研究課題名 1677 年延宝三陸・房総沖地震の再評価と 1611 年慶長奥州地震との関連性 種目 
拠点

B 

研究代表者 今井健太郎 職名 助教 

部   門 災害リスク研究部門 分野 津波工学研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

今井健太郎（津波工学分野・助教） 

飯沼卓史 （海底地殻変動研究分野・助教）     蝦名裕一（歴史資料保存研究分野・助教） 

内田直希 （地震ハザード研究分野・助教）     安田容子（歴史資料保存研究分野・特別教育研究教員） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 1000千円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

史料から得られる情報を最大限活かして波源推定を行う手法を開発し、1611 年慶長奥州地震に適用した（今

井ら、2015）。山奈宗真『岩手県大海嘯取調書』に記される古津波痕跡の同定と評価を行った。延宝三陸地

震について宮城県・岩手県での津波被害について記録した資料『覚書』と延宝房総沖地震の福島県での津波

被害の詳細を記した資料『慶天抜書』を調査し、得られた成果を投稿中（歴史地震、安田・蝦名・今井）。 

【図表】 

      

図１ 新出資料『覚書』中の延宝三陸地震と余震    図２ 『岩手県沿岸大海嘯取調書』痕跡点の調査 

表 東北各地における延宝三陸地震と余震 

 

十二日 十三日

資料 場所 18:00酉 20:00戌 22:00亥 00:00子 02:00丑 04:00寅 06:00卯 08:00辰 10:00巳 12:00午 14:00未 16:00申 18:00酉 20:00戌 22:00亥

御日記（御国） 弘前 （十二日より夥しき地震） 地震

八戸藩日記 八戸 （大） （大） 夜明まで20度 大 地震度々

雑書 盛岡 下刻地震 甚 夜中24～5度 甚 酉刻より丑刻まで折々地震

延宝日記
盛岡 強 夜中24～5度 強 強 15日まで昼夜度々地震

宮古 地震 朝まで9度

花印 花巻 大 夜明まで15～6度 大

大槌官職記 大槌 大 強

覚書 仙台 夥 夥 少 少 少 大 下刻少 少

稲葉氏永代日記 江戸 下刻地震 震 地震
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【研究の概要】 

2013 年度に開発して教育補助ツールを用いて、国内外で減災意識啓発の出前授業を実施し、アンケート調査に

よりその意識の変化を統計的に求めた。国内も被災地とそうではない地域の差、国外では文化や言葉の認知度に

より、その理解度の値の変化はあったが、回数を重ねて、意識啓発に効果的な出前授業のプログラムの開発を進

めることができた。 

研究課題名 児童・生徒のための効果的な減災教育ツール開発とその効果の検証 種目 
拠点

B 

研究代表者 保田 真理 職名 助手 

部   門 災害リスク研究部門 分野 津波工学研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

今村文彦（津波工学研究分野） Suppasri Anawat （寄附研究部門） 野内 類（災害情報認知研究分野） 

大平留美子（（株）仙台放送） 

 

期   間 例) 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

自然災害からの最大の減災とは命を守る事であるが、教育補助ツールを効果的に使用する事により、災害を身近

に捉え、事前の備えや家族の役割分担およびコミュニケーションの必要性を強く感じた児童の総数を大きく延ば

すことができた。また、今回の出前授業で得た知識を回りの人々と共有すると強く思う児童数も延ばすことがで

きた。プログラムも 3 部構成にする事で飽きさせず認知力、判断力、行動力を育成する初期段階に至った。 

【図表】 
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【研究の概要】 

2011年東日本大震災では、海岸堤防など防災施設の横に強い流れの集中が起こり、大規模な洗掘を引き起こした。

この洗掘は構造物復興の妨げになっており、洗掘の機構解明が急がれている。本研究は、過剰間隙水圧による地

盤の液状化、流れの集中により高い底面せん断応力による侵食の２つの機構を定量的に解析し、構造物周辺の大

規模洗掘の機構を明らかにし、予測できるようにすることを目的とする。 

研究課題名 2011年津波による大規模洗掘機構の解明 

種目 
拠点

B 

研究代表者 真野 明 職名 教授 

部   門 災害リスク部門 分野 災害ポテンシャル研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

真野 明・災害ポテンシャル研究分野 

期   間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

せん断力による侵食と、浸透圧の両方を予測する有限体積法プログラムを開発した。これを Tonkin らの水理実

験と比較し、モデルの妥当性を検証した。これを 2011 年大津波に適用し、海岸堤防の破堤地点で顕著な液状化

が起きることを明らかにした。その深度はせん断力による侵食深の 30％に達し、底面粒径が小さくなるとさらに

深くなることを示した。堤防の根入や津波避難ビルの基礎を設計するときに考慮すべき要件であり、粘り強い構

造を作ることができる。 

【図表】 

  

 

2011 年津波の破堤地点ビデオ画像（東北地方整備局

の防災ヘリコプター、みちのく号から撮影）。破堤

地点に流れが集中して大規模な侵食が発生してい

ることがわかる。 

 

破堤地点周辺の液状化発生深度（単位ｍ）。図中白い帯状の

部分が残存堤防。切れている部分が破堤地点（2 か所）。破

堤地点中央部で、最大深度５m に達する液状化が発生。 

 

75



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の概要】 

本研究は、本研究所所属の研究者が蓄積してきた、最先端の地中レーダ探査・堆積物分析・地形解析技術を統

合することで、2011 年津波前後の現地データより海浜変形過程を明らかにすることを目的とする。これにより、

被災海岸における今後の海浜回復の展望を示すことが可能になるとともに、今後の海岸管理に資する重要な教訓

を国内外に提示する。 

研究課題名 最先端技術の統合による津波前後の土砂輸送および海浜回復過程の解明 種目 
拠点 

B 

研究代表者 有働 恵子 職名 准教授 

部   門 災害リスク研究部門 分野 災害ポテンシャル研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

有働恵子、武田百合子（災害ポテンシャル研究分野）、佐藤源之（広域被害把握研究分野）、後藤和久、菅原大助

（低頻度リスク評価研究分野）、高橋一徳（東北大学東北アジア研究センター） 

期   間  2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

2011 年津波時の砂浜の大規模侵食と被災後の急速な回復過程を、地中レーダ探査と衛星画像および潮位データ

の解析により把握する手法を開発した。また、これにより、砂浜の回復は、主に被災後数か月の間に生じたもの

であり、それ以降は急激に回復速度が低下していることが明らかになった。本手法は、地形データが存在しない

地域で被災後の回復過程を把握することを可能にする、極めて有効なツールとなる。 

【図表】    
 

図 2011 年津波前後の山元海岸の衛星画像と地中レーダ探査の結果． 

ピンク色の測線にそった砂浜の被災後の回復過程が捉えられている． 
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【研究の概要】 

宮城・岩手地域の土地利用形態の変化を捉え沿岸域の化学的環境への震災および流域環境変化の影響に関す

る統計解析のためのメタデータを構築した。また、志津川湾を中心に、震災後の流域環境の変化および水産

養殖それぞれの状況変化を踏まえたあらたな環境管理の枠組みを提案するため、生物地球化学および生態学

の観点からフィールドデータを集積した。 

研究課題名 
東日本沿岸水域における化学的環境の時空間変化の解析：震災および人為的

環境改変の影響を理解し今後の環境管理方策を探る 
種目 

拠点

B 

研究代表者 坂巻隆史 職名 准教授 

部   門 災害リスク研究部門 分野 災害ポテンシャル研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

坂巻隆史（災害ポテンシャル研究分野） 

 

 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

流域土地利用の変化を捉えその沿岸域の化学環境との関連を解析するためのメタデータが構築された。ま

た、志津川湾を対象として詳細な調査を行い、陸域起源有機物や養殖生物の糞等の堆積が現時点では限定

的なものであり、震災前に報告されていた養殖施設付近の底質悪化や底層の貧酸素化も現時点では確認さ

れなかった。震災後の湾内環境の現状が明らかとなり、今後のモニタリングや環境管理方策を検討するう

えで必要な基礎的知見が集積された。 

 

沿岸地域における異なる起源の有機物の空間的分布調査

流域環境の空間分布，震災前後の環境変化を捉える
データベース構築

2014年夏季に行なわれた脂肪酸マーカーによる調査では，
養殖生物の排糞にともなう底質の悪化等が認められなかった．

• 震災後の沿岸域環境のモニタリングとその変動
予測を行なううえで必要となる基礎的知見が得
られた．

• 志津川湾を中心とした沿岸域での調査では，現
時点では，震災時にいわばリセットされた環境
がおおむね維持され，流域環境の変化や水産
養殖による沿岸域の化学的環境への悪影響は
顕在化していないことが示唆された．

本研究の成果

沿岸域環境におよぼす水産養殖の影響評価

対象地域の解析環境の基盤整備が進められた．

本プロジェクトを通じて流域影響の生物地球化学的マーカーによる
モニタリングが開始された．現時点では，流域の環境インパクトは
ほとんど検出されていない．
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【研究の概要】 

アレイ型地中レーダ「やくも」を利用した遺跡調査を実施する。また奈良文化財研究所と協力し市町村レベ

ルでの遺跡調査対象地域での検証試験を行う。また警察、消防、ボランテャイが実施する震災復興活動など

に対する技術供与を行う。最終的には自治体職員に対して技術指導を行いながら効率的な遺跡調査を実施で

きる体制の確立をめざす。警察、消防、その他団体への技術供与の仕組みの整備を進める。 

研究課題名 地中レーダを用いた遺跡調査の効率化による復興支援 種目 
拠点

B 

研究代表者 佐藤 源之 職名 教授 

部   門 災害リスク研究部門 分野 広域被害把握研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

藤澤 敦(東北大学埋蔵文化調査室)、金田 明大（奈良文化財研究所）、土井 恭二（三井造船）、高橋 一徳

（東北大学東北アジア研究センター） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

地中レーダ調査は遺跡調査時の発掘計画を最適化し、作業の効率化につながる。こうした調査を松島市瑞巌

寺などで実施した。更に福島、宮城、岩手の各県警と協力し、津波被災者の捜索活動を実施した。地盤沈下で

震災後水面下にあったが、回復が見込める地域（宮城、岩手）、原発周辺で除染が進む地域(福島)など、これま

で復興活動、遺跡調査活動が行われなかった地域での活動の活発化を予想している。こうした活動を組織化す

るための活動を進める。 

【図表】 

 

 

2015 年度に宮城、福島、岩手各県警と協力して実施した砂浜津波被災者捜索活動 

津波被災者

捜索活動

岩手・釜石市 片岸海岸

宮城・仙台市 蒲生海岸

宮城・名取市 閖上海岸

福島・新地町 釣師浜

福島・相馬市 原釜海岸

福島・浪江町

岩手・山田町

宮城・石巻市 渡波
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【研究の概要】 

The following research study focused on the damage assessment and human loss estimation at tsunami prone areas 
and the areas affected by the 2011 Japan tsunami. This study designed a comprehensive analysis of tsunami impact 
through numerical modeling of inundation, structural damage to buildings and the estimation of casualties using 
evacuation simulation. Finally a better picture of possible impacts to communities and infrastructure can be estimated.

研究課題名 
Damage and human loss estimation using integrated modeling of tsunami inundation, 
fragility curves and agent-based evacuation to support tsunami mitigation and 
reconstruction activities. 

種目
拠点

B 

研究代表者 Erick Mas 職名 助教 

部   門 災害リスク研究部門 分野 広域被害把握研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

Erick Mas・広域被害把握研究分野 
Shunichi Koshimura・広域被害把握研究分野 
Bruno Adriano・広域被害把握研究分野 
Satomi Hayashi・広域被害把握研究分野 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 
 
In this study we developed: 
1. A GIS-based model of tsunami damage estimation combined with tsunami numerical simulation. 
2. A framework to apply tsunami fragility curves was designed for building damage assessment. 
3. Loose coupling of the GIS-based model of damage estimation with the agent-based model of human casualty 

estimation. 
4. Some areas affected by the 2011 Japan tsunami were used as case studies for models verification.  

【図表】 

 

79



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の概要】コンクリートなどのセメント系複合材料に比して材料（セメント）製造時の CO2排出量を大幅に

削減可能な、ジオポリマー法によるセメントレス硬化体（以下、ジオポリマー硬化体）の開発を実施する。さら

には、使用材料として福島県内のリサイクル材を主材として取り入れることで、今後、建設材料としての開発の

みならず地産池消を考慮した原発事故汚染物の γ線遮蔽体への適用についても検討する。 

研究課題名 低環境負荷ジオポリマー硬化体の開発とγ線遮蔽材への適用 種目 

拠点 

B 

研究代表者 鈴木 裕介 職名 助教 

部   門 災害リスク部門 分野 最適減災技術研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

鈴木裕介（最適減災技術研究分野），Sanjay Pareek（日本大学工学部），木村健一（フジタ） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】ジオポリマー硬化体の最適調合設計及び養生条件を検討した。銅精錬時に副

産される銅スラグ（または比較用の珪砂）を主要骨材とし、並びに、耐久性及び水密性向上に寄与する反応（ポ

ゾラン反応）促進のため、火力発電所等で資源燃焼の際に副産されるフライアッシュを使用し、環境負荷低減型

の建設材料開発を検討した。各材料の種類、調合及び養生条件の違いから硬化体の強度性状及び耐久性について

検討したうえで、一般的なセメント系複合材料に比べ同等以上の各性能を有することを実証できた。 

【図表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養生期間による圧縮強度の推移 乾燥収縮（左図）及び吸水率（右図）に関するセメント系材料（Plain）との比較 

調合別の耐薬品性試験（左図：NaOH水溶液浸漬，右図：硫酸浸漬）と圧縮強度劣化の関係 NaOH浸漬試験後の供試体 
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【研究の概要】 

本研究では、千葉県銚子市を中心とする外房地域において津波堆積物調査を実施し、歴史・地質痕跡を説明し

うる 1677 年延宝房総沖地震津波の波源モデルの再評価を行う。さらに、外房地域において長期の古津波履歴を得

て、房総沖を震源とする地震・津波の発生履歴を明らかにする。 

研究課題名 外房地域における古津波履歴と規模の推定 種目 

拠点

B 

研究代表者 後藤和久 職名 准教授 

部   門 災害リスク研究部門 分野 低頻度リスク評価研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

後藤和久、菅原大助（低頻度リスク評価研究分野）、柳澤英明（東北学院大学） 

期   間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

銚子市の小畑池にて掘削調査を実施し、約 4 m の掘削試料中に 2 層の砂層が堆積していることを明らかにした。

年代測定の結果、上位の砂層は 1677 年延宝房総沖地震津波の堆積物である可能性が高いことがわかった。この結

果を踏まえて、小畑池まで津波が遡上するという仮定のもと数値計算を行うと、既往モデルの 2倍程度のすべり

量を仮定する必要があることがわかった。 

【図表】 

 

従来の想定のすべり量を 1.2倍（左），1.6倍（中央），2.0倍（右）と変化させた場合の津波遡上範囲． 
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【研究の概要】 

石巻市鮫浦湾において、音波探査により浅海域海底の地層状況を確認し、2011 年および過去の巨大津波による

堆積物の分布状況を明らかにする。また、陸上および海底の堆積物の採取と分析を実施して津波発生年代、堆積

物の供給源および運搬過程を推定し、津波伝播・氾濫と土砂移動の連成シミュレーションにより波源規模との関

連を明らかにする。 

研究課題名 津波堆積物に基づく三陸海岸南部における巨大津波の解明 種目 
拠点

B 

研究代表者 菅原 大助 職名 助教 

部   門 災害リスク研究分門 分野 低頻度リスク評価研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

菅原大助・後藤和久（低頻度リスク評価研究分野）・西村裕一（北海道大学） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

鮫浦湾で音波探査を実施し、水深および地層の分布と構造に関するデータを取得した。陸上では掘削調査を実施

し、915 年の十和田 Aテフラの直下に厚い砂層を発見した。869 年貞観地震津波の堆積物と推定される。津波土

砂移動数値シミュレーションによる解析の結果、津波来襲状況と土砂移動の関係が明らかになった。当地域で確

認された特異的な津波挙動は国外の研究者からも注目されており、今後さらに詳しい検討を行う予定である。 

【図表】 

  

       図 1：音波探査による湾内の地層状況   図 2：陸上津波堆積物掘削結果 

     

       図 3：津波土砂移動数値シミュレーションの結果．第 2 波襲来時の浮遊砂移動状況 
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【研究の概要】 

台風ハイヤンにより、暴風・高潮・高波・サーフビートのそれぞれの被害が発生した。場所による被害のメカニ

ズムを解明するため、現地調査・数値シミュレーションを行った。これからの似て様な被害を予防するため、国

内外の研究者・技術者方とワークショップを行い、議論した。 

研究課題名 波浪の良さと悪い影響：波力発電と台風の被害 種目 

拠点

B 

研究代表者 ブリッカー ジェレミー デイビッド 職名 准教授 

部   門 災害リスク研究部門 分野 国際災害リスク研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

国際災害リスク研究分野：ローバー フォルカ、George Mason University: Celso Ferrera、 University of Queensland: 

Hubert Chanson、 University of Montpellier: Fabien Retif、 Deltares: Maarten van Ormondt 

 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

Bricker, J., Takagi, H., Mas, E., Kure, S., Adriano, B., Yi, C., and Roeber, V., Spatial variation of damage due to storm surge 

and waves during Typhoon Haiyan in the Philippines, Journal of Japan Society of Civil Engineers, Ser. B2 (Coastal 

Engineering), Vol. 70, No. 2, I_231-I_235, 2014 

Bricker, J.D., and Roeber, V. Mechanisms of Damage During Typhoon Haiyan: Storm Surge, Waves, and “Tsunami-like” 

Surf Beat. Proceedings of the 36th IAHR World Congress, The Hauge, Netherlands, 2015. 

【図表】 

 

 

 

 

図 1．タクロバン周辺の高潮水位（左：計算結果、右：

観測結果） 

図 2．フィリピン周辺の有義波高 

図 3．水位 赤：サンゴ礁有 OpenFOAM 青：サンゴ礁無 OpenFOAM 緑：サンゴ礁有 BOSZ 
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【研究の概要】 

We have investigated wave surf beat and flow velocities induced by individual typhoon waves. Stormwaves fr

om typhoons and extra-tropical low-pressure systems can create major coastal hazards due to runup and inund

ation from surf beat. Especially in environments with shallow fringing reefs such as the Philippines, tsunami-l

ike bores can form as a result of unbound infragravity wave motion. 

研究課題名 

台風による海岸付近波浪現象 種目 

拠点

B 

研究代表者 ローバー フォルカ 職名 助教 

部   門 災害リスク研究部門 分野 国際災害リスク研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

国際災害リスク研究分野：ブリッカー ジェレミー, University of Hawaii: Kwok Fai Cheung, Troy Heitma

nn, University of Notre Dame: Tory Tomiczek 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

Roeber, V., Li, N., Heitmann, T., Yamazaki, Y., and Cheung, K.F., (2014). From source to sink: A modeling package for 

typhoon wave generation, propagation, and inundation. Journal of Japan Society of Civil Engineers, Ser. 

B2 (Coastal Engineering), Vol. 70, No. 2, I_481-I_485. 

Bricker, J.D., and Roeber, V. Mechanisms of Damage During Typhoon Haiyan: Storm Surge, Waves, and 

“Tsunami-like” Surf Beat. Proceedings of the 36
th

 IAHR World Congress, The Hauge, Netherlands, 2015. 

 

【図表】 

 

Fig. 1: Comparison of flow depth and speed between two phase-resolving models (left 
panel: DELFT, right panel: BOSZ 

 

Fig. 2: Bore front formation over coral reef in 
Hernani. Sharp color transitions indicates shock 
wave front. Output from BOSZ model. 

Fig. 3: Variance spectrum near beach in Hernani, 
Philippines, for different reef configurations. A 
hypothetical reef flat of half the original length 
would amplify the surf beat from incoming waves 
by the natural resonance of the reef flat. 
Output from BOSZ model. 
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【研究の概要】 

本研究では、台風による交通の途絶にさらされる沖縄県の離島の実態に詳しい研究者、積雪による交通の

途絶にさらされる東北地方山間部の実情に詳しい研究者とともに、交通の途絶の発生頻度、深刻化のプロセ

ス、地域住民の事前認識と対応行動を調査、整理することを目的とする。合わせて途絶状況の克服が交通政

策につながった歴史も検討する。 

研究課題名 交通の途絶が災害化するメカニズムに関する調査研究 種目 

拠点

B 

研究代表者 奥村 誠 職名 教授 

部   門 人間・社会対応研究部門 分野 被災地支援研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

奥村誠・被災地支援、金進英・被災地支援、佐藤大介・歴史資料保全 

南正昭・岩手大学、浜岡秀勝・秋田大学、神谷大介・琉球大学、植田今日子・東北学院大学、藤原潤子・総合地

球環境学研究所 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月（予定） 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

当初に計画した (1) 東北地方山間部の途絶現象の実態把握の基礎となる道路途絶状況のデータの入手交渉
が難航したため， (2) 人間の対応行動の調査・研究の一部と(3) 途絶時間、事前意識、事前準備が災害化に
及ぼす影響の統計分析の遂行ができなくなった．そこで、データ入手交渉を継続する一方，独自の交通量調
査を行うための現有機器のアップデートに予算を用いるとともに，携帯電話位置情報データの活用による人
びとの行動変化の抽出と類型化に関する研究，交通ネットワーク計画における途絶脆弱性に関わる既存研究
の調査と新しい数理計画モデルの研究を進め、口頭発表と査読論文の投稿準備を行った。 

【図表】 

 

Makoto Okumura,  

Jinyoung Kim and  

Kento Bunphong (2014) 

 における、仙台市域 

の昼間活動の回復過 

程の分析例：震災後 

の昼間人口分布を、 

平常時の昼間人口、 

夜間人口、夕方人口 

で回帰し、直後には 

45%まで活動が低下したことを示した。 

 

 

奥村誠（2015）における、シベリア地域のリスク対応戦略 

の整理表：この書籍では、シベリアと三陸の地域社会が直 

面する各種のハザードについて、その対応方法を整理して 

比較した。 
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【研究の概要】 

地域によって道路の構造やネットワークの連結性がことなるため、各自治体では当地域にふさわしい避難

計画を策定する必要がある。本研究では、津波災害における自動車避難を前提とした避難計画の評価と提案

を図るため、現実の避難行動に近い状況を再現可能な交通シミュレーションを用いて、各自治体で提案した

避難計画に基づいて自動車避難行動を再現することで、自動車避難による道路ネットワークの問題点を明か

し、各自治体が提案している避難計画を評価した。 

研究課題名 交通シミュレーションに基づいた自治体の自動車避難計画の評価 種目 

拠点 

B 

研究代表者 金 進英 職名 助教 

部   門 人間・社会対応研究部門 分野 被災地支援研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

奥村 誠（被災地支援研究分野） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

本研究では、各自治体で提案されている自動車避難計画を交通シミュレーションへ適用し、その結果を用い

て道路ネットワークを分析した。また、限定された条件下の災害リスクと所要時間コストを最小化する数理

計画モデルを構築して交通シミュレーションに適用することで、現実性および実用性の高い避難計画を提案

することができる。本研究の結果を用いると、新たな避難所の位置や避難所の容量制限、避難に必要な道路

整備、避難誘導などに関しての検討が可能になり、地域の防災力向上に寄与することが期待できる。 

【図表】 

    

図 1．地震発生 30 分後の道路状況 図 2．地震発生 120 分後の道路状況 図 3．数理計画モデル適用の効果 
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【研究の概要】 

東日本大震災の被災地域において、文書や古美術品などの歴史資料を、地域の「歴史情報資源」として活

用・継承するための環境整備を実践する。その上で、これらの歴史情報資源に内包される情報を活かし、地

域の歴史文化的記憶の復元・記録化を進めてゆく。これらの作業過程の検証を通じて、歴史記録の中長期的

な継承のための社会的なしくみのあり方について研究する。 

研究課題名 歴史資料の活用を通じた被災地域の歴史文化的記憶の継承に関する研究 種目 

拠点

B 

研究代表者 佐藤大介 職名 准教授 

部   門 人間・社会対応研究部門 分野 歴史資料保存研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

佐藤大介・歴史資料保存研究分野、安田容子・歴史資料保存研究分野 

高橋美貴・東京農工大学准教授、高橋陽一・東北大学東北アジア研究センター助教 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

①宮城県女川町の古文書から、18 世紀の山林景観や、安政３年津波で被災した公文書の復旧に関する史

料を確認し、地域の歴史復元に資する情報を得た。②宮城県亘理町では、保全活動で確認された昭和 7 年

（1932）の同町荒浜地区の映像の地域での上映会を開催した。離散した住民の交流や、神社や学校など公

的空間が現代の記憶と結びついて注目されることが確認出来た。『河北新報』や仙台放送で取り上げられ、

【図表】 

 ①女川町・安政３年地震津波による文書の被災 
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【研究の概要】 

 本プロジェクトでは、東日本大震災で被災した襖・屏風の下張りに使用されている古文書群について、固着し

た糊の効果的な剥離方法の考案・実践するとともに、これらの手法を応用した多人数による下張り文書の剥離・

整理・保全の一連の作業について効率的な手法・手順を考案・実践することを目的としている。 

研究課題名 被災歴史資料の下張り文書に対する保全技術の研究 種目 
拠点

B 

研究代表者 蝦名 裕一 職名 助教 

部   門 人間・社会対応研究部門 分野 歴史資料保存研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

蝦名 裕一（歴史資料保存研究分野・助教） 

安田 容子（歴史資料保存研究分野・特別教育研究員） 

山口 悟史（東京大学史料編纂所・史料保存技術室技術職員） 

期   間 2014 年４月～2015 年３月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

 下張り文書の剥離作業については、澱粉分解酵素であるα-アミラーゼを使用して糊が固着した下張り文書の剥

離工程が考案された。また、災害時を想定した下張り文書の保全手順として、一般ボランティアを主力とした襖・

屏風の解体を実施した後、研究者を主力とする整理・保存を実施する２段階型の工程を考案・実施した。なお、

今回の成果については『災害・復興と資料』第５号(2015)に蝦名・山口連名で論考を発表した。 

【図表】 
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【研究の概要】 

民間所在の地域歴史資料を災害時に迅速且つ的確に救済・保全するために、大規模災害に備えた多角的・広域

的な連携体制の構築を目指し、行政から市民にいたる多様な担い手を取り結ぶとともに、地域横断的な広域連携

体制のあり方を調査・検討する。 

研究課題名 地域歴史資料の防災・減災体制の構築に向けた広域的連携研究 種目 

拠点

B 

研究代表者 天野 真志  職名 助教 

部   門 人間・社会対応研究分門 分野 歴史資料保存研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

内田俊秀 京都造形芸術大学           吉原大志 東京文化財研究所 

竹原万雄 東北芸術工科大学 

吉川圭太 神戸大学大学院人文学研究科 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 ８５０，０００円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

2014 年 11 月 23日および 24日、静岡県内において「文化財防災意見交換会」を実施し、東海地震・津波に供え

た静岡県域に及ぶ文化財防災を目的とした広域ネットワーク体制のあり方を調査し、行政主体で実施する全県連

携体制の特質を解明することができた。また、2015 年 2 月 15日に兵庫県神戸市において「トークイベント 資

料保全の現場」を開催し、地域歴史資料保全の多様性と現場における課題の摘出をおこなうことができた。 

【図表】 
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【研究の概要】 

東北大学でも策定の必要性が高い大学の業務継続計画（BCP）は、部局や教員の独立性の高いこと、重要

業務に多くに季節性が大きいことなどの特性があり、それらを踏まえた策定手法を見出す必要がある。そこ

で、国立大学での BCP 策定の先行例である香川大学の研究者と意見交換も行いながら、現実的で実効性が

あり、継続的な運用が可能な大学の BCP の策定・運用手法について研究を行う。 

研究課題名 大学の業務継続計画（BCP）の策定・運用手法に関する研究 種目 

拠点

B 

研究代表者 丸谷 浩明 職名 教授 

部   門 人間・社会対応研究部門 分野 防災社会システム研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

丸谷浩明、寅屋敷哲也：防災社会システム研究分野 

白木渡：香川大学危機管理研究センター長（教授） 

宮村正光：工学院大学建築各部まちづくり学科教授 

期   間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

大学の BCP は次の策定方法によることが有効であると推察された。①教員特性を踏まえ、発災後の対応事

項をその場で個別指示できるアクションカードが有効。②重要業務に季節性が大きいので、被災後の行動計

画に季節パターンを用意。③教員、学生の所在が非固定的なため、安否確認に携帯電話等を活用。今後期待

できる波及効果としては、東北大学で BCP の策定運用方策が確立できれば、他の大学に横展開が可能であ

り、また、東北地域の大学の横断的な災害対応の連携を推進できる効果も期待される。 

【図表】                          表１ 東北大 BCP の構成要素の見込み事項 

① 学生及び教職員の安全確保 

② 大学本部の執行部の中枢機能の確保 

③ 被災が学生への支援と学生の志望者のボランティア活動への

早期誘導 

④ 研究資産のデータ喪失防止及び研究・教育環境の早期復旧 

⑤ 卒業、入学などの重要季節行事に関する適切な対応 

⑥ 地元地域社会への大学のリソースを活かした貢献 

⑦ 東北地区７国立大学間の災害時協力協定等の活用 

 

表２ 東北大学の緊急対応・業務継続計画の初動部分の対応手順のイメージ 

No

.
開始時間 活動内容 備考

1 発災直後 ■ 来訪者・職員の負傷者対応・避難誘導

① 来訪者・職員等の負傷、閉込めを救助し、応急措置
② 目視、各部課からの緊急通報等により火災や建物倒壊の危険がある場

合、○○が屋外避難を指示
③ 屋外避難が必要ない場合、来訪者を○○へ誘導
④ 危険箇所は立入禁止として特定し、表示・周知

「避難誘導計画」、「建物安全チェック
リスト・発災直後用」を使用

2 発災直後 ■ 職員の安否確認

① 各課責任者が職場の職員の安否を点呼等で確認
② 外出、休暇等により職場にいない職員は、自らの安全を確保した後、速

やかに安否連絡。帰庁・出勤できる時間の目処も連絡
③ 全庁の職員の安否確認状況を○○担当が集約し、対策本部に連絡
④ 不明者がいる場合、捜索隊を編成して捜索実施

「安否確認実施要領」のとおり

3 発災直後 ■ けが人の救助

① けが人は○○へ集め、救護班が対応、対策本部に状況を順次報告
② 病院搬送が必要な場合、救護班が○○病院までリヤカー等で搬送、状

況を本部に報告

「救護班マニュアルを使用

４ 発災直後 ■ 建物の被害状況の確認

① 各部署が被害状況を確認し、所定様式により対策本部○○担当に報告
② ○○担当は、報告をとりまとめ、××と協議し安全性を評価し、対策本

部長に報告

「建物安全チェックリスト・第一次用」
を使用
「被害報告書様式」を使用

５ 発災直後 ■ 対策本部の設置場所の決定と立上げ

① 対策本部事務局員は、設置基準に基づき準備を開始
② 本部長は、代替拠点への移動を必要性を判断
③ 対策本部を設置を正式指示、本部長はそこへ移動
④ 事務局員は、通信機器、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ等必要な機材や文書等を準備

・災害対策本部設置マニュアル、「代
替拠点候補リスト」、「代替庁舎移動
マニュアル」に記載
・参集者、代行者は「指揮命令系統
図」のとおり

6 ３時間以内 ■ 災害・被害の情報収集

① 災対本部○○班を中心に、テレビ・ラジオ・携帯電話（ワンセグ）・HP・
防災無線等から情報を収集

② 庁内の各部署からの情報は○○班を中心に集約
③ ○○班が集約し、総括班、対外連絡担当へ伝達。広報資料も作成

被災状況の広報の第一報は、発災
後○時間後をメドに準備

7
３時間以内 ■ 外部関係機関との情報連絡手段の確保

① 対外連絡担当は、各キャンパス、仙台市、宮城県、文部科学省等との
通信手段を確保

② 第一報の連絡内容を決定後、情報交換を開始

「緊急連絡先リスト」を使用

8 ３時間以内 ■ 学生･教職員、地域住民への支援（避難所の開設等）

① 学生、対策要員以外の職員の安全な避難場所に関して各部局からの
報告を集約、対策本部として指示･承認

② 地域住民の避難状況や要望を踏まえ、避難所を開設するかを決定。職
員等の人員配置、水・食料等の備蓄の供給を手配

「避難所マニュアル」による

半日以内 ■ 学生･教職員の帰宅または学内留め置きの指示

① 交通状況、地域の被災状況を踏まえ、学生･職員を帰宅させるか学内
に留め置くかの範囲、帰宅開始時間を判断

② 帰宅させる場合は、途上の安全確保措置を指示

「災害時帰宅実施マニュアル」によ
る

途中省略 途中省略

X １日以内 ■ 教職員の安全衛生を配慮した勤務体制の計画

① 業務量と参集職員数、今後の参集者、応援者数を考慮し、当面の職員
勤務体制（交替等）を決定

② 職員の食事配給、休憩場所等は○○担当が指示
③ ○○担当が職員の安全・衛生の点検・改善を担当

１日以内 ■ ライフライン、建物･設備の応急復旧

① 電気、通信、ガス、水道等ライフラインの復旧活動の情報を集約
② 大学構内の応急復旧の計画を決定し、実施を指示。復旧を担う事業者

復旧を担う事業者との連絡体制は
「災対本部マニュアル」に記載
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【研究の概要】 

直近 3年間の災害対策法改正等と東日本大震災の実態に照らして、被災地における現地調査や各種の実態

調査に基づいて実証的に検証することによって、何が解決して何が未だに足りないかについて、災害応急対

策に焦点を当てて、検証した。 

研究課題名 東日本大震災に照らした災害対策法制の改正に対する検証（災害応急対策） 種目 

拠点 

Ｂ 

研究代表者 島田明夫 職名 教授 

部   門 人間・社会対応研究部門 

分野 防災法制度研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

島田明夫、小森繁（法学研究科）、今村真二、小森絢、積潤一、妹尾雄介、仲田太樹、和田麻良、市野塊、 

轡田真宏、滝澤昌平、松田怜二、村田弦、前田礼二（公共政策大学院） 

 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

直近 3 年に渡る災害対策基本法の改正、大規模災害復興法の制定などによって、相当程度の法改正が実

現したが、災害救助法など未だに大きな改正が行われていない法律も多く残されており、また、災害対策

基本法等についても積み残された課題も残されている。今後発生の可能性が高まっている首都直下の地震

や南海トラフ沿いの地震・津波災害に堪えうる更なる災害対策法制の改正について提言を行う。 

【図表】我が国の災害対策法制 

類型 予防 応急 復旧・復興

・建築物の耐震改修の促進に関する法律

・地震財特法

・地震防災対策特別措置法

・密集市街地における防災街区の整備の

　促進に関する法律

・東南海・南海地震に係る地震防災対策

　の推進に関する特別措置法

・日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に

　係る地震防災対策の推進に関する特別

　措置法

・南海トラフ巨大地震対策特別措置法

・首都直下地震対策特別措置法

火山

風水害

地滑り

崖崩れ

土砂流

・砂防法

・森林法

・地すべり等防止法

・急傾斜地の崩壊による災害の防止に関

　する法律

・土砂災害警戒区域等における土砂災害

　防止対策の推進に関する法律

豪雪 豪雪地帯対策特別措置法

原子力

災害対策基本法

活動火山対策特別措置法

河川法

地震

津波

原子力災害対策特別措置法

津波対策の推進に関する法律

大規模地震対策特別措置法

・災害救助法

・消防法

・警察法

・自衛隊法

・水防法

・激甚災害法

・大規模災害からの復興に関す

る法律

《被災者への救済援助措置》

・災害弔慰金の支給等に関する

法律

・被災者生活再建支援法

・雇用保険法

・中小企業信用保険法

《災害廃棄物の処理》

・廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律

《災害復旧事業》

・農林水産業施設災害復旧事

業費国庫補助の暫定措置に

関する法律

・公共土木施設災害復旧事業

費国庫負担法

・被災市街地復興特別措置法

《保険共済制度》

・地震保険に関する法律

《災害税制関係》

災害被害者に対する租税の減

免、徴収猶予等に関する法律
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【研究の概要】 列島の太平洋沿岸に顕著に見られる津波の記録媒体として、石造の記念碑や供養碑などが残さ

れている。西南日本には近世の建立が多く、三陸沿岸では近代の建立が多いが、その地域的、時代的特徴を捉え

るのが、本研究の目的である。とくに、碑文の内容の比較だけではなく、その立地箇所(津波浸水線であること

が多い)や、造立者の情報(公的な私的か)など、文献資料の扱いとは異なる、聞き書きを主とする民俗学的方法

で総体的に把握する。 

研究課題名 列島における津波碑の民俗学的研究 種目 
拠点

Ｂ 

研究代表者 川島秀一  職名 教授 

部   門 人間・社会対応研究部門 分野 災害文化研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

川島秀一（災害文化研究分野） 

期   間 2014 年 4 月～2016 年 3 月  経 費 1,000,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】西日本において近世から津波記念碑が多かったのは、津波の周期が人間の一

生のあいだに出会うか出会わないかの確率であったがゆえに、子孫に文字や記録として伝えておくという意識が

高かったからである。それに反して、三陸沿岸において近世に建立された津波記念碑が極端に少ない理由は、「一

生に二度、津波に遭う」と伝えられている「常習地」であるために、逆に口頭による直接的な伝承が可能であり、

ことさらに文字を必要としなかったことにあったのではないかと思われる。津波の頻度と文字や記録による伝承

意識とは、実際は複雑な様相を呈しており、伝承のありかたに反省を強いられる。 

【図表】   高知県黒潮町大方に建立されている、安政元年 (1854) の津波記念碑には、末尾に

「是よりさき百四十年より五十年まで用心春(す)べ志(し)」 

と刻まれている。 

         この「百四十年」とは、安政の津波以前の大津波である宝永四年(1707)から安政元年(1854)まで 

       の 147 年間から計算された値である。このような自然災害に対する時間意識は、三陸沿岸におい

ては明示されることはない。(↓2013.2.25 撮影) 
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【研究の概要】 

本研究は、高リスク低頻度の水害を配慮した地域再建政策とその再建プロセスについて、東北２県を中心に再

建政策とその実態を調査し、整合とギャップを明らかにすることを直接的な目的とする。さらに、東日本大震災

から１年半後に起きたハリケーンサンディ後の米国東海岸における復興プロセスについて把握し、日本との比較

において復興におけるリスク配慮とその実態の相違を明らかにする。 

研究課題名 リスク配慮方地域再建政策と生活再建プロセスに関する研究 種目 
拠点

B 

研究代表者 井内加奈子 職名 准教授 

部   門 人間・社会対応研究部門 分野 防災社会国際比較研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

Robert Olshansky, University of Illinois at Urbana-Champaign 

Laurie Johnson, Laurie Johnson Consulting and Research 

期   間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円（2014 年度） 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

東北２県における復興過程では、想定を超える規模の津波被害を受け、当初計画で掲示されたものより詳細な、

３つの復興段階を経ていることが整理できた（下図参照）。想定できる災害規模を超える復興の計画と実施におい

て、将来のレジリエンシーに備えるには、このような時間が必要であったことが浮き彫りになった。また、米国

との復興政策・実施の対比では、命を守る復興と経済活動を守る復興過程の違いが明らかになった。 

 

 

フェーズ１

復興コンセプトの策定の段階

フェーズ２

実施枠組み設定の段階

フェーズ３以降

復興プログラム実施の段階

構造物的・非構造物的対策

L1・L2津波対応

防潮堤高さ

津波被害調査

復興政策

土地利用

防災集団移転促進事業

土地区画整理事業・嵩上げ

災害公営住宅

実施／終了／再定住

実施／終了／再定住

実施／終了／再定住

復 興 交 付 金 配 分

基盤復旧の段階全体計画

実施状況

再生・復旧強化の段階
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【図表】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究課題名 小地域データを用いた大規模災害被災想定地域の地域特性の推計 種目 

拠点 

B 

研究代表者 石坂公一 職名 教授 

部   門 地域・都市再生研究部門 分野 都市再生計画技術分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

石坂公一（都市再生計画技術分野）、花岡和聖（都市再生計画技術分野） 

 

期   間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経費 850,000 円 

【研究の概要】これまでに開発した被災地特性推計・計測システムを用いて、東日本大震災被災地域に加え

て、首都直下型地震、東海・東南海地震による被災想定地域について、小地域単位での社会・経済データの

推計を行う。また、これを用いて地域の居住者特性を把握し、想定される地震、津波危険度と重ね合わせる

ことで、地域の被災度と居住者特性を踏まえた詳細な被災推定と対策のための課題の抽出を行う。  

【研究の具体的な成果・波及効果】青森、岩手、宮城、福島（東日本大震災）、茨城、埼玉、千葉、東京、神

奈川（首都直下型地震）、静岡、愛知、三重、和歌山、徳島、宮崎（東海・東南海地震）、秋田（日本海地

震）、京都、大阪、兵庫（近畿直下地震）の各都道府県について、2000、2005、2010年の小地域データの推

計と 2015～2040 年の性別、年齢別人口の予測を完了した。また、人口予測結果と津波浸水地域、高放射線

量地域を重ね合わせ、人口予測から見た地域の復興ポテンシャルを把握した。 

浜松市周辺の

人口分布と津

波想定地域 

 

（左：2015 年） 

（右：2040 年） 

福島県の人口

分布と放射線

量 

 

左：人口 

(2015 年、2040

年） 

94



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の概要】 

まちづくりは、行政のマンパワーや財政力に限界がみられる中で、非常に重要な役割を果たすべきものである。

その点は、震災の有無にかかわらず該当するが、震災時はその必要性がさらに高まる。本研究は、このようなま

ちづくりを「震災時のまちづくり」と「平時のまちづくり」に区分し、平時のまちづくりが震災時のまちづくり

にどのように役立つのか、また平時のまちづくり活動が行われていない中での復興まちづくりのあり方を示す。 

研究課題名 復興まちづくりと平時のまちづくりの相互関係に関する研究 種目 

拠点

B 

研究代表者 姥浦道生 職名 准教授 

部   門 地域・都市再生研究部門 分野 都市再生計画技術分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

姥浦道生（都市再生計画技術分野） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

 東松島市では、従前からあったまちづくり協議会を基盤として復興計画が策定されており、その協議会を活用

することで復興まちづくりにおける合意形成を円滑に進めることができた。一方、宮古市ではそのような協議会

が存在していなかったものの、新たに組織を作り、行政マンパワーが限られている中で集中的にかつ丁寧に WS

を行うという、それを補完する取り組みが行われており、一定の効果を上げていた。 

【図表】 

宮古市における復興まちづくりのスケジュール 

（図 1）東松島市のまちづくり
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【研究の概要】 

空間的マイクロシミュレーションとは、マクロな統計資料や社会調査等のミクロデータ、基盤地図情報や国土

数値情報等の地理空間情報を駆使して、詳細な空間単位でのミクロデータを生成する手法である。本研究では、

東北・東海地方の沿岸部を対象に同手法を適用することで、復興計画や被害想定の策定に利用可能な詳細な空間

スケールでの人口・土地利用データベースの構築を目指した。 

研究課題名 

震災復興・防災計画に向けた人口・土地利用に関する細密データベースの構築と

活用 

種目 

拠点 

B 

研究代表者 花岡和聖  職名 助教 

部   門 地域・都市再生研究部門 分野 都市再生計画技術分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

花岡和聖（都市再生計画技術） 

石坂公一（都市再生計画技術） 

 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

本研究では、国勢調査の匿名データを用いた空間的マイクロシミュレーションを実行し、町丁目単位で詳細な

クロス集計分析が可能な小地域人口マイクロデータを高い精度で構築できた。これを東北地方や東海地方の沿岸

部を対象にマッピングし被災リスクの定量的評価を行った。さらに土地利用データ等も活用し、ジオデザイン手

法を用いた将来的な復興計画への活用法と有用性を検討した。現在、得られた研究成果の論文投稿を進めている。

今後、このデータを基盤とした多様な地域分析や実践的な復興・防災計画策定支援を期待できる。 

【図表】 
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【図表】（印刷時は白黒） 

 

【研究の具体的な成果・波及効果】遡上津波による構造物の破壊プロセスや漂流構造による二次的現象をシミュ

レートできる構造・流体解析手法のプロトタイプを開発し、浸水域予測だけでなく、流体力による建物の被害予

測の必要性を例示ことができた。この際、広域の地形のモデル化に GIS を、都市域の家屋・ビルの形状のモデル

化に 3 次元数値地図情報を利用して街並みを再現することで、現象の直感的な理解を助ける視覚的効果を期待し

た“見える化”の具体例を提示することができた。 

数値標高モデル（DEM）
  

STLデータ(標高+建
物
)
 

 

GIS上のSHPデータ(建
物
のみ)

 

 

安定化有限要素法による津波遡上と流
体力によるコンクリート構造

物
の破壊

現

象をシミュレート可能な構造・流体連成

解析手法の開発 

研究課題名 遡上津波と構造物の連成解析とその重層的見える化に関する研究 種目 
拠点 

B 

研究代表者 寺田 賢二郎 職名 教授 

部   門 地域・都市再生研究部門 分野 地域安全工学研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

寺田賢二郎、森口周二、加藤準治、高瀬慎介（地域安全工学）、今井 健太郎（津波工学）、樫山和男（中央大学

理工学部）、浅井光輝（九州大学大学院工学研究院）、金子賢治（八戸工業大学工学部）、車谷麻緒（茨城大学工学

部） 

期   間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の概要】遡上津波による都市域内の種々の構造物の変形・損傷のメカニズムの解明を目的として、構造部

材の漂流に伴う流体力の時空間変化の影響を考慮しながら評価できる連成解析手法のプロトタイプを開発すると

ともに、所内に導入される「災害科学情報の多次元統合可視化システム」を用いて、津波遡上や構造物の破壊プ

ロセスの詳細な調査・考察が可能となるような重層的“見える化”を試みる。 
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【研究の概要】 

高精度な数値解析を主軸とする信頼性解析手法の枠組みを応用し、津波発生時の沿岸部における高精度な津波

到達高さの確率論的評価を可能とする枠組みを提案する。また、東北地方太平洋沖地震に伴って発生した津波を

対象として、提案する枠組みを適用することにより、その利点や問題点を明らかにする。 

研究課題名 高精度津波シミュレーションに基づく確率論的津波ハザード評価 種目 

拠点 

B 

研究代表者 森口 周二 職名 准教授 

部   門 地域・安全再生研究部門 分野 地域安全工学研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

森口周二、寺田賢二郎、（地域安全工学研究分野）、今村文彦、福谷陽（津波工学研究分野）、京谷孝史、加藤準治、

高瀬慎介（工学研究科土木工学専攻）、大竹雄（新潟大学工学部 建設学科）、桜庭雅明、野島和也（日本工営株

式会社） 

期 間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

東北地方太平洋沖地震で発生した津波を対象として、沿岸部における最大津波高さの評価に提案する枠組みを

適用した。これまでに、考慮するバラツキの項目（断層のすべり角とすべり量）と解析条件（使用地形データ、

断層モデル（Fujii-Satake モデル）、津波高さ評価地点）を決定し、予備解析（合計 25 ケース）を終えている。今

後、本解析を実施し、応答関数を作成して提案する確率論的評価の有効性を示す。 

【図表】 
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【研究の概要】 

現在、材料の靭性性能を向上させる先端材料の研究開発が盛んに行われている。しかし、その材料の靭性性能を

決定づける鍵は材料の微視的組織にあり、その最適構造を経験則による手法だけで発見することは不可能である

といってよい。そこで本研究では、この複雑な力学問題をコンピュータ上の仮想数値実験によって解析し、その

最適構造を発見するための手法を開発する。 

研究課題名 地震エネルギーを効率よく吸収する材料の最適微視的構造の開発 種目 

拠点

B 

研究代表者 加藤 準治 職名 助教 

部   門 地域都市再生研究部門 分野 地域安全工学研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

加藤準治、寺田賢二郎、森口周二、高瀬慎介 （地域安全工学研究分野） 

京谷孝史（東北大学工学研究科土木工学専攻） 

期 間  2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

[1]干場大也 他4名、 弾塑性材料の繰り返し載荷を考慮したマルチフェーズトポロジー最適化および解析的感度

の精度検証、 土木学会応用力学論文集A2(応用力学)、 Vol.70, No.2, I_317-I_328, 2014 掲載 

[2]加藤準治 他6名、 フェーズフィールド法によるミクロ構造トポロジー最適化の基礎的研究、土木学会応用力

学論文集A2(応用力学)、 Vol.70, No.2, I_173-I_183, 2014 掲載 

【図表】 
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【研究の概要】 

防災減災に役立つビル外壁タイルや橋梁の打音検査を、点検員用の足場にかかるコストや時間を必要としない

マルチコプター（ドローン）により代替する研究を行う。点検員が従来行ってきた検査用ハンマーを用いた叩き

動作や擦り動作を模擬する装置を開発し、マルチコプターに搭載できる大きさと重さに小型化する。実際の外壁

タイルに対する実験を実施し、装置で発生させた打音により損傷を検出できるか評価する。 

研究課題名 小型飛行体による打音検査法に関する研究 種目 
拠点

B 

研究代表者 田所 諭 職名 教授 

部   門 地域・都市再生研究部門 分野 災害対応ロボティクス研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

田所諭・災害対応ロボティクス研究分野 

岡田佳都・大学院情報科学研究科 

大野和則・未来科学技術共同センター 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

 人間による叩き動作を模擬するため、点検対象面に向かってバネでハンマーヘッドを打ち出す装置を開発した。

また、人間による擦り動作を模擬するため、振動モータで小刻みに振動するハンマーヘッドを点検対象面に押し

付ける装置を開発した。損傷を含む外壁タイルに対し、開発した装置を搭載したマルチコプターによる打音検査

を試行し、打音の周波数解析によりタイルの浮きを検知できることを確認した。 

【図表】 

  

左：開発した打ち出し式打音装置，右：開発した振動式打音装置 

  

左：マルチコプターによる外壁タイル点検の試行，右：周波数の解析結果の例 

100



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の概要】本研究は低感度な線量計を用いて広範囲の放射線源分布をより高精度に推定するためのものであ

る。地物の 3 次元形状と移動しながら計測した空間線量情報を用いて、事後確率最大化手法による逆問題解析を

行う事により地物表面の放射線源分布を推定する。その上で、どのような軌跡を計測することで、限られた時間

で誤差を最小にすることができるかの計画問題を解くことで、広域の線源探査を効率化する。 

研究課題名 地物表面放射線源分布推定のための線量計の計測軌跡計画 種目 
拠点 

B 

研究代表者 竹内 栄二朗 職名 助教 

部   門 地域・都市再生研究部門 分野 災害対応ロボテックス研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

田所 諭（地域・都市再生研究部門） 

竹内 栄二朗（地域・都市再生研究部門） 

大野 和則（未来科学技術共同研究センター） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】計測予定軌跡に対し得られる計測値を予測し誤差をどの程度小さくできるか

の評価するための、確率論に基づく誤差推定モデルを構築した。本問題は数百自由度を超える多自由度空間での

確率分布を扱う。条件によりポアソン分布が正規分布に近似可能であることを利用し現実的な時間内で推定する

ための近似解法および評価法を提案した。実験装置を用いて評価を行い、本手法が準最適な解を選択可能である

ことを示した。本研究により人手やロボットによる線源探査の効率化が可能である。 

【図表】 

 

 

線源

ピーク

推定結果

外壁

線量計

線源

計測の様子

(a) Target Area

ターゲットエリア

線源

実験環境

線量計移動装置 精度の高い推定結果精度の低い推定結果
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【研究の概要】本研究は、東日本大震災の経験を踏まえるとともに、研究代表者による既往研究を発展させ、同

地区の津波避難計画案を策定し、町内会住民とともにその現実的な活用方法を検討していく中で、津波被害軽減

のための方策づくりを支援することを目的としている。また、本研究で得られた知見を活用すべく、南海トラフ

地震による被害が懸念されている地域での防災まちづくり支援を行う。 

研究課題名 津波避難計画を考慮した住民主体のまちづくり支援 種目 
拠点 

B 

研究代表者 村尾修 職名 教授 

部   門 地域・都市再生研究部門 分野 国際防災戦略研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

村尾修（国際防災戦略）、越村俊一、エリック・マス（広域被害把握）、諌川輝之（東京工業大学大学院総合理工

学研究科） 

 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】片瀬西浜・鵠沼地区を対象として、地勢・都市構造・津波避難ビルの立地状

況・居住状況などの地域特性を分析し、地区ごとの適切な津波避難計画と津波避難マップを作成し、地域を管轄

する藤沢市および地域住民に対して提案した。現在、2011 年末に成立・施行された「津波防災地域づくりに関す

る法律」に基づき、沿岸地域では地域に応じた津波避難計画策定作業が進められている。本研究は、こうした活

動に資することができる。 

【図表】 
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【研究の概要】 

気候変動のメカニズムをより理解し、的確なシミュレーションの分析を行うために、事前処理として気候変動データのダウ

ンスケーリングの手法を学び、災害の事例を通して、気候モデルとダウンスケーリングを遂行することで、災害による被害地

域においての災害リスク評価を行い、今後の研究を進める上で、基盤となるデータの科学的な加工・編集処理を的確に遂

行することを目的とする。 

研究課題名 
気象データの気候地域モデルによるダウンスケーリングの手法の習得し、大

災害による地域においてのリスク分析に適用する 
種目

拠点

B 

研究代表者 Carine J. Yi 職名 助教 

部   門 地域・都市再生研究部門 分野 国際防災戦略研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

Carine J. Yi・国際防災戦略研究分野 

Yonghee Shin・Climate Change Research Team / Climate Research Department, APEC Climate Center 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 799,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

 多様化し，長期化，頻発する異常気象が地域にもたらすリスクを分析するために，事前作業として全地球気象

データのリージョンへのダウンスケーリングの手法を学んだ。 第 3 回国連防災世界会議のパブリックフォーラ

ムを開き、国際専門機関の研究者を招いて市民向けのセミナを実施、気候変動による様々な角度からの災害リス

クに関する議論を重ね、大災害の事例に適用法などについて意見交換、情報交換を行なった。 

【図表】 

           

    

Radiative Forcing of the Representative Concentration Pathways  
Source: van Vuuren et al (2011) The Representative Concentration 
Pathways: An Overview. Climatic Change, 109 (1-2), 5-31 

Approaches to the development of global scenarios:  
(a) previous sequential approach;  
(b) proposed parallel approach. Numbers indicate 
analytical steps (2a and 2b proceed concurrently). Arrows 
indicate transfers of information (solid), selection of RCPs 
(dashed), and integration of information and feedbacks 
(dotted). Source: Moss et al., 2008. Towards New 
Scenarios for Analysis of Emissions, Climate Change, 
Impacts, and Response Strategies. Intergovernmental Panel 
on Climate Change, Geneva, 132 pp. 
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【研究の概要】 

これまで観測が不可能であった、水深 7000m を超える日本海溝の海溝軸付近で、3km を超える基線長の伸縮を

モニタリングできる海底間音響測距装置を開発し、実観測に用いることで、東北地方太平洋沖地震後のプレート

境界浅部の起動を明らかにする。 

研究課題名 海底間音響測距観測による日本海溝の海溝軸付近の挙動の検出 種目 
拠点

Ｂ 

研究代表者 木戸 元之 職名 准教授 

部   門 災害理学研究部門 分野 海底地殻変動研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

木戸元之・日野亮太・飯沼卓史（海底地殻変動研究分野） 

太田雄策・長田幸仁（東北大学理学研究科） 

伊藤喜宏（京都大学防災研究所） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

前年度、海溝軸をまたいで設置し収録したデータを本年度解析した結果、基線 8km での測距ができることを確認

した。また、計測精度の範囲内で有意な伸縮は見られず、プレート先端部が固着していることを示唆する結果を

得た。この試験観測データに基づき、更に装置に改良を加え、平成 27 年度までの約一年間の第２次長期試験観

測を開始した。この試験観測により、確実に基線長変化をモニタリングできる目処がたった。 

【図表】 

  

 H25 年のデータ計測サイト   海溝軸をまたいで計測された基線長  H26 年に計測を開始したサイト 
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【研究の概要】 

2011 年東北地方太平洋沖地震以前のプレート間の固着状態に関して再評価を行うため、GPS 観測に基づき計算

される地表変位の空間勾配とプレート間固着の状態との関係を確立する。その際、小繰り返し地震から推定され

る固着率の時空間変化との比較を行う。さらにこの関係を過去の水準測量データから計算した変位の空間勾配に

適用することで、GPS 出現以前のプレート間固着の状態についての知見を得る。 

研究課題名 東北地方太平洋沖地震以前のプレート間カップリングの再評価 種目 
拠点

B 

研究代表者 飯沼 卓史 職名 助教 

部   門 災害理学研究部門  分野 海底地殻変動研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

飯沼卓史・海底地殻変動研究分野 

内田直希・地震ハザード研究分野 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

海陸の地殻変動観測データを用いて、2011 年東北地方太平洋沖地震で非常に大きなすべりを起こした領域での固

着が、地震以前には常に強かったことを明らかにした。小繰り返し地震の解析から求めた固着強度と、変位の空

間勾配とがほぼ同一の周期で時間変化をしていることを示した。過去約 100 年分の水準観測データのデジタル化

を行い、変位勾配を計算し、GPS 出現以降においては GPS 観測から求められる変位勾配と調和的であり、1978 年

や 1936 年の宮城県沖地震以前にもプレート間の固着が強かったことを明らかにした。 

【図表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         （上）小繰り返し地震から求めたプレート間のすべり 

レートと GPS データから求めた地表の変位勾配との 

                           比較図 

 

 

                                                 （左）海底地殻変動データも用いて推定した東北地方太平 

洋沖地震以前のプレート間のすべり遅れの分布図 
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【研究の概要】 

沈み込み帯における地震の発生および火山の生成を規定する物理的条件の把握を目的とし、熱流量及び地殻変

動に関する観測データ、地震学的知見（地震波速度構造・震源分布など）を制約条件に含めて数値計算を行い、

東北日本沈み込み帯の３次元的な温度構造を推定し、地震の分布とマグマの生成場所の物理的環境の理解を深め

る。 

研究課題名 
東北日本沈み込み帯プレート境界における温度及び間隙水圧の３次元的分布

の推定 
種目 

拠点 

B 

研究代表者 和田育子 職名 助教 

部   門 災害理学研究部門 分野 海底地殻変動研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

和田育子、日野亮太、木戸元之、飯沼卓史 （災害研災害理学・海底地殻変動研究分野）、岡田知己、内田直希

（災害研災害理学・地震ハザード研究分野）、Jiangheng He（Geological Survey of Canada）、Glenn Spinelli 

（New Mexico Tech）、中島淳一（東北大学大学院理学研究科）、伊藤善宏（京都大学防災研究所） 

期 間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

３次元有限要素法の数値計算コードを用いて、現実的な沈み込むスラブの形状を取り入れた東北日本の沈み込み

帯の３次元温度構造モデルの構築に成功し、マントルウェッジ内のマントル対流パターンと温度構造を推定した。

火山の位置がマントル内の温度分布と調和的であり、火山の雁行配列がマントル対流の方向とほぼ並行している

事が分かり、先行研究で得られた観測結果とともに、マントル対流と温度の影響を特定した。 

【図表】 

 

図（上）東北日本３次元温度構造モデ

ルの対象領域を青線で示す。赤い三角

は火山の位置、薄い赤の領域は火山の

雁行配列を示す。黒い破線は沈み込む

スラブの表面の等高線をします。 

図（a,b）計算されたマント

ル対流が流れる速度をベク

トルで示している。雁行配列

と地震波速度の異方性と調

和的である。（c）深度 80 km

での温度分布を示す。ヒン

ジ・ゾーンでは温度が 200

度程低くなっている。 
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【研究の概要】 

東北地方太平洋沖地震ではプレート境界面の高速破壊に伴う陸側プレート先端部の大変位によって巨大津波が

生じた。そうした海溝軸近傍の地震時大すべりは宮城県沖に集中し、三陸・福島沖に比べ極めて大きい。すべり

量のこうした南北差の要因の一つに、海溝陸側斜面下の地殻構造が海溝沿いに不均質である可能性が考えられる。

そこで本震震源域の地殻構造を明らかにし、構造の観点から巨大津波の発生メカニズム解明にアプローチする。 

研究課題名 東北地方太平洋沖地震に伴う巨大津波の発生要因に関する研究 種目 
拠点 

B 

研究代表者 東 龍介 職名 助教 

部   門 災害理学部門 分野 海底地殻変動研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

東龍介（海底地殻変動研究分野） 

期間（西暦） 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

宮城～三陸沖の海溝陸側斜面域で実施された地震探査データから地殻の速度構造を求め、陸側プレート内に高

P 波速度異常体が宮城沖だけに局在することを突き止めた。この高速度異常域は東北沖地震時大すべり域とよく

一致する一方で、小すべり域のプレート境界上には低速度の堆積物しか分布しないことがわかり、地殻構造とす

べり量の間に関係性が認められた。さらに、比較研究によってこの関係性が 1960 年チリ地震などの巨大地震にも

共通することが判明した。これより、地殻構造の把握が津波波源域の推定に有効であることが期待される。 

【図表】 

 

図 1. 測線下速度構造（右）

と海溝直行断面構造の概略

図（左）．右図中”High Vp”は

左図中”backstop”に対応す

る． 

図 2. 測線下陸側プレート

内の高速度（青線）・低速度

（赤線）域の分布と堆積プリ

ズム体厚さ分布，東北沖地

震時すべり量分布との比

較．大すべりは高速度・小

プリズム域に限定される． 

図 3. 海溝軸－高速

度 岩 体 間 の 距 離

（BT 距離）と，地震

時 す べ り 量 と の 比

較．BT 距離の長い

ところですべり量が

大きくなる傾向がど

の巨大地震イベント

についても認められ

る． 
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【研究の概要】(MS 明朝・10.5pt、180 字程度)  

東北地方において、活断層周辺や火山周辺における地震活動に対する東北地方太平洋沖地震の影響について検討

を行う。また、他の地震との比較検討を通して、地震発生モデルの高度化ならびに関係機関との連携強化を行う

とともに、内陸地震に関して得られる知見を災害軽減につなげる方策についても議論を行う。 

研究課題名 
大地震に伴う活断層・火山周辺の地震活動変化の詳細な検討とモデル化 

—東北地方太平洋沖地震および国内外の大地震を対象にした比較研究 
種目 

拠点

B 

研究代表者 岡田 知己 職名 准教授 

部   門 災害理学 分野 地震ハザード 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名））所属ごとにまとめて記入 

岡田知己・内田直希（地震ハザード）、三浦哲・山本希・市來雅啓（火山ハザード）、遠田晋次（国際巨大災害）、

日野亮太・和田育子（海底地殻変動）、飯尾能久（京大防災研）、長橋良隆（福島大）、山本英和（岩手大）、松本

聡（九州大）、Rick Sibson（オタゴ大）、松澤暢・矢部康男・中島淳一・長谷川昭（東北大・理） 

期 間 2014 年 4 月〜2015 年３月 経 費 750,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】(MS 明朝・10.5pt、200 字程度) 

秋田県北部・秋田県南部・福島/山形県境等の領域では、東北沖地震直後に活発になった（誘発された）群発地震

群が分布する。群発地震の応力分布、震源分布や地殻構造の推定を行った結果、東北沖地震による応力擾乱や東

北沖地震をトリガーとした流体の拡散によってそれらの群発地震群が発生した可能性を指摘した。また、2008 年

岩手・宮城内陸地震や 2001 年福島県浜通の地震、ニュージーランドの地震などについても同様の検討を行った。 

【図表】 
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【研究の概要】 

東北地方太平洋沖地震は、その周囲の地震発生様式を大きく変え、日本列島がこれまで経験したことがないよう
な状況を生じさせた。新たな活動様式を明らかにし、その原因とそこから予想されるハザードを理解することが
重要である。本研究では、小繰り返し地震を含む種々の地震、GPS 等のデータを用いて、関東地方および東北地
方で現在起きている地震活動の原因を調べ得られた地震活動の特徴をハザード評価につなげる。 

 

研究課題名 東北地方太平洋沖地震後の地震発生メカニズムの解明 種目 
拠点

B 

研究代表者 内田直希 職名 助教 

部   門 災害理学 分野 地震ハザード 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

内田直希・岡田知己（地震ハザード分野）・三浦哲（火山ハザード分野）・浅野陽一（防災科学技術研究所）・中島

淳一・太田雄策・長谷川昭・豊国源知・矢部康男・松澤暢（理学研究科） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

関東地方の地震に関しては、フィリピン海プレートの上面と下面での非地震的なすべりを繰り返し地震データか
ら推定した。また、メカニズム解からプレート境界でのすべり方向の時間変化を正確に推定するプログラム類を
開発した。今後はその適用により、2011 年東北地方太平洋沖地震前後のすべり方向の変化の有無を調べる。東北
地方においては、メカニズム解に基づく断層タイプの分類を進め、断層タイプ別の地震の分布について調べた。
その結果、本震による応力変化に対応した地震の分布が見られることがわかった。これらは今後注意すべき地震
タイプの予測に貢献する結果である。 

【図表】 

 

図：関東地方における繰り返し地震の分布（a、 b）とそこから得られたプレート境界の 17-20 の領域における非地
震性すべりの推移。(a)、(c)はフィリピン海プレート上面、(b)、(d)は下面に対応し、プレートの上下の面でのすべり
が明らかになった。 
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【研究の概要】火山噴火がどの場所で起こりうるかについて、ある程度事前に絞り込んでおくことができれば、

火山災害の軽減にとって極めて有益な情報となる。本研究では、活発化した火山で観測される山体の変形等を高

精度で把握することによって、噴火前のマグマの上昇・移動といった現象について可能な限り精確な推定を行い、

噴火ポテンシャルの評価を行うための手法を開発する。 

研究課題名 火山体変形モニタリングに基づく噴火ポテンシャル評価手法の開発 種目 
拠点 

B 

研究代表者 三浦 哲 職名 教授 

部   門 災害理学部門 分野 火山ハザード分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

山本希（火山ハザード）、太田雄策（東北大学理学研究科）、大園真子（山形大学理学部） 

 

 

期 間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】蔵王山周辺で断続的に発生している超長周期地震に伴う傾斜ステップ変化を

抽出し（図 1）、先験情報付非線型逆解析法によりその変動源を推定したところ、火口湖である御釜の北側の約 1。

8km の深さに 1km四方のダイクを仮定することで観測結果を概ね説明できることが明らかとなった（図 2）。今後

さらに観測事例を蓄積することにより、蔵王山直下における火山性流体の時空間分布とその力学的状態について

の知見が得られることが期待できる。 

【図表】 

 

図 1．気象庁坊平観測点において観測された傾斜ステ

ップ． 

図 2．傾斜ベクトルの観測値（黒矢印）と推定されたモ

デルからの計算値（赤矢印）．紫色は 1km四方のダ

イクの位置，赤三角は熊野岳山頂． 
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【研究の概要】 

精度・再現性の高い光ポンピング型全磁力計の携帯歩行観測が火山体繰り返し全磁力観測に適用可能か技術的

評価を行う。 従来の全磁力観測実績が豊富な吾妻山での定量的比較を中心に研究を行い、 東北太平洋沖地震後

の噴火予測を睨みながら順次北日本の主要な活火山での広域全磁力変動場の蓄積に取り組む。 より広域の全磁

力変動場を高頻度でモニターすることで側噴火や地盤変動を伴わない噴火予測に貢献する。 

研究課題名 噴火予測精度向上の為の全磁力繰り返し観測効率化の試み 種目 
拠点

B 

研究代表者 市來 雅啓 職名 助教 

部   門 災害理学研究部門 分野 火山ハザード研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

橋本武志・北海道大学 

山田尚幸(現気象庁)・仙台管区気象台 

海田俊輝、鈴木秀市、立花憲司、出町知嗣、中山貴史、平原聡・大学院理学研究科 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

光ポンピング磁力計と同等のオーバーハウザー型磁力計により吾妻山全磁力測量を 2014 年 6 月と 10 月に行っ

た。このデータを用いて 4か月間における熱消磁領域の推定を行った。10 月の測量時に携帯歩行による観測を計

画していたが吾妻山の 10 月頃の活動の活発化を受け、噴火即自予測の為の全磁力連続記録計設置に計画を切り替

え、現在も活動状況を監視している。連続記録計設置によって、吾妻山の地震・GNSS 監視以外による噴火予測

の取りこぼし防止が期待される。 

【図表】 
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【研究の概要】 

仙台平野南部の伏在活断層は、既存の反射法地震探査データによると岩沼市街地を抜け、愛島丘陵の東縁を通

り、北へ延長すると予想される。しかし、苦竹伏在断層（長町-利府断層の前縁の伏在断層）との関係は明らかに

なっていない。本研究では、精密な重力測定を複数測線において実施し、地下の活断層の連続性を空間的に追跡

し、仙台平野南部の活断層と苦竹伏在断層との関係について明らかにする。 

研究課題名 仙台平野南部の活断層と苦竹伏在断層との連続性について 種目 
拠点

B 

研究代表者 岡田真介 職名 助教 

部   門 災害理学研究部門  分野 地盤災害研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

岡田真介・今泉俊文（災害理学研究部門 地盤災害研究分野） 

住田達哉・牧野雅彦（産業技術総合研究所 地質情報研究部門） 

期 間 2014 年 4 月〜2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

愛島丘陵南部〜名取川右岸にかけて東西方向に標準 200 m 間隔で 6 本の測線を設定し、合計 232 点において相対

重力測定を実施した。本重力測定によって得られた重力値に、種々の補正を実施し、地質の密度に起因する情報

のみを残したブーゲ重力異常を求めた結果、地下の活断層運動に起因する重力変化が愛島丘陵よりも北部には延

長しないことから、仙台平野南部の伏在活断層は苦竹伏在断層とは連続しないことが明らかになった。 

【図表】 

図 1. 仙台平野の活

断層分布と H26 年

度重力測定位置お

よび周辺のブーゲ

重力異常． 

 

 

図 2. LaCoste & 

Romberg G 型重力

計を用いた相対重

力測定実施の様子．

重力測定と同時に

標高および位置座

標の取得のために，

GPS 測量を実施し

た． 
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【研究の概要】 

陸面過程モデルが気象データから植物・積雪の状態をシミュレーションできることを用いて、植物の濡れが原

因となる作物病害、融雪出水などの発生条件、気象要素依存性などを研究した。特にイネいもち病に関する研究

に重点を置いた。また、数値気象予報データを用い、これらの災害に関する予測の可能性について検討した。 

研究課題名 災害科学への陸面過程モデルの利用に関する研究 種目 
拠点

B 

研究代表者 山崎 剛 職名 准教授 

部   門 災害理学研究部門 分野 気象・海洋災害研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

山崎  剛  気象・海洋災害研究分野 

岩崎 俊樹  気象・海洋災害研究分野 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 698,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

 宮城県内の水田を想定して、気象データを入力し、葉面保水量の計算を行った。その結果は誘電率を用いた葉

面濡れセンサー出力とよく対応することが示された。葉面は降水のほかに、結露によってしばしば濡れ状態とな

るが、この様子も再現できた。気象データとして数値予報モデルによる予報値を用いることで、葉面濡れを原因

とする病害等の予測が可能であることがわかった。 

【図表】 

 

  陸面過程モデルによる葉面保水量の計算結果と誘電率を用いた葉面濡れセンサー出力の比較例 

（2013 年大崎市古川） 
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【研究の概要】雲解像モデルによる数値シミュレーション結果を最新の衛星観測データと比較し、日本周辺域に

おける降水量の再現性を定量的に明らかにする。雲物理特性の時空間分布をモデルと衛星観測で比較し、雲微物

理量分布の表現と地上降水量予測精度との関係を調べる。集中豪雨、豪雪等の事例を対象とし、再現実験を中心

に数値実験を行い、モデルの性能向上と降水量予測の改良を目指す。 

研究課題名 数値モデルと衛星観測の比較による日本域の降水量の定量的評価 種目 
拠点

B 

研究代表者 岩渕 弘信 職名 准教授 

部   門 災害理学研究部門 分野 気象・海洋災害研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

岩渕弘信（気象海洋災害研究分野） 

早坂忠裕・吉岡真由美・片桐秀一郎（東北大学大学院理学研究科） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】観測事例として、2013 年 7 月山形豪雨、8 月秋田・岩手豪雨、2014 年 2

月関東甲信・宮城豪雪について数値シミュレーションを行い衛星データとの比較を行った。これは雲解像モデル

による数値シミュレーションと衛星観測の物理量の比較検証、特に中高緯度に位置する日本域での検証と再現性

の改良に役立つ。地上での時間積算降水量の情報は、土壌や河川への流入量の予測に役立つため、将来的に災害

科学国際研究所の目指す防災・減災に役立つと考えられる。 

【図表】地表の豪雨をもたらした 3 次元的な水(雲)の分布は、衛星からとらえた気柱当りに含まれる量との比較では

ほぼ一致し、その変化を動的にとらえることができた。 

 

 

衛星(MODIS)雲頂輝度温度       モデル結果 

2013年 7月 18日 01 UTC 山形豪雨最盛時 

衛星(MODIS)水蒸気量     モデル積算水蒸気量 

 

衛星(MODIS)雲頂輝度温度        モデル結果 

2013 年 8月 9日 02 UTC 秋田・岩手豪雨最盛時 

衛星(MODIS)水蒸気量         モデル積算水蒸気量 

114



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の概要】宇宙環境のリスク要因と、とられている対策を調査した。主なリスク要因は、放射線粒子、高温

プラズマ（荷電粒子）そして原子状酸素である。これらについて、衛星の部位（表面、内部など）毎に整理して、

ＪＡＸＡなどの宇宙機関からの情報に基づいて、対策などを 詳しく考察した。結果は、地球電磁気・地球惑星圏

学会(SGEPSS)、第 11 回宇宙環境シンポジウムで発表すると共に、ＪＡＸＡ特別資料（単行本）に発表した。 

研究課題名 国際宇宙天気研究における COE 活動 種目
拠点

B 

研究代表者 小原 隆博 職名 教授 

部   門 災害理学部門 分野 宙空災害分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

小原 隆博（宙空災害分野・教授） 

土屋 史紀（宙空災害分野・助教） 

吉川 顕正（九州大学・国際宇宙天気科学研究教育センター・講師） 

期 間 ２０１４年４月～２０１５年３月 経 費 ８００，０００円 

【研究の具体的な成果・波及効果】２０１５年３月に福岡市で開催された国連/日本合同宇宙天気ワークショップ

にて、得られた結果を引用しつつ、国連が世界規模で進めている宇宙天気専門家会合の報告書について、本報告

書を取りまとめている共同議長の立場で発表した（現在、論文準備中）。発表では７種類のガイドラインを提案し

たが、本研究の成果は、これらのガイドラインに反映されている。 

 

【図表】 

国連宇宙天気専門家会合で議論されている「ガイドライン（案）」 

ガイドライン１ 加盟国と同国内及び国際機関は宇宙天気の影響を考慮して，宇宙機の設計，打上， 

運用を行うべき。 

ガイドライン２ 重要な宇宙天気データは全ての加盟国が利用できるようにすべき。 

ガイドライン３ 高度な宇宙天気モデルと予報ツールの開発を支援し促進すべき。 

宇宙天気モデルからの結果と予報に関する情報の共有と普及を支援し促進すべき。 

ガイドライン４ 宇宙機の異常等宇宙天気の影響に関する情報の共有と普及を支援し促進すべき。 

ガイドライン５ 宇宙天気の影響を低減するプラクティス情報の共有と普及を支援し促進すべき。 

ガイドライン６ 地上ベース及び宇宙ベースの観測に関する協力と連携を促進すべき。 

ガイドライン７ 宇宙天気の影響を理解するために，世界気象機関（ＷＭＯ）を通じた教育と訓練を 

促進すべき。 
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【研究の概要】太陽からはフレア等の爆発現象にともない、広帯域の電波が放出される。本研究では、先ず、広

帯域太陽電波を観測可能な装置を開発し、電波による太陽活動モニターの確立を目指す。次に、太陽電波データ

と太陽高エネルギー粒子現象(SPE)との比較を通じて、宇宙や高空での人間活動に影響を及ぼす高エネルギー粒子

現象と電波現象との関連を精査し、電波観測による太陽活動危険状態監視の可能性を探る。 

 

研究課題名 広帯域太陽電波常時観測による太陽活動危険状態の研究 種目 

拠点 

Ｂ 

研究代表者 三澤 浩昭 職名 准教授 

部   門 災害理学研究部門 分野 宙空災害研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

三澤浩昭、土屋史紀、小原隆博（宙空災害）、増田 智（名古屋大学太陽地球環境研究所）、岩井一正（国立天文

台野辺山太陽電波観測所） 

期 間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 796,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】地上からの宇宙電波観測下限周波数付近の 15MHz から 150MHz 迄を観測可

能な装置を開発し、本学に既存の 150～500MHz の装置と組合せて、15～500MHz での太陽活動監視を 2014 年 9

月より開始した。開始以降、小規模の(準)SPE が数回発生したが、1)発生時刻が太陽可視時刻であった場合には

Type-II 型電波が受信されており、電波が SPE 発生監視に役立つ可能性があること、一方、2)Type-II 型電波が出現

しても(準)SPE が発生しない場合もあり、これは SPE が発生しても粒子が地球に到達しにくい領域が発生源であ

ったと解釈され、電波による SP 発生監視は警戒の役割であることが示唆された。 

【図表】 

 

 

既存の 150～500MHz 電波観測装置[福島] 

開発した 15～150MHz 新電波観測装置[蔵王] 

上 図 ： 既 存 装 置 と 新 設 し た 装 置 で

2014/9/28 のフレア発生時に観測された太

陽 Type-II 型電波バースト。広帯域化により

バーストの全容が把握出来るようになった。 

 

左図：上図の電波出現と同時刻帯に米国の

SDO 衛星で撮像されたフレアの発生域。ル

ープ状の磁場が矢印の方向に伝搬するコロ

ナ質量放出が観測された。Type-Ⅱ電波は

この領域付近で発生したと考えられるが、

SPE は発生せず、粒子は発生したものの地

球に向かわなかった可能性が示唆される。 
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【研究の概要】 

落雷により発生する電磁波を低周波で観測すると、発生源の近傍では誘導界が卓越し、電磁波の波形は電流波形

と相似にとなる。これを利用し、低周波(ELF帯)電磁波観測から広範囲で発生する落雷エネルギー推定を行う。観

測される電磁場波形混入する電離圏での反射成分を評価するため、観測点の多点化による落雷発生源からの距離

依存性の調査と、電波伝搬の電磁界計算を開始した。 

研究課題名 落雷電流波形の導出を目的とした低周波電磁界伝搬特性の研究 種目 

拠点 

B 

研究代表者 土屋史紀 職名 助教 

部   門 災害理学 分野 宙空災害 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

土屋史紀, 小原隆博, 三澤浩昭, 森永洋介・東北大学大学院理学研究科（宙空災害） 

本間規泰, 本郷保二, 東北電力(株)研究開発センター 

佐藤光輝, 北海道大学大学院理学研究院 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

落雷に伴い発生する電磁波の観測を国内 2 点(宮城、大分)のデータ記録システムを改良し、自動で安定に観測を

継続する体制を整えるとともに、国内の多点観測を強化するため ELF観測システム 1式を新たに調達した。電磁

界計算による電離圏反射効果の評価の結果、落雷地点からおよそ 100km を超えると、ELF帯の波形の振幅は反射

波の混入の効果で距離減衰が小さくなり、波形自身にも落雷電流の元波形にはないアンダーシュートが出現した。

落雷エネルギーの評価においては電離圏反射の効果を評価する必要がある。 

 

落雷電流 J

rotH=J ELF観測点1 ELF観測点2

誘導磁場H

電離圏

電離圏反射成分

落雷のエネルギーの遠隔観測 → 雷害被害規模の推定

＜原理＞

落雷電流の誘導磁場成分 → 落雷電流波形

＜定量的推定への課題＞

・多地点観測及び電磁界計算による電離圏

反射電波の影響の評価
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(Honma et al. 2014)
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【研究の概要】 

長大活断層による連動型大地震を予測するには、連動の鍵を握る断層不連続区間や断層端部の分布形態や応力、

強度状態が重要となる。地形・地質学的データだけではなく、応力状態を示唆する微小地震活動等も取り入れて、

将来の連動の可能性を検討する必要がある。本研究では、研究期間中に糸魚川-静岡構造線上に発生した 2014 年

11 月 22 日長野県北部地震（M６。７）を事例研究として、活断層末端部の評価を行った。 

研究課題名 活断層端部の幾何形状と微小地震活動による地震ポテンシャル評価 種目 

拠点

B 

研究代表者 遠田晋次 職名 教授 

部   門 災害理学研究部門 分野 国際巨大災害研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

石村大輔・丹羽雄一（災害理学研究部門国際巨大災害研究分野、助教）、岡田真介（災害理学研究部門地盤災害研

究分野、助教）、片尾 浩（京都大学防災研究所、准教授）、Ross S. Stein (U.S. Geological Survey、 USA) 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

 長野県北部地震直後に現地踏査を行い、既知の糸魚川-静岡構造線神城断層沿いに地表地震断層を確認した。断

層の長さは９ｋｍ、上下変位は最大 80cm におよぶ。断層北端部では分岐・並走・バックスラストなどの複雑な

分布形態が認められた。分布の複雑性が動的破壊をコントロールしている可能性がある。余震はこの末端部以北

に多い。断層端部の詳細事前調査によって地震規模を適確に予測できる可能性が示された。 

【図表】 
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【研究の概要】 

三陸海岸における過去の巨大地震時の地殻変動の検出を目的として、完新世海成段丘および完新世低地上で掘

削調査を行い、古環境の変化を読み取る。過去の巨大地震時における地殻変動の検出は、それら地震の破壊領域

や津波波源の推定を行う上で重要な情報であり、さらには日本海溝の地震サイクルモデル構築に大きな知見を与

える。 

研究課題名 東北地方太平洋岸における過去の巨大地震時の地殻変動検出の試み 種目 

拠点 

B 

研究代表者 石村 大輔 職名 助教 

部   門 災害理学研究部門 分野 国際巨大災害分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

石村大輔、遠田晋次、丹羽雄一（国際巨大災害）、宮内崇裕（千葉大学大学院理学研究科） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

 三陸海岸北部（青森県八戸市〜岩手県久慈市）では複数回、沿岸部を間欠的に隆起させるイベントがあったこ

とが完新世海成段丘の標高とその年代から推定された。三陸海岸の中部に関しては完新世通してでは沈降傾向に

あるが、その間に上下地殻変動が示唆される層準が岩手県山田町の掘削試料中に認められた。 

【図表】 
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【研究の概要】平成 25 年 5 月に実施した東日本大震災被災地医療機関における受援計画に関するアンケート調

査では、災害拠点病院といえども受援計画策定率は 14%にとどまった。本研究では研究対象を国内全体の医療機

関に順次拡大し、受援計画策定状況調査及び受援計画策定の支援活動を行う。また得られた知見を海外の災害医

療に活用できるよう、各国政府、国連関係機関、NPO 等と情報共有を図る。 

研究課題名 日本の医療機関における受援計画に関する調査 種目 

拠点

B 

研究代表者 佐々木宏之 職名 助教 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害医療国際協力学 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

江川新一 災害医療国際協力学 

期 間 2014 年 4 月〜2015 年 3 月 経 費 850000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】平成 26 年 11-12 月に南海トラフ地震被災地域医療機関を対象とし、医療機

関受援計画に関するアンケート調査を実施した。600 超の医療機関より回答を得、現在、結果を解析中である。

また前回調査結果を日本集団災害医学会誌に投稿し採用（2015 年 6 月掲載予定）、さらに同結果は 2015 年 4 月

に開催される第 115回日本外科学期定期学術集会の特別企画演題として採用された。医療機関受援計画の用語は

徐々に浸透し、2015 年 3 月 4 日には順天堂大学医学部で開催された研究会で同内容の講演を行った。 

【図表】 
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【研究の概要】  

災害の際の感染症は非特異的な症状が多く、早期診断または病態の把握が困難であり、初期対応の遅延は予後に

直結する致死的イベントへと繋がる。こちらでは災害関連発熱疾患の各種検体を用いて、Galectin-9, Osteopontin

などのタンパク測定に加え、Lumienx での解析を行うとともに、並行してプロテオミクス解析を用いた新たなマ

ーカーの探求を行い、災害感染症の発症成因に迫るものとする。 

研究課題名 災害関連発熱疾患の早期発見のためのバイオ・マーカー研究 種目 

拠点 

B 

研究代表者 浩日勒 職名 助教 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害感染症学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

浩日勒、岩崎綋子、Divya D.N.、Tareg Omer、Yue Chen（災害感染症学）、Elizabeth Telan(フィリピン・サンラザ

ロ病院)、川瀬三雄（東北大学・医工学研究部門）、清元秀泰（東北大学メガバンク研究機構）、仁木敏朗（香川

大学）、小泉信夫（国立感染症センター） 

期 間  2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

デング熱において、全長型のオステオポンチン(OPN)と切断型 OPN の双方を測定し、前者が急性期に、後者が回

復期に上昇することを示し、OPN が免疫と凝固の活性の指標となるクロストークマーカである可能性を示した。

人獣共通感染症の早期及び鑑別診断法 (POCT)の確立及び応用で洪水の際に発症する災害感染症であるレプトス

ピローシスについて、従来の抗体測定法に加え迅速な LAMP アッセイまたは Real-time PCR で急性期のレプトス

ピラ遺伝子の測定が可能であることを分かった。これは尿検体でも確認できた。 

【図表】                     図１                      図２ 

 

図１：デング感染における炎症と凝固系マーカー変化の概念図  

図 2：レプトスピローシス患者尿検体を用いた二次元電気泳動解析による蛋白質の発現 
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【研究の概要】 

災害医療現場での迅速かつ的確なトリアージの一助として、災害時 X 線撮影は大いに期待されている。しかし

災害時 X 線撮影において、電源設備が損傷を受けた場合、X 線撮影が行えないことがあり、重大な課題となって

いる。そこで、電源設備損傷に対応するために、従来の家庭用電源に加えてバッテリなどの多様化した電源を使

用できる災害時 X 線撮影装置の高電圧装置の開発を目指す。 

研究課題名 災害医療時の X線撮影のための高電圧装置に関する基礎的検討 種目 

拠点 

B 

研究代表者 千田 浩一 職名 教授 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害放射線医学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

千田浩一、稲葉洋平、小林亮太、八島幸子（災害放射線医学分野）、李昌一（神奈川歯科大学大学院） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】申請者らは、既に一般用の 100V 電源にて稼働する災害時用移動型 X 線発生

装置の試作を行っている。本プロジェクト研究申請課題では、災害時電源設備損傷に対応するために、新たにバ

ッテリなどを用いて供給電源を多様化した災害時 X 線撮影装置の開発を行うことができた。装置外付けのバッテ

リ電源を開発し、胸部 X 線撮影を行うのに十分な電源供給能力があることを確認した。本成果は、ECR2014 等の

一流の学会で研究発表を行こない、さらに特許出願を行うことができた。 

【図表】 
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【研究の概要】 

福島原発事故を踏まえ、住民や作業員の放射線影響の軽減が急務である。放射線により心筋梗塞や脳梗塞のリ

スク増加が報告されており、そのリスク軽減を目的として研究を行った。培養ヒト血管内皮細胞を用いて放射線

によるリスク増加の機序について研究し、心筋梗塞のリスクを増大することが報告されている非ステロイド性抗

炎症薬(NSAIDs)が放射線の影響を修飾するかどうかについて検討した。 

研究課題名 

低線量・低線量率放射線被ばくによる脳梗塞・心筋梗塞発症の原因解明の 

ための基礎的研究 

種目 

拠点

B 

研究代表者 細井義夫 職名 教授 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害放射線医学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

細井義夫・災害放射線医学分野 

上原芳彦・大学院医学系研究科・放射線生物学分野 

村田泰彦・大学院医学系研究科・放射線生物学分野 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

放射線量依存性に血管内皮細胞は細胞接着因子の一つである ICAM-1 を過剰発現することを明らかにした。

ICAM-1の発現増加は血栓の形成を促進し、心筋梗塞や脳梗塞の原因となりえる。さらに一部のNSAIDsが ICAM-1

の発現をさらに亢進させることを明らかにした。これらの結果から、NSAIDs の服用を避けることで、放射線被

ばくによる心筋梗塞や脳梗塞のリスクを軽減させることができる可能性が明らかになった。 

【図表】 

培養ヒト血管内皮細胞における放射線による細胞接着因子の発現 

放射線照射の 6 時間後に血管内皮細胞の ICAM-1 の発現は亢進したが、VCAM-1 と E-selection の発

現は影響を受けなかった。 
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【研究の概要】原子力事故など放射線が関与する事故発生時には、多くの市民の中から直ちに治療措置が必要な

被曝者の選定が必要である。しかし、大量のスクリーニングが可能なバイオドシメトリー法は存在しない。そこ

で本研究では、電子スピン共鳴(ESR)を利用し、血液サンプル中のフリーラジカルやラジカル消去能を総合的に定

量することで、簡便に被曝をスクリーニングする今までにない新手法の開発を試みる。 

研究課題名 血液中フリーラジカル定量による低線量被曝スクリーニング法の開発 種目 

拠点 

B 

研究代表者 稲葉 洋平  職名 助手 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害放射線医学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

稲葉洋平、千田浩一（災害放射線医学分野）、盛武敬（産業医科大学）、平山暁（筑波技術大学） 

期 間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】X 線 3Gy を照射したマウスから経時的にわずか 100μl の採血を行い、そのラ

ジカル消去能の変化を i-Strap W.B.（同仁ローカル社） を用いて手法で測定した。ラジカル消去能は照射 3 時間

後では減少傾向、照射後 72 時間後では増加傾向を見せた。今後、条件や検討数を増やしてより詳細に研究を進め

ていくことで、X 線照射線量とラジカル消去能の相関から、被曝線量推定の可能性があると考えている。 

 

【図表】    ☆i-Strapの測定原理          ☆Ｘ線３Gy照射後のラジカル消去能の変化 
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【研究の概要】心的外傷後ストレス障害（PTSD）は死に至るような的事を体験することによって生じる精神障害

である。恐怖記憶の消去不全が PTSD の病態モデルと考えられる。ミクログリアは中枢神経系における免疫担当

細胞であり、ストレス傷害に対する免疫応答に重要な役割を果たすことが示唆されている。申請者らはミクログ

リアの活性化が恐怖記憶の消去を制御するメカニズムを見出すことを目的に研究を行う。  

研究課題名 免疫機能の活性化による災害ストレス関連精神疾患発症機構の研究 種目 

拠点 

B 

研究代表者 兪志前 職名  

部   門 災害医学研究部門 分野 災害精神医学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

兪志前，富田博秋（災害精神医学），浩日勒（災害感染症学），喜田聡，福島穂高（東京農業大学・バイオサイエ

ンス学科） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】我々はマウス PTSD モデルを用いて恐怖記憶消去に伴う M1 ミクログリア

の炎症性サイトカイン TNFα の産生の抑制および M2 ミクログリアの分化亢進が確認された。 また、 M1 ミク

ログリアの分化を抑制することによって、 恐怖記憶消去の促進が確認された。さらに、恐怖記憶の消去に伴い、

神経栄養因子 IGF1 および TGFβ1 の増加が確認された。本研究は、ミクログリア分化が恐怖記憶の消去に及ぼす

影響を明らかにした。PTSD の病態解明や根本的な治療薬・予防法の開発に繋げる。 

【図表】 
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【研究の概要】大規模災害などによる強いストレスはうつ病や不安障害、心的外傷後ストレス障害（PTSD）など

の精神神経疾患発症の引き金となり得る。胎児期に母体が受けるストレスによって惹起される内分泌応答が子の

将来の精神神経疾患発症の脆弱性に繋がるのではないかと推察し、胎児期に受ける神経内分泌ホルモンのオキシ

トシン曝露が将来の不安行動、社会行動などに与える影響について検証を行った。 

研究課題名 災害ストレスによる精神神経疾患発症機序における内分泌機能解析 種目 
拠点 

B 

研究代表者 笠原 好之 職名 助教 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害精神医学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

笠原好之、 富田博秋（災害精神医学） 

期 間 2013 年 10 月〜2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】胎児の脳神経の形成時期に母体を通じてオキシトシンの曝露を受けることに

よって、子が生育後に不安行動が高まることを見出した。これは妊娠期に母体が受けるストレスによる内分泌応

答が子の将来の精神神経疾患発症に関わる可能性を示すもので、今後はこの観点に立脚した研究・調査の必要性

がある。 

 

【図表】 
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【研究の概要】 

震災とその後の環境変化によるストレスは、長期にわたって身体に影響をおよぼすと考えられる。これまでの

我々の研究では、ストレスホルモンであるコルチゾールが子宮組織に蓄積することを明らかにしてきた。今回コ

ルチゾールの分子メカニズムとして、新たに S100P タンパクを誘導し、RAGE を介して細胞増殖などに関わって

いることを明らかにした。 

研究課題名 災害ストレスによる婦人科疾患発症予測マーカーの確立 種目 

拠点 

B 

研究代表者 三木 康宏 職名 講師 

部   門 医学研究部門 分野 災害産婦人科学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

三木康宏、伊藤 潔（災害産婦人科学分野）、五十嵐勝秀（国立医薬品食品衛生研究所）、種村健太郎（東北大学

大学院農学研究科）、鈴木 貴、高木清司（東北大学大学院医学系研究科） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

代表的なストレスホルモンであるコルチゾールについて、子宮内膜癌に及ぼす分子メカニズムを検討した。コ

ルチゾールは S100Pタンパクの発現を誘導することを培養細胞で、コルチゾールシグナルと S100P の発現が相関

することをヒト組織でそれぞれ確認した。S100P が RAGE を活性化させることで細胞増殖などを引き起こす可能

性を見出した。本研究から、震災ストレス等によって分泌されるコルチゾールの女性生殖器へ影響を予測するバ

イオマーカーとして、今後さらに S100P 機能を明らかにしていきたい。 

【図表】 

    

子 宮 内 膜 癌 に お け る

S100P（緑）とコルチゾー

ル受容体（赤）の発現（青

は細胞の核を示す） 

コルチゾールはその受容

体（GR）を介して S100P

の発現を誘導し、S100P

は RAGE に結合する。結

果、RAGE の下流にある

増殖シグナルが活性化さ

れると考えられる 
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【研究の概要】先の東日本大震災において災害弱者である妊産婦は医療アクセスが途絶した結果、極めて危険な

状況下におかれた。このプロジェクトは妊娠分娩を守るために、分娩に携わる可能性のある幅広い職種に対し、

国際標準化された分娩取扱い教育プログラムを展開し、その教育効果を検証する。これらによって、被災地再生

の礎となる妊娠分娩を庇護し、明るく希望に満ちた地域社会の復興を具現化する。 

研究課題名 被災地における国際標準化された災害時分娩取り扱い教育プログラムの展開 種目 

拠点 

B 

研究代表者 齋藤 昌利 職名 助教 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害産婦人科分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

伊藤潔（災害産婦人科分野・教授） 

菅原準一（東北大学東北メディカル・メガバンク機構・教授） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】2014 年 8 月に、医師、看護師、助産師、家庭医、救急隊員など産科救急に

携わる医療関係者（計 44 名）に向けた教育プログラム（座学と実習）を、石巻赤十字病院で開催し、教育効果を

検証した。救急救命士や救急隊などを対象とした災害時の病院前分娩への対処の講習では、正常分娩の基本的な

対処方法を研修、産婦人科医や助産師を対象とした講習では災害時にリソースが乏しい中での難産や難しい胎位

のお産、妊娠の合併症への対処を研修し、災害時に役立つ産婦人科知識を周知した。 

【図表】 

 

実技 座学 

ALSO - Advanced Life Support in Obstetrics 

医師が、周産期救急に効果的に対処できる知識や能力を発

展・維持するための教育コース 

BLSO - Basic Life Support in Obstetrics 

産科救急基礎コースとなるトレーニングコース 

病院前の産科救急的対処を主とし、特に産科救急に突然遭遇

する可能性がある救急医、救急救命士などが対象のコース。 
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【研究の概要】東日本大震災後、宮城県沿岸部に居住している小中学生では内陸部に居住している小中学生と比

較してアトピー性皮膚炎の有症率が高いことが報告されている。特に仮設住宅に居住している小中学生ではアト

ピー性皮膚炎の所見が認められた割合は 32%であり、仮設住宅以外に居住している小中学生より 11%も高かった。

本研究では、仮設住宅でアトピー性皮膚炎が増加している原因を検討することを目的とする。 

研究課題名 仮設住宅に住む小児アトピー性皮膚炎増加の原因解明 種目 

拠点 

B 

研究代表者 栗山 進一 職名 教授 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害公衆衛生学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

相場節也、小澤麻紀（東北大学大学院 医学系研究科 皮膚科学分野） 

菊谷昌浩、目時弘仁、小原拓、石黒真美、佐藤ゆき、宮下真子、山中千鶴（東北メディカル・メガバンク機構） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】小児のいる仮設住宅 1軒、仮設以外の住宅 7軒で調査にご協力いただき、調

査票調査の実施及び寝室の空中真菌数、ダニ粗抗原量、総揮発性有機化合物（TVOC）濃度を測定した。仮設住

宅では、真菌数が全世帯中 2番目に高い数値を検出した。住宅の種類に関わらずカーペットや布団ではダニ粗抗

原が多く検出された。TVOC 濃度は測定機器の不備により測定できなかった。参加世帯には結果の回付とともに

皮膚トラブルを予防するパンフレットを配布し、子どもの QOL向上に努めた。 

【図表】 

 

＊1：ダニ粗抗原量目安 

++（>35μg） 

+（10μg） 

+-（5μg） 

-（<1μg） 

※「リオンテック株式会社マ

イティチェッカー」使用 
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【研究の概要】 

本研究において、必要な患者情報と画像の紐付けを行い、サーバーはじめ任意にデータ転送するアプリケーショ
ンを開発した。用途としては、災害時における被災者とトリアージタグの紐付け、外傷の記録などを簡易に記録
することを目的としている。災害時においては、ネットワークインフラが十分でないことも多々あるため、2014
年度は衛星回線との接続により通信網の確保まで含めた環境構築を行った。 

研究課題名 モバイル端末からの患者画像情報転送システムの開発 種目 

拠点 

B 

研究代表者 中山 雅晴 職名 教授 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害医療情報学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

井上 隆輔（東北大学病院 メディカル ITセンター） 

期 間  2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

マスタ設定により、バーコードや手入力による患者リスト化、紐付けるべきデータ種別の設定やデータ名称など
が容易に設定可能である。本アプリケーションによりモバイル端末で撮影した画像情報を医療関係者間で簡便に
共有することができ、応用は災害時のみならず通常でも使用可能なソフトである。リストは暗号化され、本ソフ
トを利用したもののみが可視化できる。また、本年度は情報通信網が不十分な際でも対応できるよう衛星電話と
の接続を担保した。 

【図表】 

アプリケーション

Medical Report

衛星電話

ワイドスターⅡ

無線ＬＡＮ
トランシーバ
コントローラ
ＩＰ1000Ｃ

HUB

患者プロファイル作成 患者IDスキャン もしくは ID手入力

外傷など画像撮影
プロファイル完成

患者プロファイル作成

災害発生時の情報通信網が

不十分な際を想定。

⇒衛星電話との接続により構成が
可能となった。

プロファイル入力

トリアージ作成

Level選択 Status選択 コメント入力 外傷など画像撮影 トリアージ完成

ファイル選択
（患者プロファイル用）

ファイル選択
（トリアージ用）

患者ステータス

結果プレビュー

結果プレビュー
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【研究の概要】 

宮城県内の仮設住宅の健康調査の解析を実施し、地域差やソーシャルサポートの影響などを調べると共に、県

内の地域包括支援センターを対象として、地域包括ケアの現状や災害対応について調査を行った。宮城県内の地

域包括支援センター118カ所のうち 85カ所から回答が得られた（回答率 73％）。 

研究課題名 「地域包括ケアシステム」による災害対応地域コミュニティの構築 種目 

拠点

B 

研究代表者 小坂 健 職名 教授 

部   門 災害医学部門 分野 災害口腔科学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

長 純一・石巻市地域包括ケアセンター 所長 

池田昌弘・NPO法人全国コミュニティライフサポートセンター理事長 

植田信策・石巻日赤病院健診部長 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

被災地の避難者の健康状況を明らかとなり、県庁のウェブサイトに詳細な報告書が掲載されるとともに、支援政

策に大きな影響を与えた。地域包括の調査からは、医療や介護の連携は進んできたが、小中学校、スーパーや金

融機関、消防、警察と行った保健以外のセクターの地域資源との連携はまだ進んでおらず今後の課題となってい

る。地域ケア会議などは実施されている。地域包括ケアシステムによる防災対応は肯定的な意見が多かった。 

【図表】神経難病等医療ニーズが高い者の避難先の確保 

 

     平均2.42 SD=1.17 

χ2乗検定 P値 

1都市部とそれ以外 0.03* 

2被災地区とそれ以外 0.91 

 

 

   地域包括ケアシステムよる防災対策は有効か？ 

 

平均3.84 SD=0.96 

χ2乗検定 P値 

1都市部とそれ以外 0.94 

2被災地区とそれ以外 0.08 
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【研究の概要】 

本研究は、災害の記録・記憶やアーカイブを取り巻く「学問化」を目指すために、東日本大震災に限らず、これ

まで設立されてきた様々な災害に関する記憶・記録に関する拠点間（ミュージアム、資料館、アーカイブ等）に

おける交流と連携によって、以上を取り巻く収集・保管・活用に関する調査および整理を行い、災害アーカイブ

学の構築について探索した。 

研究課題名 災害の記憶・記録に関する拠点間の連携を通した災害アーカイブ学の探求 種目 

拠点

B 

研究代表者 佐藤 翔輔 職名 助教 

部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害アーカイブ研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

佐藤翔輔、今村文彦、柴山明寛（災害アーカイブ研究分野）、マリ・エリザベス（防災社会国際比較研究分野） 

平川新（宮城学院女子大学）、阿部恒之（東北大学大学院文学研究科）、林勲男（国立民族学博物館）、阪本真由美（名古屋大

学減災連携研究センター）、宇田川真之、渡邉敬逸（人と防災未来センター）、山崎麻里子（長岡アーカイブセンター） 

期 間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

実施した各種シンポジウムと「災害の記憶・記録の場」に関する体系的調査に基づき、災害アーカイブ資源論、

災害アーカイブ管理論、災害アーカイブ拠点論からなる「災害アーカイブ学の構築」に資する基本概念モデル案

を構築した。平成 27 年度は、特に災害アーカイブ資源論に焦点をおき、現状の災害アーカイブの特徴、災害アー

カイブが果たす役割を明らかにした。 

【図表】 

 

図 「災害の記憶・記録の場」調査結果の空間分布（佐藤ら，2015，印刷中） 

ミュージアム・資料館

語り部・被災地案内

デジタル・アーカイブ
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【研究の概要】 

東日本大震災で津波被災を受けた石巻市立鹿妻小学校において展開されている「災害復興教育モデル」の高度

化に取り組んだ。また、継続的な実践によって蓄積された地域に根差した復興情報を「地域版復興情報共有プラ

ットフォーム」に実装するための基本検討を行った。さらに、防災教育フォーラムの開催などを通して、防災教

育や復興教育に関係する研究者や実践者による議論を深化させた。 

研究課題名 復興教育モデルの高度化と地域版復興情報共有プラットフォームの構築 種目 

拠点 

B 

研究代表者 佐藤 健 職名 教授 

部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害復興実践学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名） 

佐藤 健、桜井愛子、徳山英理子（災害復興実践学）、柴山明寛（災害アーカイブ）、小川和久（東北工業大学教

職課程センター）、村山良之（山形大学大学院教育実践研究科）、長 幾朗（早稲田大学大学院国際情報通信研究

科）、藤岡達也（滋賀大学教育学部）、片桐知彦（仙台市立長町中学校） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

石巻市立鹿妻小学校での 3 年間にわたる「災害復興教育モデル」の実践により、地域に根差した復興情報を蓄

積することができた。また、開発モデルの実践研究成果は、石巻市内の渡波小学校や湊小学校における教育実践

に波及した。さらに、「防災フォーラム in 長町」や「防災教育に関する情報交流セミナー」を主催することによ

り、東日本大震災の被災地の学校における復興教育や防災教育の実践上の現状と課題を共有することができた。 

【図表】 

 

「地域版復興情報共有プラットフォーム」の構築イメージ 

  

防災フォーラム in長町「防災教育と地域連携」1)    防災教育に関する情報交流セミナー2)
 

1) http://irides.tohoku.ac.jp/media/files/_u/topic/file1/20140805_report.pdf 

2) http://irides.tohoku.ac.jp/media/files/_u/topic/file1/20150105_report.pdf 

  

  

鹿妻小学校での災害復興教育モデルの実践 
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【研究の概要】 

被災地の復興まちづくりにおいては、今回整備される L1 防潮堤が大きな問題の一つとなっている。防災面から

必要なものが、まちづくり面では不要どころか阻害物になりかねない。こうした防潮堤整備に関し、岩手、宮城

の各地では、実践的にどのような調整が行われたのか、調査・整理することを通じて、今後の津波に対する防災

まちづくりに資する知見を得るものである。 

研究課題名 

L1 津波防御とまちづくりの調整に関する実践的調査 種目 

拠点 

Ｂ 

研究代表者 平野勝也 職名 准教授 

部   門 情報管理・社会連携部門  分野 災害復興実践学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

平野勝也、小林徹平（災害復興実践学分野） 

期 間 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

反対運動などの調査から、キーとなる課題を抽出した。具体的には、防災・生業・持続可能性・歴史であり、そ

の観点から、コンフリクトを統一的に解釈した。また、防潮堤の高さ決定に関わる問題についても論考を深め、

その成果は土木学会海岸工学委員会・土木計画学委員会共催の減災アセスメント小委員会の議論に展開し、土木

学会提言を目指してよりコンフリクトが小さく、効果的な方法論を目指して議論が進められている。 

【図表】 

石巻市雄勝地区でコンフリクト解決のために作成した防潮堤案 

 

2013 年 4 月～2015 年 3 月 
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【研究の概要】本研究は、災害研究データの視覚化手法開発研究として実施してきた「災害のデータスケープ」

プロジェクトを発展・継続し、災害教訓の継承および研究成果のアウトリーチに寄与する目的で、災害関連情報

の視覚化手法の調査開発の研究活動を行うとともに、それを活用した実践的な表現形式による発信活動を、所内

外の研究者・専門家等と連携しつつ行う。 

研究課題名 災害関連情報の視覚化表現によるコミュニケーションデザインの研究 種目 

拠点

B 

研究代表者 職名 准教授 

部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害復興実践学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

本江正茂（災害復興実践学分野） 

期 間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 1,000 千円 

【研究の具体的な成果・波及効果】災害研の研究成果を、一般にも分かりやすくインフォグラフィクスで表現し

た。その成果品は、国連防災世界会議パブリックフォーラム復興パビリオンをはじめ、災害研気仙沼分室、New 

York のギャラリーや六本木の文化施設等、国内外の複数の会場で一般向けに展示し多数の来場者に見ていただい

た。公益財団法人日本デザイン振興会が主催する「グッドデザイン賞」に応募、2013 年に受賞した

（http://www.g-mark.org/award/describe/40593）。 

【図表】 

 

本江 正茂 
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【研究の概要】東日本大震災の被災地では、いかにして地域の記憶を継承するかが大きな課題である。本研究で

は、「まちの記憶の継承」－街区構成や街並要素を新たな住宅団地へ導入する方法－と、「くらしの記憶の継承」

－地域独自の暮らし方や地域資源を新たな住宅団地に活かす方法－の２つの側面から研究を行い、今後起こりう

る自然災害からの復興において、地域の記憶を継承する方法の一端を示すことを目的とする。 

研究課題名 地域の記録・継承の研究及び実践活動 種目 

拠点 

B 

研究代表者 小林 徹平 職名 助手 

部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害復興実践学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

小林 徹平、平野勝也(災害復興実践学分野、土岐文乃(東北大学大学院工学研究科 都市・建築学専攻) 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,0000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】今まで携わってきた高台移転や防潮堤事業などに関する課題と成果に関する

基礎資料を作成した。また、実務面では、地域の記憶や復興事業に関する情報発信を行う施設のコンセプトの立

案・実務におけるプロジェクトマネージャや、外部支援者(アートディレクター・ランドスケープデザイナー)と

の協働から地域資源を活かした地場産材のリーフレットや、記憶を継承する地域像の計画案を作成し、計画案と

関連する行政主体で進められている防潮堤の形態や低平地の土地利用などに関して、産官学で連携し進めている。 

【図表】  情報発信施設      防潮堤代替案  

 

地域資源を活かした地域持続性の検討・成果リーフレット 
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【研究の概要】災害被災地における生業活動や地域社会の特徴について、過去の歴史的変遷と震災後の変化を調査し、

その要因となった社会的背景や自然環境条件を分析する。東日本大震災により被災した宮城県・岩手県沿岸部の漁村を

研究対象とするが、第一次産業を基盤とする地域社会の海外の事例として、東日本大震災とほぼ同時期に大規模な豪雨

災害を経験したインド・ヒマラヤ西部のラダーク地方の山村でも調査研究を進めている。 

研究課題名 地域社会における生業活動の変遷と災害からの復興 種目 

拠点

B 

研究代表者 池田 菜穂 職名 助教 

部   門 情報管理・社会連携部門 分野 社会連携オフィス 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

池田菜穂・小野裕一・社会連携オフィス， 

川島秀一・災害文化研究分野， 

永見光三・四倉禎一朗・独立行政法人 国際協力機構 東北支部（JICA東北） 

期 間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】東日本大震災の被災地では、震災当時や震災からの復興過程における住民の対応

について現地調査をおこなった。その結果、一部の調査地では地域社会内部における人々の関係性の在り方が変容し、

住民による震災時の対応や漁業の復興過程に影響を与えていたことなどが明らかになった。また、漁業と漁村に関す

る資料収集を進めた。さらに、インド・ヒマラヤのラダーク地方における水害への住民の対応や現地の防災体制につ

いて、前年度までに実施した調査結果をもとに英語論文の執筆を進めた。 

【図表】 

東日本大震災の被災地での調査では、①過去の災害時に、住民が無縁仏を丁寧に供養していた事例（図１）があっ

たことや、②東日本大震災の発生時には、伝統的な同族集団による集落の意思決定の仕組みが、それほど力を発揮

しなかった事例があったことなどが明らかになった。また、東松島市の宮戸島では、震災復興過程において、地域

社会内部の人々の繋がりを維持する力をもつ伝統行事（図２）を、住民自身が残そうとしていることが確認できた。 

   

図１（写真左）．宮城県「七北村」(仙台市)から来ていて昭和８年の津波で被災した男性の墓 

（宮古市田老町水沢、2015.2.16 川島撮影） 

図２（写真右）．震災前の、国指定民俗文化財の小正月行事「えんずのわり」 

（東松島市の宮戸島の月浜集落、2011.1.14 川島撮影） 

 

137



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の概要】東北地方太平洋沖地震津波における各自治体の被災データに基づいて、最先端の統計学技術を利

用する事によって、より高い精度の津波被害関数を構築する。被災データは建物毎にある津波浸水深、建物の構

造、階数など又は漁船の構造、トン数等を使用する。更には、津波数値解析による津波流速、漂流物の影響、被

災メカニズム等を考察する。被害関数を解析するには、高い精度の統計方法を適用する。 

研究課題名 

先進的な統計手法を用いた 2011 年東北津波の被害関数構築とその応用 

アプリケ―ションの作成 
種目 

拠点 

B 

研究代表者 サッパシー・アナワット 職名 准教授 

部   門 寄附研究部門 分野 地震津波リスク評価（東京海上日動） 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

今村文彦、サッパシーアナワット福谷陽、安倍祥、保田真理（地震津波リスク評価（東京海上日動）寄附研究部

門）、Tiziana Rossetto、Ingrid Charvet（ロンドン大学） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】東北地方太平洋沖地震津波における津波による建物被害データ（構造・階数・

海岸地形）と漁船被害データ（トン数・船質・海岸地形）を利用し、津波被害関数を構築した。構築した被害関

数は、損害保険会社や防災対策などに活用されている。今後の津波リスク評価、避難施設設計、復興計画等に貢

献する。研究成果を一般に広く活用してもらう目的で、スマートフォンやタブレット等のアプリケーションを開

発している最中である。 

【図表】 

 

2011 年東北地方太平洋沖

地震津波による建物フラジ

リティー・サーフェス（浸

水深と流速・気仙沼市被害

データ使用）。  

     上の図は漂流物効果

を考慮した場合、下の図は

漂流物効果を考慮しなかっ

た場合。 
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【研究の概要】ごく限られた時間に緊急的な避難行動をとらなければならない津波避難対策を地域において具体

化し多様な避難課題を克服していくために、平時における備えのための地域防災の取り組みの方法を津波避難プ

ログラムとして提案する。今年度は、地域ごとの特性に応じた津波避難計画の検討手法や、さまざまな状況・対

象者に対応した避難訓練の実施手法を構築・提案しながら、各地でその実践と検証に取り組んだ。 

研究課題名 地域特性と避難課題に対応した津波避難プログラムの構築と実践 種目 

拠点 

Ｂ 

研究代表者 安倍 祥 職名 助手 

部   門 寄附研究部門 分野 地震津波リスク評価（東京海上日動）寄附研究部門 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

今村文彦，保田真理（津波工学），サッパシー・アナワット，福谷陽（地震津波リスク評価寄附） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】①地域ごとの津波避難計画を住民参加のもとで検討・具体化するため、自治

体の防災担当部局と連携して避難計画検討のワークショップ手法、そのための情報やツール類を整理し実践手法

を構築した。その手法は、宮城県気仙沼市ならびに仙台市において自走的に展開されている。②高台のない平野

部、来訪者の多い観光地や商業施設など、地域課題を踏まえた津波避難訓練手法を検討・構築し、避難訓練を企

画・実践して、訓練を通じて得られた体験やデータに基づいて避難行動の実現性を検証した。 

【図表】 

 

地域ごとの津波避難計画を検討するワークショップの実践

３～４回の連続ワークショップによる取組例

①震災当時の避難方法や避難経路の聞き取り、情報共有

②現時点の津波避難マップの検討
（避難場所、避難経路、地域独自の避難場所、など）

③地域における避難ルールの検討
○津波警報の伝達・入手方法
○避難目標地点までの「避難の目標時間」
○地域での声がけルール
○非常持出品の準備
○車による避難のルール
○避難場所周辺での車の駐車方法
○避難行動要支援者の支援方法 など

④ タウンウオッチング（まちあるき）による避難経路の
確認、津波避難マップの内容再検討

気仙沼市における地域の津波避難計画検討
ワークショップ手法

ワークショップ実践事例
（宮城県気仙沼市）

観光客も対象とした津波避難・避難誘導
訓練実践事例（福島県いわき市）

大規模小売店を対象とした津波避難・避難誘導
訓練実践事例（岩手県陸前高田市）
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【研究の概要】 

本研究では、東北地方太平洋沖地震の知見を反映させた確率論的津波ハザードに関する研究成果を基に、東北地

方太平洋沖地震の被害データを用いて評価された津波のフラジリティに関する研究成果を融合させることで、確

率論的に津波リスクを評価することを目的とする。また、津波ハザード評価に包含される不確実性を可視化する

ことで、不確実性を視覚的に伝達する手段を提案する。 

研究課題名 不確実性を考慮した確率論的津波リスク評価に関する研究 種目 

拠点

B 

研究代表者 福谷 陽 職名 助手 

部   門 寄附研究部門 分野 地震津波リスク評価（東京海上日動）寄附研究部門 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

今村文彦、サッパシー・アナワット、安倍祥、福谷陽（地震津波リスク評価（東京海上日動）寄附研究部門） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

研究成果は大きく分けて 2つある。まず、昨年の成果である再現期間毎の津波遡上領域の評価結果と、津波フラ

ジリティを融合させ、津波リスクカーブを評価し、津波リスクを定量化した。定量化した津波リスク指標を用い

て、津波リスクを客観的に比較・検討することが可能となる。また、津波ハザード評価に包含される不確実性を

津波ハザードマップ上に可視化し、評価の不確実性を視覚的に伝達する手段を提案した。  

【図表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 津波リスクカーブと津波リスクの定量化      図 2 評価の不確実性を陽に表現した 

津波ハザードマップ 
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UB 市庁舎（SHM01）におけるリアルタイム地震観測 

【研究の概要】 

発展途上国であるモンゴル国ウランバートル市(ＵＢ市)の地震災害軽減のための防災技術支援として、研究代表

者らは、リアルタイム地震観測装置を現地に設置して、ウランバートル市を対象とした早期地震警報システムや

重要建物の構造ヘルスモニタリングに供するための研究活動をモンゴル科学アカデミーおよびモンゴル科学技術

大学共同で行う。 

研究課題名 モンゴル国におけるリアルタイム地震防災システム構築の技術支援 種目 
拠点 

B 

研究代表者 源栄正人 職名 教授 

部   門 災害リスク研究部門 分野 地域地震災害研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

大野晋,王欣・東北大学災害科学国際研究所（地域地震災害研究分野） 

Dembrel Sodomsanbuu, （モンゴル科学アカデミー・天文地球物理研究所） 

Tsamba Tsoggerel (モンゴル科学技術大学・土木建築学部（2015 年 2 月より）) 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

周辺の高地震地帯からの伝播経路にあたる公共施設５点（3ch+GPS）とＵＢ市内の公共施設に構造ヘルスモニ

タリングを兼ねた観測装置（9ch+GPS）（別途予算措置された設備）を輸出し、逐次設置を始めるとともに、防災

上最重要施設の一つであるＵＢ市庁舎に設置したリアルタイム地震観測を行っている。観測データの分析に建物

の振動特性の分析や地震防災教育への活用や技術支援による社会貢献、国際貢献が期待できる。 

【図表】 

 

H26 年度設置した軟弱地盤
上の 10 階建て建物（SHM02） 設置予定の５観測点（EEW01-EEW05） 
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【研究の概要】 

低頻度極大地震動や長周期長時間地震動に対する免震構造物の過大変形抑制を目的とした振動制御法について

の研究を展開した。具体的には既往のエネルギー消費デバイスでは得られなかった振動制御効果を得ることを目

的として、回転慣性質量と粘性要素及びバネ要素の最適な組み合わせ及び特性値をメタ・ヒューリスティクスに

より探索した。 

研究課題名 低頻度極大地震動と長周期長継続時間地震動に対する都市・建築の高耐震化 種目 
拠点

B 

研究代表者 五十子 幸樹 職名 教授 

部   門 災害リスク研究部門 分野 最適減災技術研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

所内（最適減災技術研究分野）五十子幸樹，張瑞甫，趙晨 

所外 コネチカット大学 Richard Christenson, メリーランド大学 Brian Phillips 

   東北工業大学 堀 則男，東北大学大学院工学研究科 池永昌容 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

主として免震構造物を対象に、新しい振動制御要素としてダイナミック・マス(増幅された見かけ質量要素)と、

粘性要素、支持バネ要素の最適な特性値の組み合わせを探索する手法を、多目的最適化問題の定式化と実数変数

多目的遺伝アルゴリズムの開発により実現した。また、振動制御装置の大規模実験のためのリアルタイムハイブ

リッドシミュレーション技術の高度化へ向けた検討を行った。これら研究は今後の発展性が期待できる。 

 

【図表】 

 

 

  多目的遺伝アルゴリズム(MOGA)により探索した 

見掛け質量ダンパー付き免震建物のパレート解 

既往の oil damper では実現できない制御解 
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【研究の概要】 

福島県や宮城県など、原発事故による放射能汚染とその風評被害にみまわれている近隣諸県の地域を対象とし

て、発災から 3 年を経ても未だ復旧途上にあるといえる農林水産業部門の被害と震災後の一次産品の流通体系の

変容、さらには消費者の購買行動と意識までを実証的・連続的に調査・記録し、それらを統合的に検討すること

で、被災地復興のうえで大きな障害となっている風評被害の全体構造を明らかにする。 

研究課題名 風評被害を克服する食料生産・供給体系の構築に関する調査研究 種目
拠点

B 

研究代表者 増田 聡 職名 教授 

部   門 人間・社会対応研究部門 分野 防災社会システム研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

増田 聡（防災社会システム研究）・邑本俊亮（災害情報認知研究）・柴山明寛（災害アーカイブ研究）・関根良

平（東北大学大学院環境科学研究科）・小田隆史（宮城教育大学教育復興支援センター）・初澤敏生（福島大学

人間発達文化学類）・佐々木 達（札幌学院大学経済学部） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 784,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

 農林水産業部門のうち農業部門の風評被害構造については、2012 年度および 2013 年度に福島県いわき市にお

いて実施した消費者の購買行動・意識調査に統合的な考察を加え、その研究結果公表に加え市民へのアウトリー

チ活動に寄与するパンフレットをデザインし作成した。水産業部門については、三陸沖～福島県沖漁獲物を原料

とする水産加工業者に対して調査を実施し、水産業における風評被害のアウトラインを把握することができた。

【図表】市民へのアウトリーチ活動用パンフレット（抜粋） 
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【研究の概要】 

本研究は、情報伝播と個々人の災害後の意思決定との関係を考察するものである。地方間での移住を決定づける

要素を、主観的福祉のデータから考察する。これは，福島原発事故による長期的悪影響に当てはまり，地域の持

続可能性を決定づける人口移動のインセンティブ設計にきわめて重要なものである。このような視点から包括的

に、情報伝播のパターンと実経済を結びつける。 

研究課題名 情報伝播と主観的幸福度に基づく復興戦略分析 種目 
拠点

B 

研究代表者 馬奈木俊介 職名 准教授 

部   門 人間・社会対応研究部門 分野 防災社会システム研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

馬奈木俊介(所内) 防災社会システム研究分野 

今村文彦(所内) 津波工学研究分野 

堀江進也, 松木祐介, 観山恵理, Yang Jue : 東北大学大学院環境科学研究科 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

逆向きの移住（一度移住した後にもとの居住地に戻る）という観点から、原子力発電所事故以降の、福島県にお

ける帰還行動とその要因について、独自のサーベイデータに基づき、マシーン・ラーニングを用いた研究を行っ

た。この結果、放射性物質の分布に関する情報は帰還確率を下げる要因の中で主要なものであるが、一定水準を

上回る除染よりも、帰還先の主要産業(農林水産業)の復興が優先されることが分かった。 

【図表】 

                                         

 

                                              

 （注：縦軸は帰還確率） 
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【研究の概要】This research compares examples of post-disaster housing relocation in Tohoku after the Great East Japan 

Earthquake and recent housing reconstruction programs in the United States after Hurricane Sandy in the context of risk 

based planning for post-disaster land use. This year's focus was on clarifying the frameworks for residential 

buyouts/acquisitions in the U.S., and the current situation. 

研究課題名 
Post Disaster Housing Relocation and Land Use Planning: An International Comparison 

of Tohoku after the Great East Japan Earthquake and the U.S.A. after Hurricane Sandy 
種目 

拠点

B 

研究代表者 マリ エリザベス 職名 助教 

部   門 人間・社会対応研究部門 分野 防災社会国際比較研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

井内加奈子・マリ エリザベス（防災社会国際比較研究分野） 

期間（西暦） 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】After 2012 Hurricane Sandy, there are currently residential buyout/acquisition 

programs in NY State, NY City, and New Jersey, respectively. Enhanced buyouts in NY State (and on Staten Island), and 

provided in New Jersey through the existing Blue Acres program, preserve land as a buffer zone, while acquisitions in NY 

State (and planned for NY City) will allow redevelopment. While relocating residents away from hazardous areas, these 

programs' risk reduction impact is limited.   

【図表】  
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【研究の概要】 

東北地方太平洋沖地震は広範囲の応力分布・歪場の変化を引き起こし、火山噴火の誘発などの火山災害リスクの

上昇が懸念されている。そこで、本研究では震源域に近い東北地方の活火山における過去の地震観測記録の系統

的な再解析などを通じて大地震の火山活動に対する影響について検討を行うとともに、今後の火山活動変化・推

移把握といった活動モニタリングに必要な観測網の検討および試験観測を行う。 

研究課題名 巨大地震に伴う火山活動変化の検討と活動モニタリング 種目 

拠点 

Ｂ 

研究代表者 山本 希 職名 准教授 

部   門 災害理学研究部門 分野 火山ハザード研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

山本 希，三浦 哲，市來雅啓（火山ハザード），小菅正裕（弘前大学） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

東日本太平洋沖地震以後に火山性地震活動の活発化が見られ始めた八甲田山などの東北地方の活火山において

臨時地震観測点を設置し、火山浅部熱水系が関与した震動現象を検出し、その発生メカニズムを明らかにした。

また既存データの整理・データ解析を進め、火山性流体の中長期的な挙動に関する知見を得た。これらの観測デ

ータや得られた知見は、気象庁など関係機関と共有を行い、火山活動推移把握・火山災害軽減に貢献することが

できた。 

【図表】 

     

図1.八甲田山・十和田湖周辺の地震活動（2001～2014年）． 

八甲田山・十和田湖周辺では，十和田湖近傍2か所（地図中青

枠・緑枠部）における群発的地震活動などの地震活動が存在

したが，2011年東北地方太平洋沖地震以後，八甲田山周辺（地

図中赤枠)における地震活動が急増した．右図は，各領域にお

ける地震活動の時間推移． 

図2. 臨時設置した広帯域地震計に

よって観測された八甲田山長周期

地震の波形・スペクトル例 
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【研究の概要】 

世界防災会議にむけて、被災地と将来被災する可能性の高い地域との災害感染症に対する研究と意識の共有を

目指す。災害感染症に対する知識の共有と現状把握は常に共有をしておかなければならない。HIV治療薬の服薬

指導で、病原性大腸菌出現阻止、デング熱の病態マーカーなどの研究成果を共有し、災害対策に役立てたい。 

研究課題名 被災地の災害感染症対策の経験とその共有の試み 種目 

拠点 

B 

研究代表者 服部俊夫 職名 教授 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害感染症学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

服部俊夫・芦野有悟・ホルロ（災害感染症学分野）・江川新一（災害医療国際協力学分野） 

佐藤寿夫（日本微生物研究所）・袴田康弘（静岡県立総合病院）・古賀震（静岡県立大学） 

 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

上記に関する災害感染症対策 in Miyagi を開催した。フィリピンの災害感染症の Point of care testing あるいは病態

把握、被災地域での HIV診療のその後、正常人に存在する病原性大腸菌に関する情報などの感染症に関する情報

に加え、災害医療全体の現状と静岡県の災害医療対策の現状が発表された。100 名ほどの出席者があり、河北新

報に掲載された。また来年度は 7 月 4日に静岡県と市の共催で開催される。 

【図表】 

災害感染症対策セミナーin MIYAGI 

【テーマ】「災害感染症対策」の強化  

１．災害感染症に必要とされる消化器系の検査 

     株式会社日本微生物研究所 

     常務取締役検査部長     佐藤寿夫 

２．フィリピンの災害感染症 

     東北大学災害科学国際研究所 

     災害感染症学分野助教     浩日勒先生 

3.東北地方の HIV 感染症の実態 

     東北大学医学系研究科 

     感染病態学分野准教授    芦野有悟先生 

4.東日本大震災における医療対応 

     東北大学災害科学国際研究所 

     災害医療国際協力学教授   江川新―先生 

５．静岡県における災害医療の対策と準備状況 

     静岡県立総合病院 

     総合診療センター長     袴田康弘先生 

【日時】平成 26 年了月１９日（土）12:30～18:○○（11:30 受付開始） 
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【研究の概要】 潜在性結核感染（LTDI)者は災害時には、過酷な状況におかれ、結核の発症の危険が増すので、

LTBI を事前に同定することは、発症を予見・予防する意味で重要である。我々は、災害時には特別なケアが必要

な CKD（慢性腎不全患者）を対象に LTBI を同定し、さらに Galectin 9(Gal-9)が、感染症においては危機シグナル

伝達因子として、免疫制御活性を持つことが提唱しているが、ここでは結核発症と Gal-9 と Osteopontin（OPN）

の発現意義を特に検索する。 

 

研究課題名 

各種腎疾患および HIV患者における潜在性結核感染症（LTBI）のスクリーニ

ングと galectin-9 等のバイオマーカー・サイトカインの発現様式の検討 
種目 

拠点 

B 

研究代表者 芦野 有悟 職名 准教授 

部   門 災害医学部門 分野 災害感染症 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

Haorile Chagan-Yasutan（災害科学国際研究所 助教）、白鳥ベアタ（産学連携研究員）、石井 直人（東北大学免

疫学分野・教授）宮崎 真理子（東北大学病院腎臓内科）、松本真（大塚製薬微生物研究所）、Jingee Zhao（東

北大学・感染病態学分野）、Bindongo Price Polycarpe Dembele（災害感染症学分野・大学院生） 

期 間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 1,000,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】T-SOPT による CKD患者 30 名の LTBI を検討すると 26.6%が陽性を示した。

これらに対し、結核休眠抗原である MDP-1H37Rv、Ag85A、Ag85B の T-SPOT反応は、CKDLTBI で、高い傾向が

見られたが、感度と特異度は低く、また、Gal－9、OPN の検討では、Gal－9 の上昇は見られなかったが、OPN

は、CKD の両者で上昇が見られた。CKD群では、LTBI が多く、経過観察が必要であり、OPN の上昇は、結核再

燃機序に関与する可能性を示唆した。 

【図表】                  
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【研究の概要】 

本研究は、福島県を中心に居住する幼小児を調査対象とし、永久歯列への交換課程で脱落する乳歯を十分なイ

ンフォームドコンセントのもとで収集し、これに蓄積した放射性物質やラジカルを各種の物理化学的手法によっ

て測定・評価することで、資料提供者の内部・外部被曝量を個体レベルで明らかにするとともに地域毎の線量評

価を行い、福島第一原子力発電所事故による放射線影響の客観的・科学的データを提供しようとするものである。 

研究課題名 

幼小児の脱落乳歯および成人の抜去歯を用いた内部・外部被曝歴の 

包括的評価  

種目 

拠点

B 

研究代表者 鈴木敏彦 職名 准教授 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害口腔科学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

鈴木敏彦，小坂健（災害口腔科学分野／歯学研究科） 

相田潤，千葉美麗，清水良央，篠田壽（歯学研究科），高橋温（病院），福本学（加齢医学研究所） 

期 間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

 現在まで福島県在住の幼児を中心に 2800 本以上の乳歯を収集し、主にイメージングプレートを用いた内部被曝

のスクリーニングを行い、福島県と他県との間で差は認められなかった。今年度までに収集した歯は発災以前に

形成された乳歯なので、今後収集可能となる発災後に形成された歯の対象値として重要な意味をもつ。また外部

被曝評価法としてのラジカル測定について、被災動物の歯を用いて基礎的検討を行った。 

【図表】 
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【図表】 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2004 年大津波による浸水域とバンダアチェ市内小学校と浸水域内の学校建物写真 

【研究の概要】 

本研究は、インド洋大津波災害から 10 年における被災地バンダ・アチェ市における教育復興と学校安全体制強

化の取組みを検証し、その成果と課題を明らかにする試みである。シャークアラ大学津波防災研究センターや

GIS リモートセンシング開発センターと連携し、アチェ州教育局、災害管理局、バンダ・アチェ市教育局、災害

管理庁、学校関係者への質問紙調査、インタビュー、データ収集等を行った。 

研究課題名 

大震災被災地における持続発展可能なセーフスクール・モデルの構築に向けて〜

インドネシア、バンダ・アチェ市の教育復興と学校災害安全 10 年の取組の検証 
種目 

拠点

B 

研究代表者 桜井 愛子 職名 准教授 

部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害復興実践学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

桜井 愛子、佐藤 健 (災害復興実践学分野)、田中泰雄、Mizan Bisri（神戸大学）、 

村山 良之（山形大学）、小田 隆史（宮城教育大学）、Khairul Munadi(シャークアラ大学) 

期 間 2014 年 6 月〜～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的成果・波及効果】 

①市内の学校関係者の防災意識、②小学校での防災教育の実態、③2004 年大津波時の浸水・学校位置データを活

用した小学校の浸水状況等を明らかにした。大津波から 10 年を経て外部支援が終了した現在、自主財源による活

動は継続されず、持続発展可能な現地化モデルの開発と環境整備に課題があることが示された。同研究により構

築されたシャークアラ大学との関係に基づき、国連防災世界会議の防災教育フォーラムに同大学学長他を招聘、

国内外の関係者にアチェの現状を広く発信した。 

浸水域内の小学校 

浸水域外の小学校 

2004 年津波浸水域 
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【研究の概要】 

この研究では、特に東南アジアからインドネシア、南アジアからバングラデシュといった国々について、企業の

防災への参加や貢献について調査を行い、様々な事例を基に今後の企業の役割への提言としてまとめる。特にア

ジアの災害頻発国がかかえる防災対策における問題、課題、解決策を、ステークホルダー間の協力・連携という

観点から、調査・分析する。 

研究課題名 

企業の防災における友好的な参加・貢献に関する研究：大学やＮＧＯとの 

友好的な協力・連携モデルに関するアジアの事例を中心に 
種目 

拠点

Ｂ 

研究代表者 泉貴子 職名 特任准教授 

部   門 情報管理・社会連携部門 分野 社会連携オフィス 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

泉貴子、小野裕一（社会連携オフィス）、Dr. Jemilah Mahmood （ロンドンキングスカレッジ・国連人道問題調整

事務所)、 Prof. Krishna Pribadi (バンドン工科大学防災リサーチセンター)、 Prof. Rajib Shaw (京都大学大学院地球

環境学堂) 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 850,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】バングラデシュ、マレーシア、インドネシアなどから収集した様々な企業の

防災への貢献に関する事例から、特に、途上国において、政府の役割を支援・補完するために、企業はより多様

な役割を担う可能性・期待があることが分かった。収集された事例は、最近出版された論文や書籍の中で具体的

に紹介されている。特にバングラデシュにおいては、従業員への安全に対する企業責任などの概念が、いまだ不

十分で、その結果、防災といった概念も根付かずにいる。 

【図表】 

 

 

   

Direct assistance to 
community

(emergency distribution, 
search & rescue etc)

Disaster preparedness for 
own business (BCP/BCM, 
preparedness, response 
and recovery  plans etc)

Develop innovative 
products based on their 
business and expertise 

(insurance, infrastructure, 
tools etc)

Joint projects with NGOs, 
governments and 

international 
organizations as 

implementers, not donors

Creation of their own 
foundations, NGOs and 

Trust

企業の防災への参加モデル 

企業の防災への参加アプローチ、 
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【研究の概要】 

Since August 2011, we have been collecting a great quantity of qualitative data about the memorialization of the Great East 
Japan Disaster and the 2004 Sumatra Tsunami in Aceh. This research allows for the understanding of the ways in which 
people in Japan remember disasters and their victims. This project explores the relationship between memorialization and 
disaster recovery. It proposes that, from mourning to archival activities, remembering disasters is an essential step towards 
the recovery and the reconstruction of disaster-hit societies. Bringing examples from Japan Indonesia and other disaster 
communities, we aim at drawing lessons learned. 

研究課題名 災害余波における「メモリアル」を巡るポリティックス：記憶、追悼と死 種目 

拠点

B 

研究代表者 BORET SEBASTIEN 職名 助教 

部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害アーカイブ研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

柴山 明寛 災害ｱｰｶｲﾌﾞ研究分野・准教授 

今村 文彦 災害ｱｰｶｲﾌﾞ研究分野・教授 

佐藤 翔輔 災害ｱｰｶｲﾌﾞ研究分野・助教 

期 間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 510,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 Data collection: In Japan, most of the micro and macro data was collected every 
week by carrying fieldwork in the area of Yuriage in Natori City and across Tohoku. Local governments and active NGOs 
were consulted. In Indonesia, fieldwork consists of two-week visits to Banda Aceh, Indonesia. We out interviews about 
memorial sites of the 2004 Sumatra Tsunami and recorded the 10th anniversary memorial ceremonies. Management of Data: 
The data were uploaded on a digital map using “Google maps” and to be stored on digital archives of IRIDeS. Moreover, 
Reports on the websites of IRIDeS, Michinoku Shinrokuden and rememberingdisasters.com. Discussion The result of this 
research was presented at international conferences in America, Europe and Asia including the UN Wolrd Conference on 
Disaster Risk Reduction, which took place in Sendai in March 14-18, 2015. Finally, several journal articles are being 
prepared for publication including the Journal of Disaster Research. 

【図表】 

      

Japan 2011 Tsunami Memorials                Indonesia 2004 Tsunami Memorial Sites 

 

Japan Google maps: 

https://mapsengine.google.com/map/edit?hl=en&authuser=0&mid=zOcO0WvuvmUQ.kfYO9X6CSnOs 

Indonesia 2004 Tsunami Memorial Sites: 

https://mapsengine.google.com/map/edit?hl=en&authuser=0&mid=zOcO0WvuvmUQ.k1GeFsPF2EQY’ 
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【研究の概要】 

東北大学と米国地質調査所（USGS）による異なるアプローチの数値解析手法を連携することで、津波堆積物に

基づく津波規模の推定手法の革新的な進歩を図り、東北地方における過去の巨大津波の実態を、規模の面から明

らかにする。具体的には、東北大学による津波土砂移動の順解析と、USGS による津波堆積物の逆解析を組み合わ

せることで、それぞれの利点を相乗的に高めた新たな津波規模評価手法を構築する。 

研究課題名 津波堆積物順解析・逆解析の連携による先進的津波規模評価手法の構築 種目 

連携 

研究代表者 菅原 大助 職名 助教 

部   門 災害リスク研究分門 分野 低頻度リスク評価研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

菅原大助・後藤和久（低頻度リスク評価研究分野）・Bruce Jaffe・Guy Gelfenbaum（米国地質調査所） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 1,700,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

連携先である USGS の研究者を当所に招聘して現地調査および研究会議を開催し、新手法の枠組を検討した。ま

た、仙台平野での津波土砂移動の順解析を行って堆積物形成時の流れ場を解析し、津波堆積物の逆解析で推定し

た流速と比較・検証した結果、新手法が有効であることが明らかになった。本研究のこれまでの成果の一部は、

2015 年 3 月にタイ・プーケットで開催された第 4 回 International Tsunami Field Symposium で発表した。 

【図表】 

  

 図：（左）石巻市における USGS との津波堆積物共同調査の状況。（右）仙台平野での津波土砂移動順解析で決定

した時間平均流速。津波堆積物逆数値解析（Jaffe et al., 2012）による流速推定値は 2.5－4.0m/s であり、両手法が津

波堆積物形成時の流速を軸として結合できる可能性が明らかになった。 
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【研究の概要】 

東日本大震災で大きな被害をうけた岩手県大船渡市において、歴史資料の所蔵者を訪問して史料の所在および

被災の有無を調査する。また、大船渡市三陸町で書が装丁された襖資料について、下張りとして使用されている

古文書を保全するとともに、書の洗浄および襖としての修復を実施し、震災以前の状態を復元する。 

研究課題名 岩手県南部沿岸地域における被災歴史資料の修復と地域情報の収集 種目 

連携 

研究代表者 蝦名裕一 職名 助教 

部   門 人間・社会対応研究部門 分野 歴史資料保存研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

蝦名 裕一（歴史資料保存研究分野・助教） 安田 容子（歴史資料保存研究分野・特別教育研究員） 

菅野 文夫（岩手大学教育学部・教授） 佐藤 由起男（岩手大学教育学部・教授） 

大林 賢太郎（京都造形芸術大学・教授） 

期 間 2014 年４月～2015 年 3 月 経 費 1,700,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

 大船渡地域の歴史資料所在調査としては、気仙地域の古文書を長年調査してきた郷土史研究者と連携し、所蔵

者 33 家を調査し、うち史料流失６件、史料被災３件、史料の所在確認８件に加え、新出史料４件を確認した。ま

た京都造形芸術大学において、津波に被災した史料の一部の保全処置および、被災した襖資料の書の洗浄と襖の

修復作業を実施した。 

【図表】 

  

表：2015年３月時点の調査結果 

 

字名 所在確認 史料新出 文書被災 文書流失

吉浜 3 1

越喜来 3 2 1 2

綾里 1

赤崎 4 2 5

日頃市 2 2

末崎 1 1
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【研究の概要】 

災害リスク、感染症、防災研究に関する学際的なテーマについてのネットワークを構築する。さらに 2015 年国

連防災世界会議に向けた協働の研究体制についても議論を行う。災害感染症として、蚊媒介感染症のデング熱、

水によるレプトスピローシス、HIV 治療中の中枢神経症状がマクロファージを介した炎症分子による可能性につ

いても共同研究を行う。 

研究課題名 ハワイ大との学際的連携研究推進のためのネットワーク構築 種目 

連携 

研究代表者 浩日勒 職名 助教 

部   門 災害医学研究部門 分野 災害感染症学分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

浩日勒、服部俊夫（災害感染学分野） 

Lishomwa C. Ndhlovu、 Cecilia Shikuma、 Vivek R. Nerurkar、 Apichai Tuanyok（ハワイ大学医学部） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 1700,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

1. ハワイ大学を訪問し、共同研究の打ち合わせ及び感染症の専門家らと今年度話題のエボラ出血熱、チクング

ニア熱などについてその対応を討論した。また、第三回世界防災の際に Lishonmwa 助教及び Ivo 博士を招待

し災害への対応または研究成果の講演を行った。 

2. ハワイ大学熱帯医学部の Lishomwa 助教とはデング、エイズ、成人 T 細胞白血病など様々な感染症の共同研

究が行われている。デング感染症における炎症凝固異常バイオマーカーについて共同研究の論文を発表した

（Thromb Res. 2014;134(2):449-54.）。 

【図表】 

図１.ハワイ大学医学部での感染症研究打ち合わせ及び討論  表１.東北大学医学部で開催された研究会 

図２.東北大学での交流及び講演の様子 
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【研究の概要】 

本研究では Web システムとして「被災者目安箱システム」を開発し、被災者の「いまの悩みごと」をリアルタイ

ムで把握する仕組みを確立する。被災地内外や被害の有無等から投稿者の属性や発災時の状況、地域性が「被災

者の悩みの変化」に与える影響を分析するとともに、成果を社会発信することで二次利用の可能性を広げ、被災

地の復興の一助になることを目指した。 

研究課題名 東日本大震災の被災地における「被災者目安箱システム」の開発 種目 

連携 

研究代表者 佐藤 翔輔 職名 助教 

部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害アーカイブ研究分野 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

佐藤翔輔（災害アーカイブ研究分野），今村文彦（津波工学研究分野） 

井ノ口宗成，中野敬介（新潟大学災害・復興科学研究所），阿部恒之（東北大学大学院文学研究科） 

期 間 2013 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 1,700,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】 

Facebook 投稿データの抽出クローラーの開発・実装を行った。これにより、ソーシャルセンシングから任意のキ

ーワードをもつテキストをオンタイムで収集できるようになった。また、名取市における被災者見守り活動の参

与観察とプロジェクト支援により、被災者の声を分析することによって現状の課題を可視化した、加えて、被災

自治体が行う復興広報に関する体系的な調査を行い、その現状と課題を明らかにした。 

【図表】 

 

「被災者の声」
モニタリング

1.被災者のソーシャルメディアの
利用実態に関する質的フィールド調査

3.被災者見守り活動の聞き取り業務の支援
（訪問記録の自動軽量言語分析）

実際にソーシャルメディアを利用している東日本大震災のN市の被災者や支援

関係者に対して、利用の実態をうかがう半構造化インタビュー調査を実施し、そ
れを分析した．その結果，1）本調査の対象者は共通して、被災地における活動

上の連絡やネットワーク形成に，既存のソーシャルメディアを活用しているおの
の，2）一定のITリテラシーがあるユーザの利用に限定されていることや，3）復
興に関する直接的な意見はあまり多く発信されていないことが明らかになった．

名取市生活再建支援課サポートセンターにて，被災者見守り活動の参与観察を行い，被災者の
生の声を聞く活動の業務分析を行うとともに，この活動によって蓄積された「被災者の声」を自
動的に解析するシステムを実装した

2.ソーシャルメディア・クローラーの開発
（Facebook投稿の自動収集）

「Facebook中の投稿データの抽出クローラー」の開発・実装を行った．これにより，Facebook中

の任意のキーワードが含まれる投稿データをオンタイムで収集できるようになった． 次年度行
う予定の【被災者の「いまの悩みごとの解析・可視化・マッピング手法の検討】に用いる基礎的
データの収集を行う．

借り上げ仮設住宅居住者 自宅再建者
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【研究の概要】IRIDeS とロンドン大学リスク減災研究所（IRDR）は 2012 年 3 月から災害に関する共同研究の覚

書の下、両研究所の各研究分野の日英学術交流を開始している。さらに、連携の強化を図るために、IRIDeS側（災

害リスク、人間・社会対応、災害理学、災害医学、情報管理・社会連携研究部門）の担当教員と IRDR のパートナ

ーからの各研究課題を総合的な災害研究の観点から研究する。 

研究課題名 

グローバル自然災害研究に関する連携強化プロジェクト－ロンドン大学との 

連携 

種目 

連携 

研究代表者 サッパシー・アナワット 職名 准教授 

部   門 寄附研究部門 分野 地震津波リスク評価（東京海上日動）寄附研究部門 

研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 

今村文彦（津波工学），真野明（災害ポテンシャル），源栄正人（地域地震災害），奥村誠（被災地支援），富田博

秋（災害精神医学），小野裕一（社会連携），遠田晋次（国際巨大災害），サッッパシーアナワット（地震津波リス

ク評価），Peter Sammonds，Rosanna Smith，Tiziana Rossetto，Ingrid Charvet（ロンドン大学リスク減災研究所） 

期 間 2014 年 4 月～2015 年 3 月 経 費 1,800,000 円 

【研究の具体的な成果・波及効果】本連携プロジェクトによって 2014 年は次の通り 3 つの合同現地調査が行われ

た 1）2013 年に発生したハイエン台風についての被害・復興調査（3 月）、2）ブリストル海峡周辺で 1607 年に発

生した大規模水災害についての地質学的調査（9 月）、3）2011 年東北地方太平洋沖地震津波についての中期的段

階における復興調査。合同調査結果より災害発生メカニズムや被害想定、初期段階・中期段階における復興の多

面的な課題を解明し、実践的防災学の観点で世界への貢献が期待できる。 

【図表】 

 

 

左上: 2013 年に発生したハイエン台風についての被害・復興 

調査（3 月） 

右上: ブリストル海峡周辺で 1607 年に発生した大規模水災害に

ついての地質学的調査（9 月） 

左下: 2011 年東北地方太平洋沖地震津波についての中間的復興

調査 
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４ 研究活動 

（３）専任教員の研究・教育・社会活動 
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Research Parade

, 20150311
Antibody responses against multiple antigens of 
mycobacterium tuberculosis to differentiate active 
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M,Suzuki Y

The 4th Indonesia TB 
Research Parade

, 20150311 High levels of matricellular proteins in active 
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Yasutan H,Raspati C,Lika A, 
Takahashi Y,Niki 
T,Alisjahbana B
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The 43rd Annual Meeting of 
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, 20141212 Expression of matricellular proteins in latent and 
active tuberculosis
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H,Hattori T

The 43rd Annual Meeting of 
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, 20141212

Immune responses against Mycobacterium 
tuberculosis dimorphic antigen Rv0679c(Beijing 
type/non-Beijing type)in tuberculosis patients 
ABSTRACT
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ZQ,ZhangXY,Suzuki 
Y,Chagan-Yasutan H,Chen 
HL,Wan YM,Xu JQ,Hattori 
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Elevated OPN, IP-10 and neutrophilia in loop-
mediated isothermal amplification confirmed 
tuberculosis patients 

Mediators of 
Inflammation 8 513263
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Dimaano EM, 
Hattori T.

Elevated levels of full-length and thrombin-
cleaved osteopontin during acute dengue virus 
infection are associated with coagulation 
abnormalities.

Thromb Res.

20140000

Shiratori B, Leano 
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Chagan-Yasutan H, 
Toshiro Niki, Yugo 
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Suzuki, Telan E, 
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The 43rd Annual Meeting of 
The Japanese Society for 
Immunology

20141212 Expression of matricellular proteins in latent and 
active tuberculosis

Shiratori B,Chagan-Yasutan 
H,Hattori T

The 43rd Annual Meeting of 
The Japanese Society for 
Immunology

20141212

Immune responses against Mycobacterium 
tuberculosis dimorphic antigen Rv0679c(Beijing 
type/non-Beijing type)in tuberculosis patients 
ABSTRACT

Zhao JG,Zhu 
ZQ,ZhangXY,Suzuki 
Y,Chagan-Yasutan H,Chen 
HL,Wan YM,Xu JQ,Hattori 
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Joint International Tropical 
Medicine Meeting 2014,

 
Thailand 20141204 Increase of thrombin-cleaved form of OPN in 

recovery phase of dengue virus infection.

Toshio Hattori, Talitha 
Lacuesta, Susan Lerano, Efren 
Dimmano, Elizabeth Telan, 
Haorile Chagan-Yasutan.

 
, 20141101 Dramatic increases of matricellular proteins in 

plasma of dengue virus infection.
Haorile Chagan-Yasutan, 
Toshio Hattori.

International Meeting on 
Emerging Diseases and 
Surveillance

, 
Austria 20141031

Role of matricellular proteins in systemic and local 
immune response to Mycobacterium tuberculosis 
infection,

Shiratori B, Hasibuan FM, 
Senoputra MA, Chagan-
Yasutan H, Alisjahbana B, 
Hattori T.

The 63th Annual Meeting of 
Japanese Association for 
Infectious Diseases

20141029 Diversity of matricellular protein secretion in active 
and latent tuberculosis infection.

Beata Shiratori, Haorile 
Chagan-Yasutan, Toshio 
Hattori.

NIH-Japan-JSPS Joint 
Symposium.

DC, 
USA. 20141023 Different expression of galectin-9, osteopontin and 

tenascin-C in granulomatous diseases

Shiratori B,Hasibuan FM, 
Senoputra MA, Chagan-
Yasutan H, Raspati C, Lika A, 
Takahashi Y, Niki T, 
Alisjahbana B,Hattori T

The 12th Asia Pacific 
Conference on Disaster 
Medicine,Analysis of 
Biomarkers in Plasma and 
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20140917 Disaster Medicine,Analysis of Biomarkers in Plasma 
and Urine of Leptospirosis Patients
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S,Telan E,Iwasaki H,Nakajima 
C,Koizumi N,Suzuki Y,Hattori 
T

The 10th China-Japan 
international conference of 
VIROLOGY

, China 20140825 Elevation of matricellular proteins in dengue virus 
infection  Chagan-Yasutan H ,Hattori T
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Chagan Yasutan H, Lacuesta 
TL, Ndhlovu LC, Leano PSA, 
Telan EFO, Dimaano EM, 
Hattori T

114th General Meeting 
ASM2014(American Society 
for Microbiology)

,USA 20140517 Combination of Antibody and DNA method improve 
diagnosis of leptospirosis
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S,Telan B,Koizumi 
N,Nakajima C,Suzuki 
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Direct measurement of a patient’s entrance skin 
dose during pediatric
cardiac catheterization

Journal of Radiation 
Research

1 1

20140000 ,

Is Photoluminescence Glass Dosimeter Feasible 
At Diagnostic X-Ray Energies For 
Fluoroscopically Guided Interventional 
Procedure? A Preliminary Study.

Saito Ho-on Kai Museum 
Research Bulletin 87 92 20140000 Chida K, Kato M

1 2 95 108

2014000 , 
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Fundamental study of a real-time occupational 
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 J Radiol Prot 3 N65 N71 20140000
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Y, Zuguchi M
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Red emission phosphor for real-time skin 
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radiology.
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Masaaki Nakamura, 
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Masayuki Zuguchi.
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procedures.
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Title Effect of tube current modulation for 
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Radiation Protection 
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Yamamoto Y, 
Hanawa S, Araki T, 
Hashizume H, 
Kunitoki K, Sassa 
Y, Kawashima R.

The association between medical treatment of 
physical diseases and psychological distress 
after the Great East Japan Earthquake: The 
Shichigahama Health Promotion Project.

Disaster Medicine and 
Public Health 
Preparedness

Cognitive and neural correlates of the 5-repeat 
allele of the dopamine D4 receptor gene in a 
population lacking the 7-repeat allele.

Neuroimage 124 135

2  257 270 20150200

Yu Z, Ono C, Aiba 
S, Kikuchi Y, Sora I, 
Matsuoka H, Tomita 
H

20141107

Ono C, Yu Z, 
Kasahara Y, 
Kikuchi Y, Ishii N,  
Tomita H

Therapeutic concentration of lithium stimulates 
complement C3 production in dendritic cells 
and microglia via GSK-3 inhibition.

Glia

Fluorescently activated cell sorting followed by 
microarray profiling of helper T cell subtypes 
from human peripheral blood.

Plos One 11 e111405
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Y, Hall S, 
Sakakibara Y, Uhl 
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20140800 Tomita H, Ursano 
RJ.

Sex differences in the effects of adolescent 
social deprivation on alcohol consumption in -
opioid receptor knockout mice.

Psychopharmacology
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Ikeda K, Sora I

37 [2014/9/12] 20140912 E4

 ,  ,  
,  ,  , 
 ,  ,  , 
  ,  ,  

37 [2014/9/12] 20140912
Maternal immune challenge in mice leads different 
gene expression and DNA methylation between male 
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Society for Neuroscience 2014
Washington 
DC, United 
States

20141110 Region-specific dendritic spine loss of pyramidal 
neurons in dopamine transporter knockout mice.

Kasahara Y, Arime Y, Hall FS, 
Uhl GR, Tomita H, Sora I

Society for Neuroscience 2014
Washington 
DC, United 
States

20141110

Differences in responsiveness between 
methamphetamine, nisoxetine and methylphenidate 
may reflect specific developmental characteristics in 
juvenile DAT KO mice.

Kubo Y, Kasahara Y, Arime Y, 
Hall FS, Takamatsu Y, Ikeda 
K, Uhl GR, Sora I, Tomita H.

Tsukuba, 
Japan 20141003

 / Psychosocial impact of Great East Japan Earthquake 
on the elderly and the neuroimmune bases of PTSR. Tomita H.

The 2nd Annual Molecular 
Psychiatry Meeting

San Francisco , 
United States 20141108

 / Glial involvement in the mechanism of action of 
mood stabilizers and the pathophysiology of bipolar 
disorder.

Tomita H.

Society for Neuroscience 2014
Washington 
DC, United 
States
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Maternal infection in mice leads different DNA 
methylation and gene expression between male and 
female offspring.

Yu Z, Funayama R, Ueno K, 
Nariai N, Kojima K, Ono C, 
Kasahara Y, Kikuchi Y, 
Nagasaki M, Nakayama K, 
Tomita H.

The 3rd Finnish Philippines 
UP Global Health Course 
Disaster Management (Super 
typhoon Haiyan)

Manila, 
Philippine 20140808

 / Importance of Mental Health Issues after Disasters-
for survivors of Great East Japan Earthquake and 
Super typhoon Haiyan-

Tomita H.

Joint Congress of 19th Japan 
Congress of Neuropsychiatry 
and 14th International College 
of Geriatric 
Psychoneuropharmacology
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害対応－」の 2 科目を提供し、平成 26 年度はそれぞれ 14 名、21 名の学生が受講した。 

「災害の科学－災害の発生と波及－」の目的は、東北地方太平洋沖地震･津波をはじめとする巨大災害の発生

メカニズムと、それによる自然･人間･都市･社会の被害の様相について、現時点までの理学、工学、医学分野

での科学的理解を学び、防災・減災を考える基礎を習得することにある。自然災害の発生（地震、津波、火山

噴火、異常気象）とそれが社会を襲うことにより発生する被害のメカニズム（地震、津波、土砂災害による、

建築物、構造物、都市の被害）、災害時の疾病と医学（災害救急、感染症、PTSD、公衆衛生の確保）など、こ

れらの基礎をオムニバス形式で講義し、過去の巨大災害の事例を踏まえて、災害の様相を的確にとらえるため

の技術、生命・都市・社会の被害を軽減するための基本的考え方を理解させた。 

 「災害の科学－災害への対応－」の目的は、東日本大震災をはじめとする巨大災害発生時の人間・社会の行

動の特徴と課題を学ぶとともに、これらの災害に対し強靭性を持った（レジリエント）な都市、地域、社会を

作り上げていくための人文的、社会的、工学的な対応策を学び、今後の防災・減災を考える基礎を習得するこ

とにある。そのため、災害時の人間・社会の行動（情報・交通途絶と対応、リスク認知、避難行動、社会・経

済への影響）、災害に強い都市・地域の構築・再生（耐火・地震設計、防災都市計画、復興計画）、災害情報と

災害文化（災害アーカイブ、災害経験の伝承、文化財保全、災害教育）の基礎をオムニバスで講義し、今後災

害に対して強靭な（レジリエント）な都市、地域、社会を作り上げていくための基本的な考え方を理解させた。 

  

３．リーディング大学院における教育活動の概要 

 リーディング大学院「グローバル安全学トップリーダー育成プログラム」の目的は、我国や世界が直面する、

巨大地震や津波などの自然災害あるいは気候変動、エネルギーセキュリティ問題等を解決し、人類社会の持続

性及び安全安心な社会構築に寄与するグローバル安全学分野のトップリーダー人材を育成することである。科

学・技術・人文社会科学の研究者が連携したプログラムにより、「安全安心を知る」、「安全安心を創る」、「安

全安心に生きる」という３つの視点からリーダーを養成するために、平成 24 年度の準備期間を経て、平成 26

年度も｢実践的防災学 I-VIII」、「安全工学フロンティア研修（C-lab)」などの授業を提供し、教育活動を実施し

た（詳細は、「第 4章 研究活動（１）研究部門・分野概要 リーディング大学院」p.57 を参照のこと）。 

 

４．学生の支援と研究指導 

 本研究所が月に１回主催している金曜フォーラムは、研究所の専任・兼務教員が各分野の研究視点やプロジ

ェクト研究の成果を報告し討論する場であるが、これを大学院生にも公開し、災害研究の多様な研究方法や研

究成果を学ぶ機会を提供している。平成 26 年度は、国内 167件、外国 29件の大学院生に対する学会やワーク

ショップへの参加および発表の支援を行った。また、国外の学術機関と協力協定を締結し、経済的負担を下げ

ると同時に研修先の情報を得やすくした。 

以上の結果、平成 26 年度の本研究所の教員の学生への研究指導とその成果は、以下のようである。 

 

博士論文指導（主査・副査）： 26件 

修士論文指導（主査・副査）： 53件 

卒業論文指導：   41件 

博士学位取得（学内・学外）：  7件 

留学生受け入れ：   28 名 
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６ 研究成果の社会発信 

 



 （１）刊行物 

 

災害科学国際研究所の研究成果や多様な社会活動の現状を、所外の市民・防災関係者等に広く発信するため、

平成26年度も広報誌２種を刊行した。ニューズレター「IRIDeS Quarterly（イリディス・クォータリー）」は、ニ

ュース性の高い最新情報を、「IRIDeS Report（イリディス・レポート）」は、国内外における社会と関わりの深

い研究活動や地域連携事例を中心に紹介した。詳細は以下のとおり。 

 

○IRIDeS Quarterly日本語版 編集・発行：東北大学災害科学国際研究所ニューズレターワーキンググループ 

・vol. 7（2014/6/1発行） 

特集：新体制紹介、チリ地震津波シミュレーション、災害時ロジスティクス 

・vol. 8（9/1発行） 
特集：放射能との向き合い方（座談会）、非破壊式放射能測定器、地域コミュニティと復興 

・vol. 9（12/1発行） 
特集：災害科学国際研究所棟完成、災害医療コーディネーター、世界と東北の知見をつなぐ 

・vol.10（2015/3/11発行）3.11メモリアル号 
 特集：第３回国連防災世界会議、研究者たちが今考えること（座談会）、災害感染症 

 

○IRIDeS Quarterly英語版 Edited/Published by Tohoku University, IRIDeS Newsletter Working Group 
・vol. 3（2014/9/1発行）内容：日本語版vol.7およびvol.8 
・vol. 4（2015/3/11発行）3.11 memorial 内容：日本語版vol.9およびvol.10 
 

○IRIDsS Report（イリディス・レポート）03  日本語版・英語版 編者・発行：東北大学災害科学国際研究所 
2015/3/7 発行 内容：被災地とともに歩んだ３年間の道のり 
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（２）IRIDeS金曜フォーラム 

 

概要 

IRIDeS 金曜フォーラムは、災害科学国際研究所で行われている研究・活動の情報を所内のみならず学内外・

一般の方々と広く共有し、研究の連携・融合を図ることを目的に開催する、定期的な発表・討論の場である。 

発表テーマ 

主に研究所の教員・スタッフが、各部門・分野での国際的・学際的な研究テーマについて発表するほか、災

害発生時の調査報告や、大型研究プロジェクトの成果報告なども随時紹介する。 

参加方法 

東北大学工学部中央棟 2F 大講義室または総合研究棟 1F 講義室（101）を会場として実施。事前の申し込み

不要、参加費無料。 

 

第１８回 『被災地の復興はどこまで進んだのか？』 平成 26 年 5 月 23 日（金）16 時 30 分～  

会 場：東北大学工学部中央棟 2F 大会議室 

1. 復興を支える「生きる力」 

  杉浦 元亮（人間・社会対応研究部門 災害情報認知研究分野） 

2.  石巻市における復興計画と大学の取り組み 

 小林 徹平（情報管理・社会連携部門 災害復興実践学分野） 

3.  復興計画の実装とその課題-東日本大震災から 3 年を経て- 

 小野田 泰明（情報管理・社会連携部門 災害復興実践学分野） 

4.  東日本大震災に照らした我が国災害対策法制の問題点と課題に関する実証研究Ⅲ（災害復興・災害予防編） 

 島田 明夫（人間・社会対応研究部門 防災法制度研究分野） 

 

第１９回 『災害ロジスティクス』 平成 26 年 6 月 27 日（金）16 時 30 分～  

会 場：東北大学工学部中央棟 2F 大会議室 

1. An agent-based model for resource allocation after large scale disaster 

 Das Rubel（人間・社会対応研究部門 被災地支援研究分野） 

2. 東日本大震災における支援物資ロジスティクスの実態と課題 

 福本 潤也（情報科学研究科） 

3. 都市再生計画技術分野における小地域を対象とした人口・世帯基礎データの整備状況について 

 石坂 公一（地域・都市再生研究部門 都市再生計画技術分野） 

4. 空間的な燃料不足実態の推定と携帯電話位置データによる検証 

 奥村 誠（人間・社会対応研究部門 被災地支援研究分野） 

 

第２０回（平成２５年度特定プロジェクト研究成果報告会） 平成 26 年 7 月 13 日（日）9 時～17 時 

会場：東北大学片平キャンパス 片平さくらホール 

・口頭発表（拠点研究 A・拠点研究 B の一部） 

 1. 構造ヘルスモニタリング機能を有する次世代早期地震警報システムの開発 

  源栄正人（災害リスク研究部門 地域地震災害研究分野）  

 2. 1611 年慶長奥州地震津波の総合的調査およびデータベース構築 

  今村文彦（災害リスク研究部門 津波工学研究分野）  

 3. 行動科学にもとづいた新しい防災戦略の提案 

  馬奈木俊介（人間・社会対応研究部門 防災社会システム研究分野）  
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No.
1 2014/4/1

2 2014/4/1
CNS

3 2014/4/1
4 2014/4/2
5 2014/4/2

6 2014/4/2 , ,
,

7 2014/4/3
8 2014/4/3
9 2014/4/4

10 2014/4/4
11 2014/4/4 NHK

12 2014/4/5 4

13 2014/4/8 NHK E

14 2014/4/9
15 2014/4/9
16 2014/4/9
17 2014/4/11
18 2014/4/13
19 2014/4/13

20 2014/4/14
 

21 2014/4/14
22 2014/4/15

23 2014/4/15

24 2014/4/15 Watch
25 2014/4/15
26 2014/4/16 3 7
27 2014/4/21 Science Portal
28 2014/4/21 1 3D
29 2014/4/21
30 2014/4/22 3
31 2014/4/23

32 2014/4/25

33 2014/4/25

34 2014/4/25

35 2014/4/25
36 2014/4/25
37 2014/4/26
38 2014/4/26
39 2014/5/1
40 2014/5/2
41 2014/5/4 :
42 2014/5/4 10 2000 4
43 2014/5/4
44 2014/5/4 Date FM(FM

45 2014/5/5 1

46 2014/5/7 ONLINE COMMUNITY 

47 2014/5/8 PR TIMES CAE
Multiscale.Sim 5.0

48 2014/5/9
49 2014/5/9
50 2014/5/10
51 2014/5/11
52 2014/5/11
53 2014/5/12
54 2014/5/12 Yahoo
55 2014/5/13 JIA
56 2014/5/15
57 2014/5/15
58 2014/5/15
59 2014/5/15
60 2014/5/16

61 2014/5/18

62 2014/5/18

63 2014/5/18

64 2014/5/18  

65 2014/5/18
66 2014/5/18
67 2014/5/18
68 2014/5/18
69 2014/5/18
70 2014/5/18 NHK , ,
71 2014/5/18 Date FM(FM

72 2014/5/20

73 2014/5/21

74 2014/5/21

75 2014/5/22 assh( )
76 2014/5/23
77 2014/5/25
78 2014/5/27
79 2014/5/27 NHK  
80 2014/5/27 : …

81 2014/5/27
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No.

82 2014/5/27 1

83 2014/5/27
84 2014/5/27

85 2014/5/27 1
150 180 - -

86 2014/5/27 Science Portal
87 2014/5/28 2
88 2014/5/28 50
89 2014/5/28
90 2014/5/28
91 2014/5/28 50  
92 2014/5/28 CBC
93 2014/5/28 ANN ” ” No.2]
94 2014/5/28
95 2014/5/30
96 2014/5/30
97 2014/5/30
98 2014/5/30
99 2014/5/31
100 2014/6/1
101 2014/6/1
102 2014/6/3
103 2014/6/3

104 2014/6/3 excite
1

105 2014/6/4
106 2014/6/4 NHK
107 2014/6/4
108 2014/6/4   
109 2014/6/4
110 2014/6/4
111 2014/6/5
112 2014/6/5
113 2014/6/5
114 2014/6/6 17
115 2014/6/6 NHK
116 2014/6/10 TBS
117 2014/6/10

118 2014/6/10 8

119 2014/6/10
120 2014/6/10 ABC Web News 2
121 2014/6/11
122 2014/6/11
123 2014/6/11 2
124 2014/6/11 :
125 2014/6/11 nifty news 2

126 2014/6/11 1

127 2014/6/11 2
128 2014/6/11 NHK
129 2014/6/11 NHK NEWS WEB
130 2014/6/11
131 2014/6/12
132 2014/6/13
133 2014/6/13
134 2014/6/13
135 2014/6/13 CBC
136 2014/6/13 …

137 2014/6/13 TBS News i 1

138 2014/6/13 NHK  
139 2014/6/13
140 2014/6/14
141 2014/6/16 2
142 2014/6/16

143 2014/6/17 The Daily Jakarta
Shimbun

144 2014/6/17 / JV /

145 2014/6/17

146 2014/6/17
147 2014/6/17
148 2014/6/18
149 2014/6/19
150 2014/6/20
151 2014/6/20
152 2014/6/21
153 2014/6/22 …

154 2014/6/23

155 2014/6/24 IT 1

156 2014/6/24

157 2014/6/24

158 2014/6/27

159 2014/6/27 “ ” “ ”

160 2014/7/1

161 2014/7/5

162 2014/7/6 Date FM(FM UPDATES! 1

163 2014/7/7

164 2014/7/8
165 2014/7/9 13
166 2014/7/9
167 2014/7/10
168 2014/7/10
169 2014/7/11
170 2014/7/11  
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No.
171 2014/7/11
172 2014/7/11
173 2014/7/12 M7 10
174 2014/7/13

175 2014/7/13 NHK

176 2014/7/13

177 2014/7/14

178 2014/7/15 NHK
179 2014/7/16
180 2014/7/18
181 2014/7/19 NHK
182 2014/7/19 -
183 2014/7/19 NHK
184 2014/7/19
185 2014/7/20
186 2014/7/20
187 2014/7/20 Date FM(FM UPDATES! 2
188 2014/7/22 NHK  

189 2014/7/25

190 2014/7/27 Date FM FM  SUNDAY MORNING WAVE

191 2014/7/30 : …
192 2014/7/30 NHK NHK 
193 2014/8/1

194 2014/8/1 Itmedia
20 -

20
-

195 2014/8/1 NEC

196 2014/8/1

197 2014/8/1 ITmedia 20

198 2014/8/1 20
199 2014/8/3 Date fm UPDATES!
200 2014/8/4
201 2014/8/4 NEC
202 2014/8/4 20

203 2014/8/4

204 2014/8/4 Watch 20 NEC
205 2014/8/9
206 2014/8/10

207 2014/8/10
 

208 2014/8/11
209 2014/8/11 1
210 2014/8/11
211 2014/8/11 NHK BS1 BS
212 2014/8/11 NHK
213 2014/8/12
214 2014/8/12 …

215 2014/8/14  

216 2014/8/16
217 2014/8/17
218 2014/8/17 Date fm UPDATES!
219 2014/8/18

220 2014/8/22 N

221 2014/8/23 NHK
222 2014/8/24
223 2014/8/24 NHK
224 2014/8/26
225 2014/8/27 9/10 1
226 2014/8/27
227 2014/8/27
228 2014/8/27 23
229 2014/8/27  
230 2014/8/28
231 2014/8/29
232 2014/8/29
233 2014/8/30
234 2014/8/30
235 2014/8/30  
236 2014/8/31
237 2014/9/1
238 2014/9/1  
239 2014/9/1  

240 2014/9/1 DateFM FM   LOVE HOPE special

241 2014/9/2
242 2014/9/2 NHK - -
243 2014/9/2
244 2014/9/3
245 2014/9/3
246 2014/9/4
247 2014/9/5
248 2014/9/5 10 1
249 2014/9/6

250 2014/9/6 NHK 400

251 2014/9/7
252 2014/9/9
253 2014/9/9 1
254 2014/9/9
255 2014/9/9
256 2014/9/9
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No.
257 2014/9/10
258 2014/9/10
259 2014/9/10
260 2014/9/11 3
261 2014/9/11
262 2014/9/11 -
263 2014/9/11
264 2014/9/11  
265 2014/9/12

266 2014/9/12 :

267 2014/9/16 NHK

268 2014/9/17
269 2014/9/17
270 2014/9/18 ,
271 2014/9/18
272 2014/9/18

273 2014/9/18 1 2011 -

274 2014/9/19

275 2014/9/20 NHK MEGA DISASTER

276 2014/9/24
277 2014/9/25 5 311
278 2014/9/27
279 2014/9/30
280 2014/9/30 NEWS24
281 2014/9/30
282 2014/10/1
283 2014/10/1 24
284 2014/10/2
285 2014/10/2 ABC News Catalyst  Mega-tsunamis

286 2014/10/3

287 2014/10/3

288 2014/10/4
289 2014/10/5

290 2014/10/5 DateFM FM UPDATES  

291 2014/10/6
292 2014/10/8
293 2014/10/10
294 2014/10/11 - -
295 2014/10/13 FNN ,
296 2014/10/15
297 2014/10/17 Science Portal
298 2014/10/17
299 2014/10/19

300 2014/10/19  

301 2014/10/19 DateFM(FM UPDATES  
302 2014/10/21

303 2014/10/22

304 2014/10/22

305 2014/10/22 Tempo Tugu Peringatan Bantu Obati Trauma Korban Tsunami Memorials help treating the trauma of
tsunami victims (Boret)

306 2014/10/23
307 2014/10/23  
308 2014/10/23
309 2014/10/26
310 2014/10/27  
311 2014/10/27
312 2014/10/27

313 2014/10/27  
314 2014/10/27 NHK
315 2014/10/28

316 2014/10/28 MOOC gacco( )  

317 2014/10/28 NHK  " "

318 2014/10/29  

319 2014/10/29
320 2014/10/29
321 2014/10/29 ICT gacco
322 2014/10/29
323 2014/10/30
324 2014/11/1 NHK NHK in 2014 
325 2014/11/3
326 2014/11/4 2
327 2014/11/5
328 2014/11/5
329 2014/11/5 NHK

330 2014/11/6

331 2014/11/6 -
332 2014/11/6
333 2014/11/7
334 2014/11/7
335 2014/11/8
336 2014/11/9 2
337 2014/11/9
338 2014/11/9
339 2014/11/10
340 2014/11/10
341 2014/11/10 7

342 2014/11/11

343 2014/11/11
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No.
344 2014/11/11 1 100
345 2014/11/11
346 2014/11/11 -

347 2014/11/11  - 

348 2014/11/12
349 2014/11/12
350 2014/11/12
351 2014/11/13
352 2014/11/19

353 2014/11/19

354 2014/11/20 NHK
355 2014/11/20
356 2014/11/20
357 2014/11/21  - 
358 2014/11/22 NHK
359 2014/11/23
360 2014/11/23 Mr. 6
361 2014/11/24  
362 2014/11/24 NHK
363 2014/11/24 SankeiBiz (3/3 )
364 2014/11/24 NHK News Web 6
365 2014/11/24 NHK
366 2014/11/25 …

367 2014/11/25

368 2014/11/26
369 2014/11/26
370 2014/11/26 :
371 2014/11/27
372 2014/11/29 NHK News Web
373 2014/11/29
374 2014/11/29
375 2014/11/30

376 2014/12/1

(108-12)

(93-1) [ ] ( )
( ) ( )

377 2014/12/2

378 2014/12/2 FM “ ” G-Safty

379 2014/12/3
380 2014/12/5
381 2014/12/5 16
382 2014/12/5
383 2014/12/5
384 2014/12/5 Economic News
385 2014/12/8
386 2014/12/9 NHK News Web
387 2014/12/9 NHK
388 2014/12/10
389 2014/12/11
390 2014/12/11 1 :

391 2014/12/11 1 3 9

392 2014/12/11 3 9
393 2014/12/12
394 2014/12/12 NHK
395 2014/12/17
396 2014/12/19
397 2014/12/22 TBS

398 2014/12/22  “ ” - 

399 2014/12/23
400 2014/12/23
401 2014/12/24
402 2014/12/24
403 2014/12/25
404 2014/12/26
405 2014/12/26
406 2014/12/27
407 2014/12/28

408 2015/1/4

409 2015/1/4 dateFM UPDATES! 400
410 2015/1/7
411 2015/1/9

412 2015/1/9

413 2015/1/9 news every. MR
414 2015/1/10
415 2015/1/11
416 2015/1/14 NHK
417 2015/1/14

418 2015/1/15
ASPARA

3 5 km

419 2015/1/15
420 2015/1/16
421 2015/1/16
422 2015/1/16  - BCP -

423 2015/1/16 KOMPAS Jepang Ubah Tata Ruang Kota

424 2015/1/17 20

425 2015/1/18 KOMPAS 20 -

426 2015/1/18 dateFM UPDATES!

402



No.

427 2015/1/18 NHK NHK 20 2 20

428 2015/1/19 FNN
429 2015/1/21 …
430 2015/1/21
431 2015/1/22 IT 1 2
432 2015/1/23
433 2015/1/24
434 2015/1/24
435 2015/1/27
436 2015/1/28
437 2015/1/28
438 2015/1/28
439 2015/1/29
440 2015/1/30
441 2015/1/31
442 2015/2/1  2014
443 2015/2/1
444 2015/2/1 ,
445 2015/2/1 ,
446 2015/2/1 DATE FM
447 2015/2/2
448 2015/2/2
449 2015/2/2
450 2015/2/3
451 2015/2/3
452 2015/2/3 ( )
453 2015/2/4
454 2015/2/4
455 2015/2/4
456 2015/2/5 2015 20
457 2015/2/5
458 2015/2/5

459 2015/2/5 4

460 2015/2/6

461 2015/2/6

462 2015/2/6 DNP

463 2015/2/6  

464 2015/2/7 NHK

465 2015/2/7

466 2015/2/8

467 2015/2/8
468 2015/2/8 1
469 2015/2/10  ( 15/02/19)
470 2015/2/11 FNN ,
471 2015/2/13

472 2015/2/13 NHK  

473 2015/2/13 NHK Fumihiko Imamura, Erick Mas
474 2015/2/15

475 2015/2/15

476 2015/2/15 DATE FM(FM
477 2015/2/15 NHK
478 2015/2/16 NHK
479 2015/2/17
480 2015/2/17 NHK
481 2015/2/17 4
482 2015/2/18
483 2015/2/19  
484 2015/2/19

485 2015/2/19

486 2015/2/23

487 2015/2/24 FM “ ”

488 2015/2/25 NHK  

489 2015/2/25

490 2015/2/25 NHK

491 2015/2/25 NHK
492 2015/2/26 NHK
493 2015/2/26
494 2015/2/27
495 2015/2/27
496 2015/2/27
497 2015/2/27
498 2015/2/27
499 2015/2/27
500 2015/2/27
501 2015/2/27
502 2015/2/27 4
503 2015/2/28
504 2015/2/28

505 2015/3/1 UNDP

506 2015/3/1 Date FM FM SUNDAY MORNING WAVE

507 2015/3/1

508 2015/3/1 Date fm 

509 2015/3/1 DateFM FM Sunday Morning Wave UPDATES!

510 2015/3/2 N
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No.
511 2015/3/2  10
512 2015/3/2  4
513 2015/3/2 4  2 
514 2015/3/2

515 2015/3/3

516 2015/3/3

517 2015/3/4 4  4
518 2015/3/4  10
519 2015/3/5
520 2015/3/6
521 2015/3/7

522 2015/3/7

523 2015/3/8
524 2015/3/9

525 2015/3/9 …

526 2015/3/9  
527 2015/3/10
528 2015/3/10 :

529 2015/3/10

530 2015/3/10

531 2015/3/10

532 2015/3/10

533 2015/3/10

534 2015/3/10
535 2015/3/10 NHK
536 2015/3/10
537 2015/3/10
538 2015/3/10
539 2015/3/10
540 2015/3/10
541 2015/3/11
542 2015/3/11
543 2015/3/11 NHK
544 2015/3/11 N  
545 2015/3/11 1 100
546 2015/3/11

547 2015/3/12 J 4    3.11

548 2015/3/13
549 2015/3/15 NHK  
550 2015/3/15

551 2015/3/15 (
)

552 2015/3/15  

553 2015/3/15 DateFM FM Sunday Morning Wave UPDATES!

554 2015/3/16
 

555 2015/3/16 ICT

556 2015/3/16
557 2015/3/17
558 2015/3/17 3
559 2015/3/18  
560 2015/3/18 NHK
561 2015/3/19
562 2015/3/19
563 2015/3/19 PLOS BLOGS A healthy society is a disaster resilient society
564 2015/3/20
565 2015/3/20 :
566 2015/3/21

567 2015/3/24  

568 2015/3/26 7 in 

569 2015/3/26
570 2015/3/27
571 2015/3/29
572 2015/3/29 ( )

403
104
250
 49

121
 48

482
 39
 36
 15
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７ 国際交流 

 



共同研究

開始日 終了日
訪問
受入

相手機関 相手先代表者 開催場所 担当

2009/10/1 2014/12/31 訪問 JST-JICA-SATREPS, JAPAN-PERU Project 山崎文雄教授　（千葉大学）
東北大学・仙台市/UNI-
CISMID・Lima City・Peru マス

2012/4/1 2016/03/31 訪問 JST-JICA-SATREPS, JAPAN-CHILE Project 富田孝史 (港湾空港技術研究

所)
東北大学・仙台市/CIGIDEN・
Santiago de Chile・Chile マス

2013/7/1 2014/08/31 受入 The Ohio State University(USA) 東北大学・仙台市 真野

2014/3/28 2015/03/27 受入 Hangarian Academy of Science（ハンガリー） Hangarian Academy of Science 東北大学・仙台市 石坂・花岡

2014/5/1 2015/04/30 訪問 J-RAPID, JST Project, Typhoon Haiyan 越村俊一教授（東北大学）
東北大学・仙台市/NAMRIA・
Manila・Philippines マス

2014/5/15 2014/05/17 訪問
National Mapping and Resource Information Authority 
(NAMRIA)（フィリピン）

NAMRIA局長
National Mapping and Resource 
Information Authority・マニラ・
フィリピン

村尾

2014/5/16 2014/05/17 訪問 国土地理・資源情報庁，地理・測地局（フィリピン） Ruel Belen 地理・測地局・Manila・フィリピン 越村

2014/5/20 2014/06/20 受入
平成26年度国際交流基金知的交流フェローシップ
（ルーマニア）

Ionut Razvan Radu 東北大学・仙台市 源栄

2014/5/20 2014/05/25 訪問 GNS Science（ニュージーランド） Stuart Henrys GNS Science・Lower Hutt市・
ニュージーランド

日野

2014/6/10 2014/06/12 訪問 ヤンゴン工科大学（ミャンマー）
Aye Myint教授（ヤンゴン工科
大学）

ヤンゴン工科大学・ヤンゴン・ミャ
ンマー

村尾

2014/6/28 2014/07/05 受入 ジョンズ·ホプキンス大学(アメリカ）
Troy・Heitmann, (University of 
Hawaii) 東北大学・仙台市 ローバー

2014/7/23 2014/07/26 訪問 ヤンゴン工科大学（ミャンマー）
Aye Myint教授（ヤンゴン工科
大学）

ヤンゴン工科大学・ヤンゴン・ミャ
ンマー

村尾

2014/8/1 2014/8/10 受入 ジョンズ·ホプキンス大学(アメリカ） Ｓｅｔｈ・Ｇｕｉｋｅｍａ准教授 東北大学・仙台市 ブリッカー

2014/8/7 2014/8/10 訪問 University of Phillipines, Manila June Lopez University of Phillipines, Manila・
Manila・Philippines 富田

2014/8/8 2014/8/15 訪問 フィリピン・サンラザロ病院 Go,Telan サンラザロ病院・マニラ・フィリピン 服部

2014/8/10 2014/8/12 訪問 バンドン工科大学（インドネシア） Mohammad Farid講師
バンドン工科大学・バンドン市・イ
ンドネシア

呉

2014/8/10 2014/8/16 訪問 フィリピン・サンラザロ病院 Elizabeth Telan サンラザロ病院・SACCL・マニラ
市・フィリピン

ホルロ

2014/8/11 2014/8/16 訪問 カルフォルニア大学（サンディエゴ） David Chaddwell スクリップス海洋研究所・サンディ
エゴ・米国

木戸

2014/8/17 2014/8/23 訪問 ウダヤナ大学 イ・マデ・ブティアナ
ウダヤナ大学・バリ島・インドネシ
ア

松本

2014/8/20 2014/8/23 訪問 フィリピン大学ディリマン校 Chim Zayas教授
フィリピン大学ディリマン校・ディリ
マン市・フィリピン

サッパシー

2014/9/18 2014/9/20 訪問 Agency for the Support of Regional Dev't Košice Tesliar Jaroslav Technical University in Košice・
コシチェ・スロバキア

井内

2014/9/18 2014/9/20 訪問 TU Dortmund University Stefan Grieving Technical University in Košice・
コシチェ・スロバキア

井内

2014/11/2 2014/11/4 訪問 ヤンゴン工科大学（ミャンマー）
Aye Myint教授（ヤンゴン工科
大学）

ヤンゴン工科大学・ヤンゴン・ミャ
ンマー

村尾

2014/11/2 2014/11/11 受入 ロンドン大学　リスク減災研究所（英国）
Peter Sammonds教授・所長、

Rosanna Smith博士・副所長
東北大学・仙台市 サッパシー

2014/11/5 2014/11/7 訪問 ハルピン医科大学 Hong Ling ハルピン医科大学・ハルピン・中
国

服部

2014/11/8 2014/11/18 受入 米国地質調査所 Bruce Jaffe 東北大学・仙台市 菅原

2014/11/11 2014/11/16 訪問 ハワイ大学医学・熱帯医学部 Lishomwa C. Ndhlovu ハワイ大学医学・熱帯医学部・ホ
ノルル・アメリカ

服部・ホル
ロ

2014/11/17 2014/11/24 受入
Resarch Center of Astronomy and Geophysics 
Mongolian Academy of Science(モンゴル) Tsamba Tsoggerel 東北大学・仙台市 源栄

2014/12/1 2014/12/2 訪問 スラバヤ工科大学（インドネシア） Suntoyo准教授
スラバヤ工科大学・スラバヤ市・
インドネシア

呉

2014/12/3 2014/12/3 訪問 Oxford Brookes大学 Dr. Supria Akerkar CENDEP・Oxford・United 
Kingdom ボレー

2014/12/4 2014/12/9 訪問 Stony Brook University Donovan Finn Stony Brook University・ニュー
ヨーク・米国

井内

2014/12/6 2014/12/12 訪問 ケンブリッジ大学 Lindsay Greer教授
ケンブリッジ大学・ケンブリッジ・
英国

サッパシー

2014/12/8 2014/12/11 訪問 　Lund University (Sweeden) Mathias Wallin Lund Uiniversity・Lund・Sweeden 加藤

2014/12/9 2014/12/10 訪問 Cambridge大学 Dr. Emily So Architecture ・Cambridge・United 
Kingdom ボレー

2015/1/5 2015/2/27 受入 ロンドン大学　リスク減災研究所（英国） Joshua Macabuag氏 東北大学・仙台市 サッパシー

2015/1/23 2015/2/3 訪問 Gadjah Mada University Nardes Naleswari Gadjah Mada University・ジョグ
ジャカルタ・インドネシア

井内

2015/1/28 2015/1/30 訪問 インドネシア、ガジャマダ大学 Dr. Adhya Nareswari, Lecturer ガジャマダ大学・ジョグジャカル
タ・インドネシア

マリ

2015/2/20 2015/2/25 訪問 チェンライ県ウィアンパーパオ郡バンホエヒンラートナ村 Srivicha ＧＯＮＧＯＶＡ2015・チェンライ・タ
イ

服部

2015/3/9 2015/3/13 訪問 GNS Science Stuart Henrys GNS Science・Lower Hutt市・
ニュージーランド

木戸

2015/3/10 2015/3/15 受入 バンドン工科大学（インドネシア） Mohammad Farid講師 東北大学・仙台市 呉

2015/3/10 2015/3/17 受入
Reischauer Institute of Japanese Studies, Harvard 
University, USA

Andrew Gordon先生、Ted 
Bestor先生

東北大学・仙台市 柴山

2015/3/11 2015/3/16 受入 Department of Public Works and Highway（フィリピン） Maritess Quimpo博士 東北大学・仙台市 呉

2015/3/11 2015/3/13 訪問 パジャジャラン大学医学部（インドネシア） Alisjahbana B パジャジャラン大学医学部・バン
ドン・インドネシア

服部

2015/3/13 2015/3/29 受入 ジョンズ·ホプキンス大学(アメリカ）
Troy・Heitmann, (University of 
Hawaii) 東北大学・仙台市 ローバー

2015/3/13 2015/3/18 受入 ハワイ大学医学部
Lishomwa C. Ndhlovu、Ivo Sah 
Bandar 東北大学・仙台市 服部・ホルロ

2015/3/13 2015/3/18 受入 フィリピン・サンラザロ病院 Elizabeth Telan 東北大学・仙台市 服部・ホルロ

2015/3/13 2015/3/17 受入
Reischauer Institute of Japanese Studies, Harvard 
University, USA Ryo Morimoto先生 東北大学・仙台市 柴山

国際交流
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開始日 終了日
訪問
受入

相手機関 相手先代表者 開催場所 担当

2015/3/15 2015/3/18 受入 Muhammadiyah University of Yogyakarta Ramawati Husein 東北大学・仙台市 井内

2015/3/28 2015/3/28 訪問 Pittsburgh大学 Prof. Andrew Strathern Anthropology・Pittsburgh・USA ボレー

講義・セミナー

開始日 終了日
訪問
受入

相手機関名 相手先代表者氏名 会場 担当

2014/5/16 2014/5/16 訪問 国際地震工学研修コース
坂本雄三　（建築研究所理事
長）

建築研究所・つくば市 マス

2014/5/21 2014/5/21 受入 平成26年度JICAフィリピン国国別研修コース
Catherine Palanca (Program 
Officer) 東北大学・仙台市 マス

2014/5/21 2014/5/21 受入 University of Connecticut, USA Associate Prof. Richard 
Christenson 東北大学・仙台市 五十子

2014/5/21 2014/5/22 訪問
Center for the Study of Traumatic Stress, Uniformed 
Services University of the Health Science (USUHS)

Robert Ursano, Brian Flynn Georgetown University・
Washington DC・USA 富田

2014/5/21 2014/5/22 訪問
the Division of Psychiatry and Behavioral Sciences at 
Children's National Health System

Paramjit Joshi Georgetown University・
Washington DC・USA 富田

2014/5/21 2014/5/22 訪問
The Center for Disaster and Humanitarian Assistance 
Medicine (CDHAM)

Charles Beadling, Geoff 
Oravec

Georgetown University・
Washington DC・USA 富田

2014/5/21 2014/5/22 受入 Masgutova Educational International Institute Marie-France Renaud Georgetown University・
Washington DC・USA 富田

2014/5/21 2014/5/22 受入
Humanitarian and Conflict Response Institute, 
University of Manchester

Richard Williams Georgetown University・
Washington DC・USA 富田

2014/5/21 2014/5/22 受入 Cornwall Foundation Trust Lynne Jones Georgetown University・
Washington DC・USA 富田

2014/5/23 2014/5/23 受入 The World Bank 牧野由佳 東北大学・仙台市 井内

2014/5/29 2014/5/29 訪問 The University of Queensland　（オーストラリア）
Dorival Pedroso （The 
University of Queensland）

東北大学・仙台市 森口

2014/6/17 2014/6/18 訪問 Pluk Panya Municipal School, Ban Kalim School （タイ）
Pluk Panya Municipal 
School,Ban Kalim School ・プー
ケット・タイ王国

保田

2014/6/20 2014/6/21 訪問
 Satit Bilingual School of Rangsit Universit, Samsen 
Wittayalai Schooly （タイ）

Satit Bilingual School of Rangsit 
Universit Samsen, Wittayalai Schooly 
・バンコク・タイ王国

保田

2014/6/23 2014/6/25 訪問 大連大学
宋協毅（大連大学国際交流担
当副学長）

大連大学・大連市・中国 源栄

2014/6/24 2014/6/24 受入 文部省（タイ）
Paichit Kongkaew (Deputy 
Director) 東北大学・仙台市 マス

2014/6/29 2014/7/4 訪問 世界銀行 ジム・ヨン・キム総裁 EXCEL LONDON・ロンドン・英 地引

2014/7/22 2014/7/22 受入 APRU Summar School Andre Edelhoff 東北大学・仙台市 江川
2014/7/25 2014/7/25 受入 イスラエル工科大学 Dr. Oren Lavan 東北大学・仙台市 五十子

2014/8/3 2014/10/1 受入 クリフトン科学トラスト（イギリス） Eric Albone 東北大学ほか・仙台市ほか 久利

2014/8/8 2014/8/8 受入 あしなが育英会インターンシップ 東北大学・仙台市 江川

2014/8/26 2014/8/30 訪問
小学校（パロ市内 1、タナウアン 2、タクロバン １）（フィリ
ピン）

タクロバン、パロ、タナウアン・フィ
リピン共和国

保田

2014/9/14 2014/9/14 受入 UNSW Australia Catherine Chague-Goff 鹿児島大学・鹿児島市 後藤

2014/9/19 2014/9/20 訪問
United Nations Bonn Canmpus/ドイツ航空宇宙センター
（ドイツ）

Joachim Post UN Bonn Office・Bonn・ドイツ 越村

2014/10/20 2014/10/20 受入 タスマニア大学（オーストラリア） Douglas Paton 東北大学・仙台市 江川

2014/10/21 2014/10/24 訪問 シャクアラ大学（インドネシア） Prof.Samsul Rizal シャクアラ大学・バンダ・アチェ・
インドネシア

村尾

2014/10/23 2014/10/24 訪問 National Institutes of Health National Institutes of Health・

Bethesda・USA 栗山

2014/11/3 2014/11/15 受入 ロンドン大学 Prof.David Alexander 東北大学・仙台市 今村

2014/11/5 2014/11/5 受入 建築研究所国際地震工学センター
坂本雄三
（建築研究所理事長）

東北大学・仙台市 源栄

2014/11/5 2015/11/9 受入 Society of Disaster Medicine and Public Health （米国） James J. James 東北大学・仙台市 江川

2014/11/7 2014/11/10 受入 マサチューセッツ工科大学（アメリカ合衆国） Prof. Miho Mazereeuw（MIT） 東北大学・仙台市 村尾

2014/11/7 2014/11/10 受入 メルボルン大学（オーストラリア）
Prof. Alan MARCH（メルボル
ン大学）

東北大学・仙台市 村尾

2014/11/7 2014/11/9 受入 UNESCO Jakarta Office（インドネシア） Dr. Mee Young Choi 東北大学・仙台市 桜井

2014/11/7 2014/11/8 受入 UNISDR（タイ） Mr. Sujit Mohanty 東北大学・仙台市 桜井

2014/11/7 2014/11/8 受入 京都大学地球環境学堂 Dr. Rajib Shaw 東北大学・仙台市 桜井

2014/11/7 2014/11/8 受入 世界銀行GFDRR東京ハブ Mr. Jack Campbell 東北大学・仙台市 桜井

2014/11/7 2014/11/8 受入 UNISDR（タイ） Mr. Sujit Mohanty 東北大学・仙台市 桜井

2014/11/14 2014/11/14 受入 さくらサイエンス交流事業（カンボジア） 佐藤源之教授（東北大学） 東北大学・仙台市 源栄

2014/11/17 2014/11/21 訪問 チリ大学（チリ） Prof. Hugo Romero チリ大学・サンティアゴ・チリ 村尾

2014/11/23 2014/11/30 訪問 インドネシア海洋水産省
Dr. Subandono、Dr. Abdul 
Muhari、Subandono Diposaptono

Borobudurホテル・ジャカルタ・イ
ンドネシア

今村・サッパ
シー・保田

2014/11/24 2014/11/25 訪問
Centro Nacional de Investigacion para la Gestion 
Integrada de Desastres Naturales (CIGIDEN)

Rodrigo Cienfuegos (Director) Pontificia Universidad Catolica 
de Chile・Santiago・Chile マス

2014/11/28 2014/11/28 受入 インドネシア大学（インドネシア） Fatma Lestari 東北大学・仙台市 江川

2014/11/28 2014/11/29 訪問 シャクハラ大学（インドネシア）
MuzailinAffan（シャクハラ大
学）

Beurawee小学校,　Lambaro 
Neujid小学校・バンダアチェ・イ
ンドネシア

保田

2014/12/1 2014/12/2 訪問 東北工業大学 薛松濤教授（東北工業大学） 東北工業大学・仙台市 源栄

2014/12/5 2014/12/7 訪問 Angeles大学（フィリピン） Carmela Dizon教授
アンヘレス大学・アンヘレス市・
フィリッピン

江川

2014/12/9 2014/12/11 訪問 ケンブリッジ大学 Dr.Emily  So ケンブリッジ大学・英国 今村

2014/12/10 2014/12/11 訪問 Cambridge大学（イギリス）
Professor Duncan McFarlane
（Cambridge大学）

Cambridge大学・Cambridge・UK 蝦名・保田

2014/12/18 2014/12/18 受入 University of the Andes (Venezuela) Julio Florez-Lopez 東北大学・仙台市 寺田・加藤

2014/12/18 2014/12/18 受入 AmeriCare（米国） Ramona Bajema 東北大学・仙台市 江川

2015/1/7 2015/1/12 受入 University of Maryland Assistant Prof. Brian Phillips 東北大学・仙台市 五十子

2015/1/9 2015/1/11 訪問 Angeles University Carmela S. Dizon Angeles University・Angeles・
Philippines 富田

2015/1/13 2015/1/18 訪問 フィリピン大学バギオ校 Ali Cienciaセンター長
フィリピン大学バギオ校・バギオ・
フィリピン

サッパシー
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開始日 終了日
訪問
受入

相手機関 相手先代表者 開催場所 担当

2015/1/26 2015/1/27 訪問 アメリカ合衆国
ヒロ カピオラ二小学校,　ケアウカハ
小学校・ハワイ州ヒロ・アメリカ合衆国

保田

2015/2/2 2015/2/2 受入
International post graduate program in human security 
(IPHS)

服部俊夫　災害科学国際研究
所）

東北大学・仙台市 マス

2015/2/23 2015/2/25 受入 Lifelines（オランダ） Ronald Stolk 東北大学・仙台市 栗山

2015/3/9 2015/3/18 受入 ハーバード大学 Prof.Andrew Gordon 東北大学・仙台市 今村

2015/3/12 2015/3/20 受入 四川大学（中国） Dr. Gu Linsheng 東北大学・仙台市 桜井

2015/3/12 2015/3/19 受入
Tsunami Disaster Mitigation Research Center, Syah Kuala
University（インドネシア）

Dr. Khairul Munadi 東北大学・仙台市 桜井

2015/3/12 2015/3/17 受入 Syiah Kuala University （インドネシア） Dr. Samsul Rizal 東北大学・仙台市 桜井

2015/3/12 2015/3/17 受入
Graduate School of Public and International Affairs, 
University of Pittsuburgh Dr. Louis K. Comfort 東北大学・仙台市 桜井

2015/3/12 2015/3/17 受入 School of Law, University of Canterbury Dr. Elizabeth Toomey 産業プラザ・仙台市 桜井

2015/3/12 2015/3/17 受入
Center for Disaster Management and Hazards Research, 
Coventry University Dr. Yung-Fang Chen 産業プラザ・仙台市 桜井

2015/3/14 2015/3/19 受入 Society of Disaster Medicine and Public Health （米国） James J. James 東北大学・仙台市 江川

2015/3/14 2015/3/18 受入 San Lazaro Hospital（フィリピン） Elizabeth Telan 東北大学・仙台市 江川

2015/3/14 2015/3/19 受入 ロンドン大学　リスク減災研究所（英国）
Rosanna Smith博士・副所長、

Joanna Walker博士
東北大学・仙台市 サッパシー

2015/3/15 2015/3/15 受入 University of Moratuwa Nalin Prasanna Ratnayake 東北大学・仙台市 後藤
2015/3/15 2015/3/15 受入 Bogazici University Gulum Tarircan 東北大学・仙台市 後藤
2015/3/15 2015/3/18 受入 TU Dortmund University Stephan Grieving 東北大学・仙台市 井内

2015/3/15 2015/3/15 受入

US DOE Federal Energy Regulatory Commission, USA, 
National Research Institute for Earth Science and Disaster 
Prevention, JAPAN, Aquaritas LLC, USA, R.Park and 
Associates Inc., CANADA, APEC Climate Center, 
KOREA, The University of Tokyo, JAPAN

Dr. Samuel Lee, Dr. Tsuyoshi 
Nakatani, Dr. Ravi Mathi, Dr. 
Roy Park, Dr. Yong Hee Shin, 
Dr. Muneyoshi Numada

仙台市民会館・仙台市 ケリーン

2015/3/16 2015/3/16 受入 University of Hawaii Karl Kim 東北大学・仙台市 井内

2015/3/16 2015/3/16 受入 Ibasho Emi Kiyota 東北大学・仙台市 井内

2015/3/16 2015/3/16 受入 The World Bank Margaret Arnold 東北大学・仙台市 井内

2015/3/16 2015/3/16 受入 World Habitat Research Center Jennifer Duyne Barenstein 東北大学・仙台市 井内

2015/3/16 2015/3/16 受入 City of New York Office of Emergency Management Cynthia Barton 東北大学・仙台市 井内

2015/3/24 2015/3/24 受入 駐ペルー日本国大使
　明田　大吾　（仙台市　危機
管理室　防災都市推進課）

東北大学・仙台市 マス

視察・意見交換会

開始日 終了日
訪問
受入

相手機関名 相手先代表者氏名 会場 担当

2014/5/21 2014/5/23 訪問 復興庁、赤十字（フィリピン）
Richard J. Gordon (Philippine 
Red Cross Chairman)

The Makati Shangri La Hotel・マ
ニラ・フィリピン

小野

2014/5/22 2014/5/23 受入 Pecｓ大学　（ハンガリー） 秋山晋吾教授（一橋大学） 東北大学・仙台市 佐藤(大）

2014/5/27 2014/5/27 受入
国連開発計画（UNDP）、国連開発計画危機予防復興支援局
（ニューヨーク）

近藤哲生（UNDP駐日代表） 東北大学・仙台市 小野

2014/6/1 2014/6/1 訪問
Ministry of Education and Culture, Bureau of Planning 
and International Cooperation, Indonesia

Dr. Gogot Suharwoto, Head of 
Division for Program Planning 
and Budget

MOEC・Jakarta・Indonesia 桜井

2014/6/2 2014/6/8 訪問 中国地震局地質研究所 何　宏林教授
Water Hotel・四川省成都・中華人
民共和国

岡田（真）

2014/6/14 2014/6/21 訪問 タイ気象局南部地方 Sorot Sawasdiraksa氏 タイ気象局南部地方・プーケット
市・タイ

サッパシー

2014/7/10 2014/7/11 訪問
平成26年度JICA中央アジア・コーカサス地域防災行政
コース

大橋千加子（研修監理員） 東北大学・仙台市 マス

2014/7/11 2014/7/11 受入 ナンヤン工科大学 Sulfikar Amir 東北大学・仙台市 久利

2014/7/24 2014/7/24 受入 JICAエクアドル津波警報システムコース
高垣隆博 （JICA東京　経済基
盤開発・環境課）

東北大学・仙台市 マス

2014/7/30 2014/7/31 訪問 海洋大気局（米国） Eddie Bernard NOAA・Seattle・USA 越村

2014/8/5 2014/8/5 受入 長春市地震局（中国） 李恩澤（長春市地震局副局長） 東北大学・仙台市 源栄

2014/9/10 2014/9/12 訪問 National Economic and Development Authority Dr. Emmanuel F. Esguerra, 
Deputy Director-General

World Bank・Washington DC・
USA 桜井

2014/9/10 2014/9/12 訪問 Global Facility for Disaster Risk Reduction (GFDRR) Dr. Katsuhiro Miyake World Bank・Washington DC・
USA 桜井

2014/9/25 2014/9/25 訪問 Superstorm Sandy Research Lab Daniel Aldana Cohen, NYU, 
IPK　研究員

NYU, Institute for Public 
Knowledge ・ニューヨーク・米国

マリ

2014/10/14 2014/10/17 訪問
10th International Symposium on Architectural 
Interechanges in Asia （杭州市）

中国建築学会 Zhijiang hotel・杭州市・中国 源栄

2014/10/15 2014/10/16 訪問 カジャマダ大学（インドネシア） トリセサリア
カジャマダ大学・ジョグジャカル
タ・インドネシア

久利

2014/10/17 2014/10/17 訪問 BPTTK（インドネシア） Subandriyo BPTTK・ジョグジャカルタ・インド
ネシア

久利

2014/10/22 2014/10/22 訪問 United Nations University Dr. Jorg Szarzynski Syah Kuala University・Ache・
Indonesia 桜井

2014/10/22 2014/10/22 訪問 DRR Foundation Dr. Bakri Bbeck Syah Kuala University・Ache・
Indonesia 桜井

2014/11/7 2014/11/10 受入 世界銀行（東京防災ハブ） Ｊａｃｋ　Ｃａｍｐｂｅｌｌ 東北大学・仙台市 佐藤（健）

2014/11/12 2014/11/12 訪問 中国雲南省地震局 李春光 雲南省地震局・昆明市・中国 王

2014/11/12 2014/11/12 訪問 国学振興院（大韓民国）
韓亘熙氏（韓国国史編纂委員
会）

国学振興院・安東市・大韓民国 佐藤（大）

2014/11/14 2014/11/14 受入 アメリカ国際問題研究所、カーネギー国際平和財団
長山和夫東北支所長（日本国
際協力センター）

東北大学災・仙台市 中鉢

2014/11/20 2014/11/20 訪問 Beth Israel Deaconnes Medical Center(アメリカ) Dr.Halamka Inter Systems Corporation・ボスト
ン・アメリカ

中山

2014/11/26 2014/11/26 受入 インドネシア大学 Prof. Fatma Lestari 東北大学・仙台市 泉

2014/11/27 2014/11/27 訪問
Assistant Secretary, Chief of Staff, Department of 
Education, Philippines Dr. Reynaldo D. Laguda Department of Education・Manila・

Philippines 桜井

2014/12/8 2014/12/14 訪問 フィリピン・サンラザロ病院及びタクローバン病院 Elizabeth Telan
サンラザロ病院・・マニラ市とタク
ローバン病院・タクローバン市・
フィリピン

ホルロ
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開始日 終了日
訪問
受入

相手機関 相手先代表者 開催場所 担当

2014/12/12 2014/12/12 受入 同志社大学グローバル・スタディーズ大学院研究科等
ダニシマズ・イディリス助教（同
志社大学）

東北大学・仙台市 中鉢

2015/1/23 2015/1/23 受入 Ｔｈｉｎｋ　Ａｃｒｏｓｓ（オーストラリア） 大塚博子 松島町文化観光交流館・松島町 佐藤（健）

2015/1/23 2015/1/29 訪問 太平洋津波情報センター Laura Kong博士
太平洋津波情報センター・ハワイ
州・米国

サッパシー

2015/2/6 2015/2/7 受入 Queensland 大学(オーストラリア) Architect
Will Harvey-Jones 波板地域交流センター・石巻市 小林

2015/2/20 2015/2/20 受入 Boston大学（アメリカ） Magaly Koch准教授 東北大学・仙台市 有働

2015/2/22 2015/2/23 訪問 トリノ国立文書館（イタリア）
マリア・バルバラ・ベルティーニ
（前トリノ国立文書館長）

トリノ国立文書館・トリノ・イタリア 天野

2015/2/24 2015/2/24 訪問 フィレンツェ国立文書館（イタリア）
カルラ・ザッリッリ館長（フィレン
ツェ国立文書館）

フィレンツェ国立文書館・フィレン
ツェ・イタリア

天野

2015/2/25 2015/2/25 訪問 ウフィッツィ美術館（イタリア）
ヴァレンティーナ・コンティ
チェッリ（ウフィッツィ美術館学
芸員）

ウフィッツィ美術館・フィレンツェ・
イタリア

天野

2015/2/26 2015/2/26 訪問 貴石加工・修復研究所（イタリア）
Cristina Improta（貴石加工・修
復研究所）

貴石・加工修復研究所・フィレン
ツェ・イタリア

天野

2015/2/27 2015/2/27 訪問 国立ローマ中央修復研究所（イタリア）
Carlp Cacace（国立ローマ中央
修復研究所）

国立ローマ中央修復研究所・
ローマ・イタリア

天野

2015/3/13 2015/3/19 受入 国連HABITATほか 佐藤摩利子（国連HABITAT） 東北大学・仙台市 村尾

2015/3/13 2015/3/17 受入 Syiah Kuala University, Indonesia Muzailin Afan先生 東北大学・仙台市 柴山

2015/3/13 2015/3/17 受入 Hoffman Disaster Consulting, USA Susanna Hoffman先生 東北大学・仙台市 柴山

2015/3/13 2015/3/17 受入 National Defense College, Sweden Susann Baez Ullberg先生 東北大学・仙台市 柴山

2015/3/14 2015/3/17 受入 ユネスコ Patrick McKeever 東北大学ほか・仙台市 久利

2015/3/18 2015/3/18 受入 Tufts大学（アメリカ） Naumova Elena教授 東北大学・仙台市 有働

2015/3/19 2015/3/19 受入 Tufts University Elena N. Naumova 東北大学・仙台市 久利

2015/3/26 2015/3/28 訪問 ハーバード大学ライシャワー研究所（アメリカ）
マクヴェイ山田久仁子（Librarian 
for the Japanese Collection 
Harvard-Yenching Library）

Sheraton Chicago Hotel & Tower・シ
カゴ・アメリカ

佐藤（大）、
天野

2015/3/30 2015/3/31 訪問 Technische Universität München (Germany) Wolfgang A. Wall Institute for Computational 
Mechanics・München・Germany 寺田

学術指導

開始日 終了日
訪問
受入

相手機関名 相手先代表者氏名 会場 担当

2014/5/7 2014/7/5 受入 カトリカ大学コンセプシオン校（チリ） Luisa Isolde Urra Espinoza 東北大学・仙台市 越村

2014/5/19 2014/9/7 受入 特別研究学生（モロッコ） AMGHAR Marouane 東北大学・仙台市 源栄

2014/7/2 2014/8/3 受入 Syiah Kuala 大学（インドネシア） Muzailin Affan 東北大学・仙台市 越村

2014/12/1 2014/12/19 受入 Syiah Kuala 大学（インドネシア） Muzailin Affan 東北大学・仙台市 越村

2015/1/1 2015/2/27 受入 ロンドン大学 Joshua Macabuag 東北大学・仙台市 今村

2015/2/15 2015/4/3 受入 Syiah Kuala 大学（インドネシア） Muzailin Affan 東北大学・仙台市 越村

学術協定

開始日 終了日
訪問
受入

相手機関名 相手先代表者氏名 会場 担当

2014/7/8 2014/7/8 受入 GNS Science （ニュージーランド） CEO Michael McWilliams 東北大学・仙台市 遠田

2014/9/15 2014/9/15 訪問 Syiah Kuala 大学（インドネシア） Muzailin Affan Banda Aceh・Banda Aceｈ・インド
ネシア

越村

2014/10/24 2014/10/26 訪問 Angeles大学（フィリピン） Carmela Dizon教授
アンヘレス大学・アンヘレス市・
フィリッピン

江川

2015/3/17 2015/3/17 受入 国立台湾大学気候天気災害研究センター 譚義績教授（国立台湾大学） 東北大学・仙台市 小野

技術協力

開始日 終了日
訪問
受入

相手機関名 相手先代表者氏名 会場 担当

2014/8/13 2014/8/16 訪問 INOCAR, SGR（エクアドル） INOCAR・Guayaquil・エクアドル 越村

2014/8/23 2014/8/26 訪問 Mayor de San Andreas 大学 (ボリビア）
Angel Aliaga教授(サンアンドレ

ス大学水理研究所)
Mayor de San Andreas 大学・ラパ
ス市・ボリビア

奥村

2014/8/25 2015/5/23 受入 National Disaster Management Authority (BNPB) Elin Linawaty JICA・東京 井内

2014/12/11 2014/12/14 受入 Mayor de San Andreas 大学 (ボリビア）
Gregorio Carvajal Sumi教授(サ
ンアンドレス大学衛生研究所) 東北大学・仙台市 奥村

2014/12/11 2014/12/11 訪問 Oxford University大学 Prof. Kariya Takehiko Nissan Institute・Oxford・United 
Kingdom ボレー

2015/2/24 2015/2/26 訪問 Mayor de San Andreas 大学 (ボリビア）
Angel Aliaga教授(サンアンドレ

ス大学水理研究所)
Mayor de San Andreas 大学・ラパ
ス市・ボリビア

奥村

現地調査

開始日 終了日
訪問
受入

相手機関名 相手先代表者氏名 会場 担当

2014/9/1 2014/9/8 訪問 ブリストル大学　工学部研究科土木専攻 Katsu Goda講師
ブリストル大学・ブリストル市・英
国

サッパシー

2014/9/17 2014/9/27 訪問 ボアヂチ大学 Dogan Kakafat ボアヂチ大学・イスタンブール・ト
ルコ

木戸

2014/9/27 2014/10/1 受入 中華民国（台湾）
太田陽子教授
徐澔德 副教授

仙台市，村山市，尾花沢市，酒
田市，にかほ市，大仙市，一関
市

岡田（真）

2014/10/21 2014/10/28 訪問 Syiah Kuala大学 Prof. Kairul Munadi TDMRC・Aceh・Indonesia ボレー

2014/11/9 2014/11/12 訪問 中国地震局工程力学研究所 馬強 雲南省昭通市・中国 王

2015/1/7 2015/1/11 訪問 Angeles大学（フィリピン） Carmela Dizon教授
アンヘレス大学・アンヘレス市・
フィリッピン

江川

2015/2/27 2015/3/2 訪問 中華民国（台湾）
太田陽子教授，徐澔德 副教
授

屏東県恒春鎮周辺・中華民国
（台湾）

岡田（真）

2015/3/16 2015/3/21 訪問 ボアヂチ大学 Dogan Kakafat ボアヂチ大学・イスタンブール・ト
ルコ

木戸

その他

開始日 終了日
訪問
受入

相手機関名 相手先代表者氏名 会場 担当

2015/3/15 2015/3/15 国連開発計画（UNDP） ヘレン・クラーク（国連開発計
画総裁）

ホテルメトロポリタン仙台・仙台市 小野
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